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はじめに  

 

土木技術 者は、 日々「 失敗」 と戦っ ている 。  

土 木 工 事 は 、現 地一 品生 産で あるか ら、 極端 に言 えば 毎日 毎日 が新し い

事象の連 続であ る。豊 富な経 験を積 んでい るはず の現場 を担当 しても 、こ

れは同じ である 。日々 心しな ければ 、新人 と何ら 変わら ない「 失敗」 が待

っている 。  

「 失 敗 」 の行き 着く先 は様々 である 。  

自 分 だ け の 「失 敗」 なら 、そ の日の うち に気 づい て修 正し 、頭 をかい て

終わるも のも多 い。し かし、 小さな 「失敗 」と思 ってい た事が 、あれ よあ

れよと大 きく成 長して 、一人 では対 処が不 可能に なるこ ともあ る。あ るい

は、全く 気づか ず、検査 や共用 開始の 時期に なって 初めて 気づく 事もあ る。  

自 分 だ け の 失敗 では なく 、指 示や注 意の 伝達 ミス など 、他 人（ 作業者 、

顧客、関 係者） と係わ る「失 敗」も ある。  

結 果 の 大 部 分は 「手 戻り 」等 に含ま れて 損失 は少 ない が、 時と して工 事

費の大幅 な増大 や、極 端な場 合は大 事故を 引き起 こし、 人命や 第三者 の財

産毀損に まで発 展する 場合も ある。  

個 々 の 土 木技術 者はこ うした ことを よく知 ってお り、自 己の体 験した「 失

敗」事象 につい ては、 教訓と して身 につけ ている 。  

と こ ろ で 、 ある 個人 の「 失敗 」経験 が、 土木 技術 者全 体の 経験 になっ て

いるだろ うか。 あるい は、社 内での 水平的 な教訓 になっ ている だろう か。

「失敗」 は沈黙 するか ら、他 人の失 敗はな かなか 聞けな い。  

そ う し た ことに 気づい た建設 会社な どでは 、「 失敗」例の 収集を 行い、デ

ータベー スを構 築し、 ある工 事の担 当技術 者が事 前に類 似工事 の検索 をし

て、事例 を研究 できる ように してい る場合 もある 。  

ま た 、 (社 )全 国 土 木 施工 管理 技士 会連合 会の 「Ｊ ＣＭ マン スリ ーレポ ー

ト」で は、毎 号会員 投稿の【あ っては ならな い「現 場の失 敗」とその 反省】

のページ を設け て事例 を収集 し、さ らにま とめた ものを 書籍に して一 般に

も公表し ている 。これ は、大 変役立 ってい るとい う評価 もある 。  

そ こ で 、 よ り一 層役 立て るた めに、 こう した 失敗 の背 景に 、何 か共通 し

た状況が ありは しない かと考 えたの が本書 である 。なぜ なら、 先のレ ポー

トを見て も、た とえば 測量ミ スなど 同種の 「失敗 」が繰 り返し 出てく るか

らである 。こう した、 繰り返 し発生 する「 失敗」 を、技 術者全 体に水 平展
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開 し て 根 絶 でき ないだ ろうか 、と思 うので ある。  

読 者 は 、 ど の事 例を 読ん でも 、少し ずつ 自分 が今 必要 とし てい る情報 と

は違って いる点 がある と感じ られな いだろ うか。 もちろ ん、た とえば 測量

ミスであ れば、「なる ほど、 測量ミ スがこ んな重 大事に なる事 もある のだ。

注意しよ う」と いう教 訓には なるで あろう 。  

し か し 、 ど うし たら ミス をな くせる か、 そも そも その 人は なぜ 測量と い

う土木技 術者で あれば 基本的 なとこ ろでミ スをし てしま ったの か、な どの

背景情報 があれ ば、な お納得 できそ うであ る。  

そ う し た 情 報を 、多 くの 事例 の中か ら抽 出し 整理 しよ う、 出来 ればリ ス

クマネジ メント として のヒュ ーマン エラー 解析を 、貴重 な体験 集で行 って

みようと 言うの が本書 の目的 である 。  

失 敗 自 体 は 決し てマ イナ スで はない 。人 間は 失敗 する 動物 なの である 。

失敗を隠 したり 、個人 の責任 追求だ けに終 わって しまっ たりす ること こそ、

将来に向 けて大 きな失 敗の準 備をし ている ことな のであ る。  

果 た し て 筆 者の 思惑 通り の成 果が得 られ るか どう か、 はな はだ 心許な い

が、こう した本 は土木 の世界 ではあ まり見 受けら れない （注： 参考文 献参

照）ため 、まず まとめ てみよ うと言 うのが 本音で ある。  

ど う か 、 最後ま でおつ きあい 願いた い。  

 

 

技 術 士 （ 建 設部 門・総 合技術 監理部 門）  

水 野  哲  

 

※ な お 、 資 料 の 使 用 は (社 )全 国 土 木 施 工 技 士 会 連 合 会 の 許 可 を 得 て い る 。   
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第 1章  現場の失敗  

 

土 木 技 術 者 の「 失敗」 の多く は、そ の痕跡 をとど めるこ とはな い。  

と く に 、 先 に書 いた 「ご く日 常的に 起き 、通 常は 個人 レベ ルま たは狭 い

範囲の職 場内で 解決さ れてし まった が、け れども 技術者 本人に とって は印

象の深い「 失敗」」につい ては、即 座に修 正され るから、完成時 にはな かっ

たことに なるこ とが多 い。  

た と え 是 正 報告 書な どの 記録 に残さ れて いた とし ても 、そ れは もうす ん

だことと して、「失敗 」し た当の 技術者 の感想 、悔や み、反省な どは、予防

処置の中 に組み 込まれ てしま ってい る。  

こ の よ う に して 、社 会的 に「 重大で はな い」 と考 えら れる 「失 敗」の 事

例を収集 するこ とは、 非常に 困難な のであ る。  

 

し か し こ こ に 、貴 重 な事 例を 収

集してい る例が ある。  

土 木 技 術 者 の 基本 的 な資 格で あ

る「土木 施工管 理技士 」取得 者の

団体、「 土木施 工管理 技士会 」は、

全国各県 にあり 、その 上部団 体で

ある「 (社 )全 国 土 木 施 工管理 技士

会連合会 」は、 隔月に 「ＪＣ Ｍマ

ンスリー レポー ト」（図 1.1）を 発

行 し てい る。こ の中に、ほぼ毎 号、

会員投稿 の【あ っては ならな い「現

場の失敗 」とそ の反省 】のペ ージ

が設けら れ、事 例が収 集され てい

るのであ る。  

 

筆 者 は 、 土 木 施工 管 理技 士で あ

り、茨城 県の会 員であ り、そ のた

め毎号入 手出来 る立場 にあっ て、非 常に興 味深く 読ませ ていた だいて いる。 

ま ず も っ て その 紹介 と、 なぜ 貴重で ある かを 解き 明か すと ころ から入 っ

ていこう と思う のであ る。  

図 1.1 Ｊ ＣＭマンスリーレポート  
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1 . 1 『現場の失敗』掲載事例の特徴  

 

ま ず 、 本 書 で対 象と する 「失 敗」が どの よう な形 で収 集さ れた 事例で あ

るのか整 理する ことに する。  

 

こ れ ら 事 例の収 集は、「Ｊ ＣＭマ ンスリ ーレポ ート」編集 部が「 あなた 自

身の、又 はあな たの身 近で起 こった 失敗例 で、ち ょっと した気 のゆる みが

招いたも のを始 め、無 理な工 期、工 事費が 原因と なるも の、発 注者が 設計

変更を認 めない など、 施工者 、発注 者、コ ンサル タント の認識 がかみ 合わ

ずに、結 果とし て失敗 につな がった 施工例 など、失 敗した 原因と その結 末、

対処方法 につい て、な るべく 図・写 真を添 付して お寄せ くださ い」と して

募集し、 応募さ れたも のであ る。  

ま た 、投 稿者 は「 すべて 匿名と し」「 執筆者 関係各 位にご 迷惑の かから ぬ

よう、地 名、固 有名詞 類も掲 載」し ないと して公 表され たもの である 。  

こ の 投 稿 に より ＣＰ ＤＳ （ (社 )全 国 土 木 施工 管理 技士 会連 合会 の継続 学

習の名称 ）学習 単位３ ＵＮＩ Ｔが与 えられ る。そ して、 著作権 は同会 に帰

属してい る。  

 

こ の よ う に して 収集 され た事 例であ るか ら、 通常 考え られ るア ンケー ト

方式の事 例収集 とは異 なり、 かなり 自由な 記述を 求める オープ ンクエ スチ

ョン方式 が採択 されて いる。  

そ し て 内 容 は、 ほぼ 日常 的に 生起す る事 象で ある 。事 例は 新聞 雑誌な ど

マスコミ で報道 された り、学 会等で 学問的 に議論 された りして はいな いも

のが大部 分であ る。（も っとも 、地名 、固有 名詞類 も掲載 しない 方針で ある

から、確 実なこ とはい えない ）  

 

最 大 の 特 徴 であ り貴 重な 点は 、オー プン クエ スチ ョン 方式 によ る自由 記

述である ことに ある。  

設 問 が 決 ま って いる アン ケー ト方式 では 、回 収す る側 が知 りた い情報 を

指定して 回答し てもら うため 、集計 や回答 相互の 比較は 容易で ある。 しか

し、事前 によく アンケ ート項 目や質 問文を 設計し ないと 、重要 な視点 が抜

けていた りする 。  

オ ー プ ン ク エス チョ ン方 式で は、回 答者 に自 由に 答え る余 地を 与える 質
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問 方 式 な の で、 分析は 煩雑に なり困 難だが 、意識 的また は無意 識的に 回答

者の主張 したい ことな ど、い わゆる 本音が 聞ける 利点が ある。  

つ ま り 、 最 も重 要な 、当 事者 の心理 情報 が豊 富に 含ま れて いる ことが 貴

重な所以 である 。具体 的に言 えば、 なぜミ スをし てしま ったの か（た とえ

ば、対象 を知ら なかっ た、交 渉相手 に押し 切られ た、上 司に言 い出せ なか

ったなど ）が、 書かれ ている ことで ある。  

 

「 失 敗 学 」 とい う用 語を 広め られた 畑村 洋太 郎先 生に よれ ば、 当事者 の

心理情報 の欠落 した、 客観的 失敗情 報は役 に立た ない、 と言わ れてい る。

それは、 人が時 系列で 考えて 「失敗 」を語 る思考 順序と 、それ を整理 した

論理的な 順序が 違うか らであ ると説 明され る。こ の観点 からも 「現場 の失

敗」掲載 事例は 有意義 なデー タを提 供して くれる であろ うと予 想され る。  

 

な お 、 こ れに関 して、 2005 年 3 月 2 3 日 か ら 一 般 公開さ れてい る、独 立

行政法人 科学技 術振興 機構の「失 敗知識 データ ベース 」（ 畑村先 生が総 括と

して参加 してお られる ）や、 その他 の参照 した諸 本（参 考文献 にあげ てあ

る）にあ る事例 は、安 全管理 上の事 故例と その分 析が多 く、比 較的大 きな

事故に結 びつい た安全 上の「 失敗」 を主対 象にし ている 。  

そ の 反 面 こ の「 失敗 知識 デー タベー ス」 はユ ニー クな 着眼 点の 貴重な 研

究成果で あると 思う。 読者は 、ぜひ 一度こ のデー タベー スに接 して参 考に

していた だきた い。  

こ れ に 対 し 、本 書で 対象 とし ている 「失 敗」 事例 は、 希な 大事 故と言 う

よりは「 現場で ほぼ日 常的に 起こり うる事 象」で あるこ と、更 にその 情報

が、客観 的に、 数値的 に収集 された ものと 言うよ りは「 当事者 側の心 理情

報を豊富 に含ん だ内容 」であ ること を念頭 に置か れた上 で読み 進めて いた

だくとよ いと考 えてい る。  
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1 . 2 『現場の失敗』の階層  

 

「 は じ め に 」で も強 調し たが 、土木 工事 は「 現地 一品 生産 」が 最大の 特

色である 。その ため、 単に失 敗とい っても 千差万 別で、 多数の 小さな 事例

の上に目 立つ少 数があ る「ハ インリ ッヒの 法則」 が類推 される ような 階層

になって いると 思われ る。  

 

最 初 に 、 この階 層構造 を検討 してみ る。  

「 ハ イ ン リ ッヒ の法 則」 とは 、主に 安全 管理 上で 使わ れる 用語 で、以 下

のような 経験則 である 。  

す な わ ち 、 ハイ ンリ ッヒ の法 則のう ち良 く知 られ てい るも の（ ほかに も

ある）は、「 1： 29： 300 の 法 則 」で あ る 。1 回 の 重 大 災害 が発生 したと すれ

ば、その裏 には同 じ 原 因で 29 回 の 軽 い 災害 があり、同 じ 性 質 の「ヒヤリ ・

ハット」が 3 00 回 隠 れ て い る 、とす るもの である 。  

余 談 で あ るが 、近年 ある芸 能人の 書いた 本で「世 の中す べて 300 対 29 対

1 の 法 則 で 動い ている 」とし たもの があり 、日本 リスク コンサ ルタン ト協

会特別賞 を受賞 したり して有 名にな った。  

もちろ ん、 この 経験 則は そう した汎 用法 則と して 打ち 出さ れた もので は

なく、あ る労災 保険会 社の研 究部長 であっ たハイ ンリッ ヒとい う人が、1930

年 代 に 5 0 万 件 以 上 の 労働災 害事例 の分析 を行な って見 いだし たもの であ

る。（ハ インリ ッヒ「 産業災 害防止 論」参 考文献 参照）  

調 査 年 代 は 古く 、ま た（ 通常は 省か れて いる が） 実は 「同 一 人 が 」とい

う前提が あるよ うに、 原因を 人に帰 する事 が強調 されて いる。 そのた め、

現在では 「法則 」とし てより 、事故 発生は 多くの 水面下 の類似 体験が 、た

またま氷 山の一 角のよ うに顕 在化し たのだ という 例とし て語ら れる。  

し か し 、 先 の本 のよ うに 、一 般にも その 言わ んと して いる とこ ろが非 常

にわかり やすい ことも あり、 また、 そこそ この真 実らし さもあ るため に、

広く知ら れてい る。  

特 に 安 全 管理方 面では 、「ヒヤ リ・ハッ ト」事例 の収集 分析と 対策が、重

大災害の １件を 防止す るとし て、法 則と言 うより スロー ガン的 に用い られ

ているの が現状 である 。  

 

現 場 の 「 失 敗」 が大 小あ るこ とは体 感し てい るが 、あ まり 分類 、階層 化
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さ れ た こ と は無 いよう なので 、その 類推が 果たし て妥当 かどう かも考 えて

みなけれ ばなら ない。  

 

こ の 法 則 を使っ て「失 敗」の 階層化 の説明 を試み てみよ う。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.2 「 失敗」の階層モデル  

 

さ て 、 図 1.2 の よ う な 階 層が 出来た とする 。  

測 量 ミ ス を例に とって 、これ を考え てみよ う。  

300 件 は 、 そ の 場な いし すぐに 気づ いて 修正 し、 工事 費の 増大 や手戻 り

に結びつ かなか ったも の（も ちろん 、厳密 に言え ばこの 両者と も起き てい

るのであ るが、 同工種 や同工 事中に 吸収さ れて表 に現れ なかっ たとい うよ

うな意味 である ）で、 日常頻 繁に経 験する と思わ れるが 、事例 集等に は収

集される ことは すくな い。  

安 全 の 例 で言え ば、「ヒ ヤリ・ハ ット」事 例に属 するが、この段 階を収 集

分析する ことの 必要性 は大き い（と 、しか しなが ら、こ れが困 難な） こと

は読者が よくご 存じで あろう 。つま り、こ の階層 は、通 常は「 失敗」 とは

見なされ ておら ず、単 なるケ アレス ミスと とらえ られて いるの である 。  

勿 論 、 ケ ア レス ミス でも 、そ れに気 づか ない で放 置し てお けば 、次の 段

階まで「 成長」 する。  

 

中 間 層 の 29 件 は 、手 戻り のため 工期が 多少遅 れたと か、手直し のため 工

費が余分 にかか ったな どいう 事象を 意味す る。中 には、 ミスで はない が、

設計の不 備で、 という ような 事象も ある。  

「 現 場 の 失敗」掲載事 例には この階 層に属 すると 考えら れるも のが多 い。

重 大 な 結 果 を 招 い た 失 敗 ： 1 件  

軽 微 な 結 果 を 招 い た 失 敗 ： 29 件  

結 果 が 大 事 に 至 ら な か っ た 失 敗 ： 30 0 件  
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ミ ス を し て 、手 直し、 手戻り になり 、工期 工費の 増大を 招いた が、対 策を

講じて無 事完成 した、という もので ある。この階 層が問 題で、「 ハイン リッ

ヒの法則 」でも 、この 階層は 災害と なって 現れる とされ ている 。つま り、

何らかの 無視で きない 結果が 現れた のであ る。  

 

最 上 層 の 1 件 は 、 文 字 通り重 大な事 象で、 たとえ ば測量 ミスで 基礎杭 の

位置を誤 り、構 造物の 強度に 重大な 瑕疵を 招いた という ような 例であ る。

この場合 、シー ルド工 事や推 進工事 などで は到達 地点が 違った りする 場合

も含まれ る。  

こ れ ら は 、何ら かの無 視でき ない結 果が現 れたこ とは先 と同様 である が、

重大であ るとの 判断基 準が難 しい。  

明 確 に こ の 段階 に属 する と思 われる （た とえ ば、 それ によ り工 事その も

のが中止 された り、死 亡事故 があっ たりし たとい うよう な）事 例は、「 現場

の失敗」掲 載事例 の範囲 には見 あたら ない。つ まり、「 現場の 失敗」掲 載記

事として 収集さ れた事 例は、 何らか の意味 で「取 り返し のつい た」事 例で

ある。  

 

以 上 の よ うに見 ると、 事例は ほぼ第 2 階 層 に 集 中 してい る。こ れは、 な

ぜそのよ うなミ スが起 きたか を知る と同時 に、ど のよう な方法 で原因 を取

り除いた かを知 ること ができ ること を意味 してい る。  

こ の よ う に 、本 書の 対象 事例 は、技 術者 個人 にと って は大 きな 「失敗 」

と感じら れて記 憶に残 ってい るが、 反省と 自戒に よって 本人は 二度と 繰り

返してい ないと 思われ るもの が多い ように 見受け られる 。  

し か し 、 反 面、 属人 的な 経験 として しか 残ら ない ため に、 同種 の技術 者

集団のな かでは 繰り返 し生起 してい るタイ プの「 (日 常 的 )失 敗 」 で も ある

のだろう 。  

交 通 渋 滞 や ラッ シュ アワ ー時 の体力 消耗 が、 それ 自体 では 個人 的な範 囲

を少し逸 脱して いると しか感 じられ ないが 、経済 全体で は大き な損失 であ

るように 、こう した少 しの「 失敗」 が、技 術者の 技術力 向上の 少なか らぬ

妨げにな ってい るとは いえな いだろ うか。  

ヒ ヤ リ ・ ハ ット 事象 と、 重大 事故に は研 究の 目が 向け られ やす いが、 中

間の事象 である 、本書 の事例 は、こ うして 貴重な ものと なろう 。  
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1 . 3 失敗とは何か  

 

ここまで「失敗 」をカ ッコ付 で使用 してき たのは 、実は 、「失敗 」の定 義

がすんで いなか ったか らであ る。  

と こ ろ で 、こう した用 語（？ ）に定 義がい るのだ ろうか 。自分 が「失 敗」

と感じた ことが すなわ ち「失 敗」な のでは ないだ ろうか 。  

先 の 応 募 を促す 文では 、と くに定 義され てはい ないし 、失 敗とは 、「う ま

くいかな かった こと」 程度に とらえ ておい ても、 さほど 大きな 違いは ない

様である 。  

多 く の 事 例 の中 には 、原 因を 述べ、 対策 を述 べる に急 で、 自然 現象に よ

る事例も 失敗と して記 述して いる事 もある 。もち ろん、 その自 然現象 を事

前に察知 できな かった り、対 処方法 を誤っ たりし た事が 失敗な のであ るか

ら、その こと自 体は正 当であ る。  

し か し 、先 に階層 の検討 で行っ たよう に、「ヒ ヤリ・ハ ット」に 類して い

る部分ま で含め てしま うと、 それが 単純な うっか りミス であっ たのか 、教

訓に値す るミス であっ たのか 、境界 が曖昧 になる おそれ があり そうで ある。 

た と え ば 、 ワー ドプ ロセ ッサ での誤 字を 考え てみ れば 、あ る漢 字を知 っ

ていなが らの入 力時変 換ミス か、あ るいは 全く知 らなく て変換 された 漢字

をそのま ま信じ てしま ったか の区別 は重大 である 。同じ ミスで も、そ うし

た背景が 重要で ある。  

そ こ で 、 失 敗の 定義 を、 畑村 先生の 「失 敗学 」か らお 借り して 、まず 次

のように してみ る。  

 

「 人 間 が 関わ って行 なう ひとつ の行 為が  

は じ め に 定め た目 的を達 成でき ない こと 」  

 

当 然 な が らここ に人間 が出て くる。「 失敗」と は、それ 自体で、人間の 行

為なので ある。  

こ れ を 次 の よう に置 き換 える と、理 解が 進む と思 うの で、 次の ように 変

換してみ る。  

 

「 現 場 技 術者 の行 為によ り  

目 的 物 が 、設 計意 図に反 した結 果と なった こと 」  
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し か し 、 本 書の 現段 階で は、 定義を 与え てそ れに 沿っ た事 例を 収集し た

ものでは ないか ら、仮 の定義 として おく。  

こ れ に よ れ ば、 現場 技術 者の 行為以 外の 原因 で設 計意 図が 実現 されな い

場合は含 まれな い。た とえば 、筆者 の経験 である が、設 計図に 明確な 指示

のあった 官民境 界が、 実際は 設計者 の調査 不足に より正 確では なかっ たた

めに、シ ールド 工事の 線形が 民地に 入り込 み、工 事が一 時不可 能にな った

例がある 。  

こ れ は 、 設計者 の失敗 である 。  

一 方 、 こ れ も筆 者の 経験 であ るが、 設計 図書 の検 討結 果を 再検 討して 、

安全 率 に多 少の 不 安を 感 じな がら も 、Ｆ ＞ 1. 0 で あ っ た た め施 工 して 、 3

面 張 り の 水路を 浮力で 浮き上 がらせ た事が ある。 これな どは、 事前の 検討

の詰めが 甘かっ た例で 、筆者 の失敗 である 。  

 

こ の よ う に 考え ると 、ど こか で人（ 現場 技術 者） が関 わっ てい ること は

当然だが 、設計 施工分 離の中 では、 自ずと 「現場 の失敗 」の範 囲が限 定さ

れてくる と思わ れる。  

従 っ て 、「 失敗 」には 違い ない のだ が、「 現場 の失 敗」 範囲 外の 、設計 の

失敗など は、明 確に設 計者に 帰属す るもの として 扱うの が妥当 であろ う。  

事 例 の 中 に は、 発注 者（ 設計 者）と 協議 した にも かか わら ず、 コミュ ニ

ケーショ ン力不 足によ り施工 者が押 し切ら れて、そ の結果設 計 意 図に 反し

た という場合も 散見す る。  

こ れ ら は 、 コミ ュニ ケー ショ ン力の 大切 さは 教訓 とし て大 いに 参考に な

り、しか も施工 者側と しては 手直し 等、工 期工費 の増大 を招い たので ある

から、「 現場の 失敗」 に属す るとい う考え もでき る。  
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1 . 4 現場技術者の考える「失敗」  

 

「 あ っ て は なら ない「 現場の 失敗」 とその 反省」 を毎回 読まれ ている 読

者のなか には、 少し待 ってほ しいと いう方 もいる のでは ないか 。たく さん

読んでい ると、 この投 稿集の 中には 、実は 失敗し なかっ た例も 含まれ てい

る。失敗 しなか ったと いうよ り、明 確に成 功した 例であ る。  

本 書 は 失 敗 の分 析で ある から 、失敗 しな かっ た例 はそ の対 象か ら省く の

が順当で あろう が、実 は、そ の割合 は約 1 割 に も 上 るの である 。これ では

決して無 視はで きない であろ う。  

前 節 で 「 現 場の 失敗 」を 仮に 定義し たが 、現 場技 術者 の考 える 失敗が 、

こうした （結果 として は成功 した） 事例ま で含ん でいる となる ともう 少し

異なる定 義が必 要なよ うであ る。  

 

現 場 の 技 術 者は 、な ぜ、 失敗 例を投 稿し てほ しい とい う呼 びか けに、 成

功例を投 稿して いるの であろ うか。  

筆 者 も 長 く 現場 での 経験 があ り、し かも 掲載 事例 の多 くは 何ら かの形 で

筆者の経 験した 失敗と 同じよ うな部 分を持 ってい るから 、すこ し想像 して

みよう。  

 

現 場 で 、 担 当技 術者 に最 も要 求され るこ とは 何か 。そ れは 工期 厳守と い

うことで あろう 。  

も ち ろ ん 、会社 からは 原価の 低減を 要求さ れるこ とは間 違いな い。また 、

全工期無 災害も 要求さ れる。 しかし 、当面 の顧客 である 発注者 の最大 の要

求は、設 定され た工期 内の完 成であ る。  

こ の 、 工 期 厳守 とい う要 求が 、いろ いろ なと ころ でひ ずみ を生 んでい る

ことがあ るのだ が、こ こでは それに は触れ ない。安全は ともか く、原価 は、

工期厳守 の前に は二の 次にな ること まであ る。突 貫工事 や「手 抜き工 事」

の言い訳 によく 使われ る事項 が、工 期内完 成であ ること は、読 者であ れば

得心のい くとこ ろであ ろう。  

だ か ら 、 現 場技 術者 の最 大の 失敗は 、工 期内 完成 がで きな かっ たこと で

あると考 えても 過言で はない 。  

そ の よ う に 考え ると 、準 備期 間に何 も問 題が 無く 、い わば フロ ー図が 一

直線で、 戻りの ない場 合が最 も好ま しい事 態であ ろう。  
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だ か ら 、 事 前の 検討 によ って 、工事 が一 直線 に進 まな い事 態、 たとえ ば

地元との 交渉難 航、設 計条件 の現場 不一致 などが 判明し たとす ると、 もう

これだけ で小さ な失敗 と感じ てしま うのか も知れ ない。  

つ ま り 、いろ いろ努 力して その問 題を解 決し 、結果 として は成功 した（ 工

期内完成 遵守が できた ）とい うこと が、投 稿者の 脳裏で は、一 直線に 進ん

だ工事と 比べて みると 、手間 がかか っただ け失敗 であっ たとい う意識 にな

るのでは ないだ ろうか （図 1.3）。  

 

 

 

図 1 .3 手 間がかかれば失敗？  

 

こ れ は 、 ま だ答 えが 出せ る段 階のも ので はな いの で、 ここ では 指摘し て

強調して おくだ けにす るが、 このよ うに自 由記述 では、 分析に 関して 思わ

ぬ方向の アプロ ーチが 可能に なるこ ともあ る。  

設 計 と 現 場 条 件 の 不 一 致  

現 地 交 渉 難 航  な ど  

失敗？  

解 決  

完  成  
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1 . 5 失敗は結果か原因か  

 

と こ ろ で 、 失敗 の定 義が 先の ようだ とす ると 、こ れは 、失 敗が 何かの 結

果である ことを 意味し ている のでは ないか 。  

そ の こ と を少し 考えて みよう 。  

 

通 常 は 、 失 敗が 原因 で何 か当 初の目 的と 異な った 結果 が生 起し た、と 言

うほうが 考えら れてい る。  

何 ら か の 働 きか けを 行い 、ま たは働 きか けを 行わ ない で、 あら かじめ 想

定してい た目的 とは異 なった 事象が 起きた とき、 その事 象を生 んだ「 何ら

かの働き かけを 行い、 または 働きか けを行 わない 」こと が原因 ＝失敗 であ

ったと考 えるの である 。  

失 敗 が 原 因 であ ると 考え ると 、その 結果 を回 復さ せる ため には 失敗を 取

り除けば よいと される 。事例 にも、 目的と 異なっ た結果 を生ん だ事象 に、

どのよう な対策 を施し て当初 の目標 を達成 したか 、いか にして 目的に 添っ

た内容に 軌道修 正のの ち回復 したか を主眼 として 説明す ること に力点 をお

いた文章 が見ら れる。 これは 、失敗 を如何 にして 回復し たか、 という 観点

からのも のであ ろう。  

 

し か し 、 大 切な のは 「な ぜ、 目的と 異な る事 態に なっ たの か」 を考え る

ことであ って、「目的 と異な る事態 をどの ように して目 的に合 致させ たか」

について は、当 面の課 題では ない。 なぜな ら、現 状回復 の方法 は、個 々の

現場条件 によっ て無数 に考え ること が出来 、それ につい ての評 価はま た無

数に考え られる。しかし 、「なぜ、目的と 異なる 事態に なった のか」の 答え

は、その 中には 出てこ ないか らであ る。  

 

視 点 を 変 え て、 仮に 定義 した そのま まを 見て いこ う。 定義 とは 次のよ う

なもので あった 。  

 

「 現 場 技 術者 の行 為によ り  

目 的 物 が 、設 計意 図に反 した結 果と なった こと 」  

 

あ る 仕 事 の プロ セス があ ると する。 これ は、 頭の 中だ けで 考え ること で
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も 、 実 際 の 現場 で測量 などを するこ とでも よい。 要は、 人が何 かに働 きか

けるまた は働き かけな いこと をプロ セスと 表現す る。  

こ れ は 、 図 1 .4 プロセスと要因  のような具合 に図化 出 来 る で あ ろ う 。 

 

 

 

図 1.4 プ ロセスと要因 (１ ) 

 

こ の 図 は 、 何か 前段 階か らの インプ ット があ って 当該 プロ セス が開始 さ

れる。そ のプロ セスに は、内 部要因 だけで なく外 部から のコン トロー ル要

因も働く 。そう して、 後段階 へのア ウトプ ットと なって いく。 そうし たこ

とを表現 してい る。  

 

以 上 の 様 で ある とす ると 、失 敗はど こに 位置 する ので あろ うか 。仮に 失

敗は原因 である とする 立場か らイン プット 部分と 考えて みよう 。  

技 術 者 は 、 失敗 した まま 何か をやり 遂げ るの であ ろう か。 そう ではな い

であろう 。イン プット 部分は プロセ スの外 部であ るから 、まだ 失敗し たと

も失敗し ないと もわか らない はずで ある。  

プ ロ セ ス は 仕事 の過 程で ある から、 これ 全体 が失 敗と いえ るか も知れ な

いが、結 果が出 ていな いから まだわ からな いであ ろう。  

す る と 、 コント ロール 因子が 失敗な のか。  

こ こ で の コ ント ロー ル因 子と は、外 部の 条件 、た とえ ば管 理基 準の遵 守

や、監視 の眼な どを意 味して いる。 コント ロール の失敗 と言う ことも あり

得るが、 それは プロセ ス部分 のこと である 。因子 である からあ くまで も外

部からの 要因で あって 、ここ で言う 失敗で はない 。  

インプット  アウトプット  プロセス  

コントロール因子  
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以 上 の よ う に、 原因 があ って プロセ スが 動き 、そ のプ ロセ スの 結果と し

て失敗が あるの である 。図 1 .5 に 示 す よ う に、 プロセ ス部分 におけ る技

術者の行 為が失 敗を生 むので ある。  

 

 

図 1.5 プ ロセスと要因 (２ ) 

 

こ の よ う に 考え ると 、原 因が 直接失 敗を 生む ので はな いか ら、 何らか の

失敗可能 性をは らんだ 原因で も、コ ントロ ール要 因がう まく働 けば、 結果

としての 失敗は 免れそ うであ ること がいえ る。  

こ の よ う に、「現 場の失 敗」か ら何か 教訓を 得よう とする 場合だ けでな く、

仕事の流 れ全体 を考え ると、失敗は 原因で はなく 結果で あると いう視 点が、

非常に意 味を持 ってく ると思 われる のであ る。  

 

こ こ ま で 、 検討 を行 なわ ずに きたが 、失 敗し た原 因を 考え てい くと、 次

のような 考え方 の判断 をせま られる 。  

た と え ば 測 量ミ スを 例に とれ ば、測 量器 械が 故障 して いた 場合 、故障 自

体を原因 とする のか、 故障を 発見で きなか った注 意不足 を原因 とする のか

である。  

事 例 を 読 ん でい ると 、前 者を 原因、 後者 を反 省点 とし てい るも のが多 い

様である 。  

ま た 、 た と えば シー ルド 工事 中ジャ イロ の座 標値 と坑 内測 量の 結果と が

違ってき たため チェッ クした 例があ る。こ の投稿 者は、 坑内測 量時の 測点

設置の不 適が原 因であ るとし ている 。なぜ 不適に なった かには 言及し てい

ない。  

原 因  失  敗  プロセス  

コントロール因子  
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こ れ は 、 推 測す るに 、先 の例 と同じ 考え 、つ まり 不適 に設 置し た人間 の

側の行為 は反省 点で、 原因は 不適に 設置さ れた測 点にあ る、と の判断 であ

ろうと考 えられ る。  

ど ち ら を 本書で 言う原 因とす べきで あろう か。  

一 見 す る と 、不 注意 とす るよ りは具 体的 であ るか らか 故障 の方 、つま り

先の例で の前者 の判断 を行な う方が 多いよ うであ る。  

こ れ は 、原因 を後者 と考え ると、いつの 場合で もそれ にたず さわっ た「 人」

の方に原 因があ ること になり 、自分 が悪い という 善悪の 評価に なりや すい

ためでは ないか と思わ れる。人は、失 敗した 場合は 自分以 外に原 因を求 め、

成功した 場合は 自分に 原因を 求める 傾向が あると 言われ る。  

 

し か し 、もう 一度失 敗の定 義に戻 ってい ただく と、「 現 場技 術者 の行為 に

よ り、目 的物が、 設計 意図に 反し た結果 とな ったこ と」 であった。あくま

でも失敗 は人間 の側に 原因が あるの である 。（ これが 、人 間が機 械では ない

証拠であ る。）  

こ こ が 、 事故の 原因と は少し 違うと ころで ある。  

一 言 で 言 っ てし まえ ば、 事故 は、被 災者 が主 体的 に関 わら ない 場合（ 巻

き添えな ど）でも 起きる が、「現 場の失 敗」は、現 場の技 術者が 主体的 に関

わる（こ れには 関わら ない事 も含む ）とこ ろで起 きる。 その関 わり方 に原

因がある のであ る。  

こ の あ た り の議 論は 複雑 にな りそう なの で、 とに かく 本書 では 、たと え

投稿者が 事例の 中で他 に原因 を求め ても、 たとえ ば、設 計不良 に原因 があ

ると言っ ていて も、そ れを（ 発注者 なり現 場の状 況なり に押し 切られ て）

実行して しまっ た「現 場の技 術者」 側にあ ると考 える。  

こ れ は 、 何 も責 任追 及の ため にして いる ので はな い。 そう では 無くて 、

行為が合 目的的 であっ たかど うかだ けを判 断する ために 行なう のであ るか

ら、誤解 の無い ように 願いた い。  
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1 . 6 失敗に至るストーリー  

 

繰り返し て強調 するが 、本書 の対象 とする 「現場 の失敗 」事例 集が貴 重

な理由は 、ある 失敗へ と至っ た経緯 が、た とえ記 述自体 が簡単 であっ ても

当事者の 視点で 記述さ れてい ること にある 。  

な ぜ 失 敗 してし まった かを書 くこと は、非 常な勇 気の必 要なこ とであ る。

なぜなら 、それ は一種 の言い 訳のよ うな印 象を与 えかね ないか らであ る。  

読 者 も 多 かれ少 なかれ 体験し ている と思う が、何 か失敗 した場 合、そ の

失敗に至 った経 緯を検 討する 前に、 原状回 復が絶 対的に 求めら れる。 そし

て、失敗 の原因 は失敗 した個 人の責 めに帰 して終 わるこ とが多 い。  

こ の こ と は安全 管理上 、品質 管理上 の問題 にひき つけて 考えて みると 、

得心がい くであ ろう。  

 

あ る 人 が 足場か ら転落 したと する。  

親 綱 そ の 他の安 全設備 がある にもか かわら ず、そ の人は 安全帯 不使用 で

あった。 このと き、事 故報告 書には どのよ うに表 現され るか。 その人 の規

則不遵守 （失敗 ）が原 因であ るとさ れて、 その作 業には 安全設 備のほ うが

不適切（ 設置位 置など ）であ ったこ とは、 追及さ れる事 は少な い。当 事者

の「指示 された 作業は 、安全 帯を使 用して いては できな かった 」とい う訴

えは、規 則不遵 守（失 敗）と いう「 原因」 の前で は言い 訳にも ならな いで

あろう。  

設 置 し て あるも のをな ぜ使わ なかっ たか、 という 追求の 前には 、使わ な

かったと いう行 為を行 った者 は答え るすべ がない 。  

 

も う ひ と つ、建 設業に 特有の ケース がある 。  

発 注 者 に 変更を 進言し 協議し たが承 諾を得 られず 、現設 計のま ま施工 し

て失敗し たとす る。それが 重大事 故に結 びつき でもし ない限 り、「設計 がよ

くない」という 失敗者 の訴え は隠れ、「施工 がよく ない」に落ち 着くの では

ないか。  

 

こ の よ う に、失 敗に至 る過程 をひと つのス トーリ ーとし て見て くると 、

当事者の 「言い 訳」の ほうに より貴 重な情 報を含 んでい ること がおわ かり

いただけ るので はない だろう か。  



 

 20 

 

 

 

図 1.6 失 敗ストーリーのモデル  

 

こ れ ら を モ デル 化する と、図 1.6 の よ う に 考 えら れる。 つまり 、重要 な

ことは「 要因」 と書か れた方 であっ て、こ れがプ ロセス を失敗 に導く 原動

力となっ ている と考え られる のであ る。  

だ か ら 、 アウト プット ＝結果 である 失敗の 内容だ けをい くら調 べても 、

なぜそう なった かの理 解は皮 相なも のにし かなら ないの である 。  

 

し か し な がら、 現状で は、失 敗に至 る状況 を分析 して、 次に起 こるで あ

ろう失敗 を事前 に予測 ・予防 したり するこ とより も、結 果とし ての失 敗と

その回復 対策を 急ぐあ まり、 失敗し た人間 の非難 に多く の力が 割かれ てい

るように 思われ る。  

 

ど ん な に 優秀で 力量を 備えた 人間で も最悪 の失敗 をする 可能性 はある 。

失敗は、 上で見 たよう に、あ るスト ーリー を持っ て徐々 に生起 して来 るも

のである から、 どこか に、戻 れない 時点が あった と予想 される 。それ が、

失 敗 に 至 る ス ト ー リ ー  

イ ン プ ッ ト 事 項  

プ ロ セ ス ２  

プ ロ セ ス １  

要 因 そ の １  

要 因 そ の ２  

要 因 そ の ３  

ア ウ ト プ ッ ト （ 失  敗 ）  
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個 人 の 力 量 に関 するも のなの か、そ れ以外 のもの なのか は、結 果だけ を見

ていたの ではわ からな い。  

極 端 に 言 えば、 何もし なけれ ば失敗 もしな い。だ から、 結果と しての 失

敗をした 人間だ けを責 める事 は、当 事者以 外の人 の感情 の満足 は得ら れて

も、将来 の予防 には何 の役に も立た ない。  

む し ろ 、当事 者の意 見の表 出に隠 れがち になる“ 失敗に 至るス トーリ ー”

を拾い上 げる事 こそが 将来の 為の重 要な情 報源と なるの ではな いかと 、思

われるの である 。  

 

以 上 の よ うな見 通しの うえに 立って 、次項 からは 具体的 な事例 を見て い

こうと思 う。  

科 学 的 な 作業の 基本で あるが 、ある 仮説を 想起し ておか ないと 、事象 を

いくら集 めても 、そこ から何 かを見 出すこ とは困 難であ る。同 じよう に、

事例をい くら多 く収集 しても 、失敗 原因は 見えて こない のであ る。  
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1 . 7 事例の層別  

 

事 例 に 入 る 前に 少し 概念 的な ことを 述べ すぎ たと 思わ れる から 、ここ か

らは具体 的な事 例を見 ていく ことに する。  

 

品 質 管 理 に は「 層別 」と いう 方法が あり 、先 にも 述べ たよ うに すべて は

「層別」 から始 まるな どと言 うが、 本書の 場合も この考 え方を 取り入 れて

みようと 思う。  

 

ま ず 、 層 別とは 何かを おさら いして おこう 。  

層 別 と は 、 多く のデ ータ の持 つ特徴 を検 討し て、 いく つか のグ ループ に

分けるこ とを言 う。  

デ ー タ の 特徴と は、デ ータが とられ た履歴 を意味 する。  

た と え ば 、 いつ 、誰 が、 どこ で、ど のよ うな 方法 で採 取し たか などを ま

とめたも のを言 う。  

層 別 は う ま く行 なえ ば、 鮮明 にデー タ群 の情 報が 得ら れる が、 何を知 り

たいか（ 目的） との関 連をよ く検討 しない と、か えって 誤った 情報を 得る

こととな ること もある 。  

本 書 の 場 合 、失 敗原 因か ら学 ぶ事が 目的 であ るか ら、 まず 、原 因での 層

別が考え られる であろ う。  

し か し 、 前 項ま での 様な 考え 方＝仮 説（ 失敗 に至 るス トー リー が重要 ）

に立って 「現場 の失敗 」事例 を詳し く読む と、浮 かび上 がって くる失 敗に

至るスト ーリー は、大 別して ５つの パター ンに分 けられ るよう である 。  

そ こ で 、「 結果と して失 敗に至 った」経緯を 、スト ーリー として 場合わ け

（層別） するこ とを、 まず行 なう事 とする 。  



 

 23 

1 . 8 失敗ストーリーのパターン  

 

1.8.1 パ タ ー ン Ⅰ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.7  パ ターンⅠのストーリー  

 

パ タ ー ン Ⅰ は、図 1 .7 に 示 す よ う に 、問題 点が事 前にわ かって いたし 、

経験もあ ったの だが、 特段の 理由な しに調 査検討 を怠っ たため 失敗に 至っ

たケース である 。  

こ の 特 徴 は、「 安易に 考えた 」理由 がはっ きりし ないこ とであ る。  

「 な ん と なく」 とか「 うまく やれる だろう 」など ととい う「思 い込み 」

が、よく 調査し たり、 検討し たりす ること を省い た理由 である 。  

こ の 場 合 、「調査・検討」だ けでな く、途中 のチェ ックも 省いて いる事 が

ある。  

経 験 が あ ったの で、同 じよう にやれ ばよい と思い 込んだ 場合が 多く、 事

象が起き てから は、比 較的早 く失敗 を回復 してい る。  

パターン Ⅰ  

問 題 点 が 事 前 に わ か っ て い た  

調 査 ・ 検 討 し な か っ た  

安 易 に 考 え た  

経 験 が あ っ た  

確 固 と し た 理 由 な く  

そ の 他  

失  敗  
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1.8.2 パ タ ー ン Ⅱ  

 

 

 

図 1.8 パ ターンⅡのストーリー  

 

パ タ ー ン Ⅱ は、検 討時間 がなか ったこ となど を理由 として、 経験が あっ

たために 問題点 が事前 にわか ってい ないに もかか わらず 安易に 考えて 実施

した結果 失敗し たもの である 。  

こ の 特 徴 は、何ら かの理 由で事 前の調 査・検 討をし なかっ たため、 問題

点を見逃 してい たこと である 。  

安 易 に 考 えたこ とはパ ターン Ⅰと同 様だが 、事 前にわ かって いて見 逃し

たことと は異な るので 別パタ ーンと して分 類出来 る。  

こ の 場 合 は、プロ セスの 途中で 問題点 が出て くるた め、解決 にかな り時

間を要し たり、 結果と して損 害が大 きくな ってし まった りした パター ンが

ある。つ まりず るずる と事態 を引き ずって しまう のであ る。  

パ タ ー ン Ⅱ  

問 題 点 が 事 前 に わ か っ て い な か っ た  

安 易 に 考 え た  

調 査 ・ 検 討 し な か っ た  

検 討 時 間 が な か っ た  

経 験 が あ っ た  

失  敗  
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1.8.3 パ タ ー ン Ⅲ  

 

図 1.9 パ ターンⅢのストーリー  

 

パ タ ー ン Ⅲ は、 経験や 知識が 無いに もかか わらず 、手順 を省き 、調査 検

討をせず 、問題 点の把 握もし なかっ たため 失敗し たケー スであ る。  

は じ め て 担当す る場合 や、自 分の熟 知して いる場 所を離 れての 施工の よ

うな場合 が投稿 されて いる。 この場 合、新 人時代 や比較 的経験 の浅い 時期

の失敗が 多い。  

し か し な がら、 こうし た場合 こそ慎 重な調 査検討 が必要 とされ るはず で

あるのに 、何故 行わな かった かとい う、根 本的な 疑問が 残る。 この疑 問を

解く鍵も また事 例を投 稿した 本人の 語るス トーリ ーの中 にある 。  

パ タ ー ン Ⅲ  

問 題 点 が 事 前 に わ か っ て い な か っ た  

間 違 え た  

調 査 ・ 検 討 し な か っ た  

経 験 ・ 知 識 が な か っ た  

手 順 を 省 い た  

失  敗  

気 が 付 か な か っ た  
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1.8.4 パ タ ー ン Ⅳ  

 

図 1.1 0 パ ターンⅣのストーリー  

 

パ タ ー ン Ⅳ は、 スト ーリ ーと しては パタ ーン Ⅲに 似て いる が、 重大な 違

いは、経 験・知 識が豊 富なベ テラン 技術者 が、そ の経験 ・知識 のため に、

調査検討 を怠っ たこと による 失敗で ある点 である 。  

こ の 場 合 、 手順 を知 らな くて 省いた ので はな く、 知っ てい るの にいわ ば

確信的に 省いた のであ る。  

よ く 知 っ て いる から 、こ の部 分は省 いて も大 丈夫 だろ うと した 、まさ に

その部分 がコン トロー ル要因 として 働き、 失敗へ の道を 開いた パター ンな

のである 。  

  

パ タ ー ン Ⅳ  

問 題 点 が 事 前 に わ か っ て い な か っ た  

間 違 え た  

調 査 ・ 検 討 し な か っ た  

経 験 ・ 知 識 が あ っ た  

手 順 を 省 い た  

失  敗  

気 が 付 か な か っ た  
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1.8.5 パ タ ー ン Ⅴ  

 

パ タ ー ン Ⅴ は、 以上の ストー リーに 含まれ ないも のであ る。い わば少 な

い事例を ひとま とめに して「 その他 」とし てくく るやり 方の内 容であ るか

ら、性質 の異な る事例 も入っ ている 。  

 

特 徴 的 な 事例の うちひ とつは 、よく 事前に 調査し て対策 を施し 、結果 と

して成功 したと いう、 失敗内 容がど こにも 出てこ ない例 である 。  

こ れ は 、 もとも との問 いがオ ープン クエス ション 形式で あるか らやむ を

得ないの であろ うか 。投稿 された ものは 必ず掲 載する ので、「こ れは失 敗例

ではない ので掲 載しな い」と いう方 針はと ってい ないた め、よ く読ん でみ

ると成功 例が入 ってい るので あると 思われ る。  

お そ ら く 、投稿 者の脳 裏には 、失敗 の可能 性がか なり高 かった 場合を ど

のように 回避し たかと いう、 教訓の ほうが 強くあ ったの であろ う。  

失 敗 原 因 の分析 である から、 成功例 は省い ても良 いかも 知れな いが、 な

ぜ成功し たかも 逆の参 考事例 になる であろ うと予 想され るから パター ンⅤ

として分 類して おく。  

 

も う 一 つ 、発注 者の無 理難題 （と、 投稿者 が主張 する） によっ て起き た

失敗事例 もパタ ーンⅤ に含ま れる。 片方の 言い分 だけで は、本 当に無 理難

題であっ たかど うか判 然とし ないが 、これ は、広 い視野 で見れ ばコミ ュニ

ケーショ ンの問 題であ ると思 われる ので、 省くこ とはし なかっ た。  

 

そ の 他 、 未知の 事象、 原因の わから ない事 象など もこの パター ンに入 れ

ておいた 。これ も結構 あるの である 。  

 

要 す る に パター ンⅤの ストー リーは 、個々 の技術 者に係 わる事 項だけ で

はない、 もう少 し広が りのあ る要因 も含ん でいる のであ る。  

 

こ の よ う に、収 集した 期間の 事例は 全てど こかの パター ンに入 れてみ て

ある。  
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第 2章  事例の要約  

 

2 . 1 要約の方法  

 

以 下 で は 、 これ から分 析する 事例を 要約し て掲載 する。  

な ぜ 要 約 を する のか とい うと 、元の 原稿 は何 度も 強調 する よう に、自 由

記述にな ってい るから である 。  

こ の 投 稿 事 例は 自由 記述 が最 大の特 徴で あり 、ま た貴 重な ゆえ んであ る

が、その ままで は比較 や集計 に少し 不便で ある。 すべて の事例 を層別 し、

パターン 化する ために は、構 成内容 が同じ になっ ている ことが 望まし い。  

ま た 、 デ ータは よく加 工され てこそ 利用価 値が高 まるも のであ るから 、

ここで一 度簡単 にまと める作 業をし ておく のであ る。  

元 の 原 稿 には、 図や写 真があ って大 いに理 解を助 けてい るが、 ここで は

比較検討 を容易 にする ため、 自由記 述式の 文面も 含めて 一定の 構成に 沿っ

て内容を 要約し ている 。  

す な わ ち 、記述 中から 「事象 」、「背 景」、「 原因」、「経過 」、「対 処」、「 総

括」の要 素を洗 い出し 、簡潔 に整理 するこ とを試 みてい る。  

 

た だ し 、 中には 、投稿 者にと って強 調した い部分 に記述 が偏り 、いく つ

かの要素 の詳細 が省略 されて いる文 もある 。しか し、投 稿者に とって 強調

したい点 のみを 述べ、 詳細な 点は省 略され ている 事もま た、自 由記述 の特

徴なので 貴重で ある。  

そ こ で 、 そ れが 著し い場 合は 、筆者 が経 験し た類 似の 状況 によ り類推 し

て、「おそ らくこ のよう であっ たであ ろう」ことを 補うこ とにし たので 、そ

の旨の補 記をし ている 。  

こ の 補 記 が、元 データ の改ざ ん・及 び意図 的な編 集とな っては いけな い

ので、筆 者によ る補記 部分、記述が 明示的 にはな かった 項目に ついて は【】

でくくっ てわか るよう にして いる。 また筆 者の印 象、推 測など は《》 内に

書き添え ている 。  

ま た 、「 原因 」の記 述が欠 落して いる事 例もあ り、その場 合も同 様に筆 者

が推測で 補記を してい るが、 必ずし も投稿 者の考 えと一 致して いると は限

らない。  

ま た 、多 少批判 めいた ニュア ンスの コメン トとな ってい る場合 もある が、
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決 し て 個 人 の責 任の追 及をし ている のでは ないこ とは、 最後ま で読ん でい

ただけれ ばおわ かりに なる通 りであ るから 、ご寛 容賜り たい。  

 

表 2.1 は 、 前 項 の パタ ーンの 特徴を 要約し たもの であっ て、要 約の最 後

に「パタ ーン」 として 記して おく。  

 

表 2.1 各 パターンの特徴  

 
パ タ ー ン  Ⅰ  Ⅱ  Ⅲ  Ⅳ  Ⅴ  

特  徴  

問 題 点 等 が

事 前 に わ か

っ て い た の

に 解 決 手 段

を と ら な か

っ た 。  

同 種 工 事 に

経 験 が あ っ

た た め 調 査

検 討 を せ ず

今 回 の 問 題

点 が わ か ら

な か っ た 。  

同 種 工 事 に

経 験 が な か

っ た の に 調

査 検 討 を せ

ず 問 題 点 が

わ か ら な か

っ た 。  

同 種 工 事 に

豊 富 な 経 験

が あ っ た た

め 調 査 検 討

を せ ず し か

も 安 易 に 手

順 を 省 い た 。 

未 知 の 事 象  
発 注 者 と の
協 議 に 問 題  
事 前 の 調 査
検 討 で 成 功  
そ の 他  
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2 . 2 現場の失敗事例要約  

 

要 約 の 事 例 番号 あとの（ Ｖ－ 10）等 は 、「 ＪＣＭ マンス リーレ ポート」掲

載時の番 号であ る。要 約した のは 2003 年 3 月 号 か ら 2005 年 2 月 号 ま で で

ある。  

 

事 例 １ （ Ⅴ -10）  

項 目  下 水 道 工 事  

事 象  盛 土 部 分 の 管 路 が 沈 下 し た  

背 景  管 路 法 線 上 に 盛 土 部 と 地 山 が 混 在 し て い る  
原 因  盛 土 部 沈 下 が 収 ま る 前 に 施 工 し た   

経 過  施 工 後 す ぐ に 発 注 者 に よ る 確 認 を 行 っ た 【 結 果 不 明 】  

対 処  次 の 工 事 で は 許 容 値 内 で 管 底 を 上 げ 超 し た 施 工 を 行 っ た  

総 括  

上 げ 越 し よ り 、 設 計 通 り の 施 工 が 望 ま し い  
発 注 者 は 、 施 工 順 序 を 考 え た 発 注 を し て も ら い た い  
《 沈 下 は 予 想 さ れ て い た が 、 工 期 の 関 係 か ら や む を 得 な か っ た と
い う 気 持 ち が 表 れ て い る 。 一 概 に 現 場 の 失 敗 と は 言 い 切 れ な い 。》 

パ タ ー ン Ⅴ  

 

事例２（ Ⅴ -11）  

項 目  水 道 管 敷 設 替 え  

事 象  掘 削 断 面 ３ カ 所 で 湧 水 、 ウ エ ル ポ イ ン ト も 効 果 な し  
背 景  土 質 資 料 （ 柱 状 図 ） が 4 0 0ｍ 離 れ た 地 点 の も の で あ っ た  

原 因  予 想 し な が ら 着 工 し た  

経 過  予 想 を 超 え る 湧 水 で 工 程 、 原 価 の オ ー バ ー  
対 処  ウ エ ル ポ イ ン ト 増 設  

総 括  

発 注 者 立 会 い で 土 質 資 料 が ジ ャ ス ト ポ イ ン ト で は な い と 解 っ て い
た  
地 元 住 民 の 情 報 で 地 形 上 湧 水 が 多 い こ と は 予 想 し て い た  
着 工 前 の チ ェ ッ ク で 事 前 に 手 を 打 て ば 良 か っ た  

パ タ ー ン Ⅰ  

 

事例３（ Ⅴ -12）  

項 目  既 設 擁 壁 足 下 工 事  

事 象  既 設 擁 壁 足 下 を 掘 削 し た ま ま 一 晩 放 置 し た と こ ろ 崩 壊 し た  

背 景  生 活 排 水 に よ る 擁 壁 足 下 土 砂 の 洗 い 出 さ れ  

原 因  
時 間 外 作 業 回 避 の た め 、 掘 削 箇 所 に 捨 て コ ン ク リ ー ト を 打 設 し な
っ た  

経 過  
昼 は 留 守 で 生 活 排 水 が 流 れ て い な か っ た が 、 夜 間 は 生 活 し て い る
こ と ま で は 、 考 え が 及 ば な か っ た  

対 処  【 記 述 な し 】《 復 旧 工 以 外 に は 考 え ら れ な い 》  

総 括  
危 険 の 予 知 が 不 十 分 で あ っ た  
《 時 間 外 作 業 に よ る 出 費 を お そ れ る あ ま り 、 想 定 で き る 危 険 度 の
比 較 判 断 ミ ス 》  

パ タ ー ン Ⅲ  
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事例４（ Ⅴ -13- 1）  

項 目  掘 削 法 面  
事 象  軟 弱 地 盤 開 削 で 設 計 通 り の 勾 配 を と り 崩 壊  

背 景  安 全 勾 配 で は 民 地 内 掘 削 と な る  

原 因  掘 削 勾 配 の 事 前 検 討 な し  
経 過  休 憩 時 間 中 の 崩 壊 で あ っ た た め 人 的 被 害 な し  

対 処  掘 削 勾 配 の 変 更  

総 括  

民 地 使 用 の 承 諾 を 考 え な か っ た  
事 前 に 勾 配 を 検 討 し 、 安 全 勾 配 で は な い こ と を 発 注 者 に 訴 え 、 民
地 使 用 の 協 議 を 行 な う べ き で あ っ た  
《 民 地 使 用 の 承 諾 を 請 負 者 が 行 な う こ と の 煩 雑 さ は 理 解 で き る 。
し か し 、 設 計 通 り の 勾 配 で 崩 壊 し た と い う の は 、 設 計 時 の 検 討 が
行 わ れ て い な か っ た の か も 知 れ な い 。 あ る い は 、 意 地 悪 く 考 え れ
ば 、 設 計 者 も 民 地 の 件 に 気 が つ い て 、 そ の 処 理 を 厭 い 、 請 負 者 に
後 送 り し た の か も 知 れ な い 》  

パ タ ー ン Ⅱ  

※  本 例 に は 2 ケ ー ス 記 述 が あ る の で 、 分 離 し た 。  

 

事例５（ Ⅴ -13- 2）  

項 目  発 生 土 埋 戻 し  
事 象  発 生 土 保 管 が 悪 く 含 水 比 が 変 わ り 転 圧 不 可 能  

背 景  発 生 土 埋 戻 し 設 計 な の で 「 安 易 」 に 考 え た  

原 因  発 生 土 を 山 積 み の ま ま 保 管 、 水 切 り せ ず  
経 過  最 終 層 ま で き て 転 圧 が 不 能 に な っ た  

対 処  や り 直 し  

総 括  

問 題 を 広 い 視 点 で 考 え 検 討 す る 態 度 が 無 か っ た  
《 発 生 土 使 用 だ か ら と 、 後 工 程 の 埋 戻 し 土 と し て の 性 状 の 検 討 ま
で は し な か っ た の は 、 百 歩 ゆ ず れ ば 理 解 で き る 。 し か し 、 埋 戻 し
最 終 層 ま で こ な け れ ば そ れ が わ か ら な か っ た わ け で は な い と 思
う 。 気 が つ い た と き 即 座 に 止 め る 判 断 の 困 難 さ は 、 登 山 だ け で は
な い 。 最 終 層 に な り 転 圧 不 能 に な っ て 初 め て 気 が つ い た の で あ れ
ば 過 程 の チ ェ ッ ク が 不 足 し て い た こ と に な る 》  

パ タ ー ン Ⅰ  

 

 

事例６（ Ⅴ -14）  

項 目  マ ン ホ ー ル 設 置  

事 象  施 工 し た 組 立 て マ ン ホ ー ル の 高 さ が 設 計 と 合 わ な い  

背 景  入 社 2 年 目 下 水 道 工 事 は 初 め て  
原 因  図 面 と 製 品 の 照 合 不 足 、 図 面 の 読 み 込 み 不 足  

経 過  計 算 チ ェ ッ ク を 繰 り 返 し た が 気 が つ か な い  

対 処  【 記 述 な し 】《 や り 直 し 以 外 に は 考 え ら れ な い 》  

総 括  

経 験 不 足 、 チ ェ ッ ク 不 足 で 測 量 ミ ス を 誘 発  
何 度 も 確 認 す る  
《 先 に 現 物 を 見 れ ば 即 座 に 理 解 で き た と 思 う が 、 未 経 験 者 が 初 め
て 使 用 す る 資 材 で は 往 々 に し て 起 こ り が ち で あ ろ う か 。 し か し 、
背 景 に は 、 社 員 教 育 が 現 場 任 せ で あ る よ う な 印 象 も あ る 》  

パ タ ー ン Ⅲ  
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事例７（ Ⅴ -15）  

項 目  写 真 撮 影  
事 象  写 真 撮 影 時 に ス タ ッ フ の 向 き を 間 違 え る  

背 景  経 験 な し  

原 因  ス タ ッ フ を あ て が う 意 味 を 理 解 し て い な い  
経 過  【 記 述 な し 。 や り 直 し 、 ま た は 写 真 そ の も の が 無 し 】  

対 処  【 記 述 な し 】  

総 括  

上 司 指 示 の 意 味 を 解 る ま で 聞 く  
《 写 真 撮 影 に つ い て の 教 育 は 現 場 で は ほ と ん ど 行 わ れ て い な い の
で は な い だ ろ う か 。 こ れ も 、 前 例 と 同 じ く 社 員 教 育 の 不 足 し て い
る 例 で は な い か 》  
《 以 前 の 銀 塩 写 真 と 、 今 の デ ジ タ ル 写 真 で は 、 気 が つ く 時 期 が 違
っ て い る と 思 う が 、 ど の 時 点 で 気 が つ い た の か 。》  

パ タ ー ン Ⅲ  

 

事例８（ Ⅴ -16）  

項 目  ト ン ネ ル 工 事  

事 象  設 計 へ の 調 査 の 無 反 映 、 問 題 解 決 の 先 送 り 、 発 注 者 の 他 人 事 態 度  

背 景  打 合 わ せ 後 2 5 ヶ 月 協 議 を 継 続  

原 因  
【 記 述 な し 】《 発 注 者 、 設 計 コ ン サ ル タ ン ト の 怠 慢 、あ る い は 判 断
力 無 し 》  

経 過  残 工 期 3 ヶ 月 時 点 で の 最 終 案 決 定  

対 処  分 割 施 工 で の 並 行 作 業 、 早 出 残 業 、 機 械 の 能 力 ア ッ プ  

総 括  

本 例 の 現 場 の 失 敗 は 業 者 の 責 任 で は な い 。 発 注 者 監 督 員 の 知 識 が
不 足 。 有 識 者 委 員 会 機 能 せ ず 。  
《 い つ 頃 の 事 例 か 判 然 と は し て い な い が 、 2 5 ヶ 月 間 放 置 す る と は
尋 常 で は な い 。 投 稿 者 の 協 議 の 方 法 は ど の よ う で あ っ た か 、 い っ
た ん 中 断 し て も 結 果 を 急 ぐ べ き で は な か っ た か 。 し か し 、 多 く の
事 例 で わ か る と お り 、 建 設 工 事 の 最 重 要 課 題 は 工 期 内 竣 工 で あ る
と い う 概 念 が 発 注 者 、 請 負 者 双 方 に い ま だ に あ る 。 現 に 本 例 で も
早 出 残 業 を 行 っ て い る 。甲 乙 対 等 は い つ に な っ た ら 実 現 す る の か 》 
《 有 識 者 委 員 会 の 機 能 し な か っ た 原 因 は 何 か は っ き り し な い 。 投
稿 者 は 、 怒 り に ま か せ て 発 注 者 側 を 非 難 さ れ て い る が 、 こ う し た
場 合 ほ ど 、 そ の 理 由 が 知 り た い も の で あ る 》  

パ タ ー ン Ⅴ  

 

事例９（ Ⅴ -17）  

項 目  舗 装 工 事  

事 象  冬 期 舗 装 工 事 で の 路 面 ク ラ ッ ク 発 生  
背 景  低 温 下 で の 舗 設 。 開 始 時 間 午 後 。  

原 因  舗 設 時 の 転 圧 で 、 交 通 開 放 を 急 ぐ た め 表 面 温 度 を 急 速 低 下 さ せ た  

経 過  竣 工 時 期 に な り 発 生 に 気 が つ く  
対 処  舗 装 表 面 の 補 修  

総 括  

交 通 開 放 時 間 ま で に 余 裕 を 持 っ た 施 工 を す る  
《 舗 装 工 事 の み で の 施 工 時 期 最 適 選 定 は 難 し い 問 題 で あ ろ う 。 同
様 に 、 複 数 工 種 が 混 在 し て の 工 事 で は 、 そ の 調 整 が 困 難 で あ る 。
失 敗 回 避 対 策 と し て 、 投 稿 者 は 交 通 開 放 時 間 ま で に 余 裕 を 持 っ た
施 工 を す る 、 と し て い る が 、 問 題 の 所 在 は 、 そ れ が 出 来 な か っ た
と こ ろ に あ る の で は な い か 》  

パ タ ー ン Ⅱ  
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事例 10（ Ⅴ - 18）  

項 目  推 進 工 事  
事 象  暗 渠 基 礎 杭 （ 推 定 ） が 障 害 で 推 進 不 可 能  

背 景  設 計 図 に な い 暗 渠 及 び 基 礎 杭 が 存 在  

原 因  調 査 不 足 に よ る 見 落 と し  
経 過  開 削 で は 影 響 が 大 き い の で 鋼 管 削 進 を 採 用  

対 処  ケ ー シ ン グ 立 坑 新 設 に よ る 鋼 管 推 進  

総 括  

設 計 図 に は な か っ た が 地 元 の 住 民 か ら は 情 報 が 得 ら れ た  
《 事 前 の あ い さ つ 回 り な ど で 、 施 工 箇 所 の 過 去 の 状 況 を 話 題 に す
る と 、 思 い が け な い 情 報 が 得 ら れ る こ と が あ る 。 ま た 、 現 地 を よ
く 調 査 し な い で の 設 計 が 最 近 多 く な っ て い る よ う な 印 象 を 受 け
る 。 さ ら に 地 方 の 小 規 模 現 場 で は 設 計 者 が 、 ほ と ん ど 現 場 に 来 な
い と い う 話 を よ く 聞 く 。 こ の 例 の よ う に 、 何 か 構 造 物 が あ っ た な
ら そ の 基 礎 に 思 い を 及 ば せ る の は 、 そ れ ほ ど 困 難 な こ と で は な い
で あ ろ う が 、 ど う か 》  

パ タ ー ン Ⅱ  

 

事例 11（ Ⅵ - 1）  

項 目  発 電 所 明 か り 工 事  

事 象  見 通 し の 甘 さ で 原 価 割 れ  

背 景  勉 強 の つ も り で が ん ば ろ う と い う 安 易 な 気 持 ち  
原 因  工 程 管 理 、 安 全 管 理 を 進 め る ほ ど 原 価 管 理 が 甘 く な る  

経 過  変 更 を お 願 い す る が う ま く い か な い  

対 処  い ろ い ろ な 努 力  

総 括  

工 事 の 難 易 度 を 考 え た 設 計 、 設 計 変 更 へ の ス ム ー ズ な 対 処 を し て
ほ し い  
《「 が ん ば ろ う 」 だ け で は 解 決 し な い 場 合 が あ る こ と を 、 リ ス ク マ
ネ ジ メ ン ト が 教 え て い る 。「 楽 観 主 義 的 バ イ ア ス 」 が 働 い て い る 。》 
《 な ぜ 設 計 変 更 手 続 き が 遅 く 感 じ る か 。 着 工 以 前 の 提 案 で は な い
か ら 、 悪 く 言 え ば 「 行 き 当 た り ば っ た り 」 よ く 言 っ て も 「 起 き て
し ま っ た こ と は 仕 方 が な い か ら 、 何 と か し て ほ し い 」 の 感 じ が す
る か ら 、 相 手 の 対 応 も そ の よ う に な る の で は な い か 。 も っ と 言 え
ば 設 計 変 更 は 「 お 願 い 」 す る も の で は な く 主 張 す る も の な の で は
な い だ ろ う か 》  

パ タ ー ン Ⅱ  

 

事例 12（ Ⅵ - 2）  

項 目  ほ 場 整 備 工 事  

事 象  道 路 盛 土 の 仕 上 が り 不 十 分  
背 景  施 工 順 序 の 不 適  

原 因  天 候 不 順 期 施 工 に よ る 盛 土 の 軟 弱 化  

経 過  道 路 施 工 箇 所 を 重 機 械 が 先 に 運 行  
対 処  【 記 述 無 し 】  

総 括  

天 候 を 考 え た 施 工 順 序 が 必 要  
《 事 例 １ と 同 じ で 、発 注 者 側 の 都 合 に よ る 着 工 順 序 か 。 そ れ と も 、
施 工 計 画 時 の 検 討 不 足 か 判 然 と し な い が 、 投 稿 者 の 文 章 に 嘆 き が
感 じ ら れ る か ら 前 者 と し て 解 釈 し た 》  

パ タ ー ン Ⅴ  
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事例 13（ Ⅵ - 3）  

項 目  道 路 側 溝  
事 象  側 溝 に 水 が た ま る  

背 景  
溝 底 仕 上 げ で 「 ち ょ っ と ぐ ら い だ い じ ょ う ぶ だ ろ う 」 と 考 え た  
手 が 届 き に く く 、 仕 上 げ に 苦 労 し た  

原 因  溝 底 仕 上 げ の 微 少 誤 差  
経 過  設 計 値 と の 微 少 誤 差 を 放 置  

対 処  【 記 述 無 し 】  

総 括  

工 事 す べ て に 「 ち ょ っ と ぐ ら い だ い じ ょ う ぶ だ ろ う 」 で は い け な
い  
《 全 く そ の 通 り 。 し か し 、 そ う 考 え た 根 拠 が 、 ほ と ん ど す べ て の
事 例 に は 書 か れ て い な い 。 な ぜ か 、「 だ い じ ょ う ぶ だ ろ う 」と 考 え
た も の は 、だ い じ ょ う ぶ で な く な る こ と が 多 い 。後 で 述 べ る が「 正
常 性 バ イ ア ス 」 あ る い は 「 楽 観 主 義 的 バ イ ア ス 」 が 働 い て い る の
か も 知 れ な い 》  

パ タ ー ン Ⅰ  

 

事例 14（ Ⅵ - 4）  

項 目  道 路 切 切 土 部  

事 象  排 水 処 理 の 失 敗 に よ り 泥 土 化  

背 景  大 雨 に 見 舞 わ れ る 、 斜 面 途 中 か ら 水 が 噴 き 出 す  
原 因  排 水 工 の 不 備  

経 過  法 面 へ の シ ー ト 、 排 水 路 拡 幅  

対 処  泥 土 す き 取 り  

総 括  

雨 水 は 地 盤 に 浸 透 す る 「 だ ろ う 」 と 思 い こ み 調 査 対 策 を し な か っ
た  
《「 だ ろ う 」 は 、 何 に 基 づ い て 出 て く る 考 え な の か 。 事 例 13 と 同
じ で 、 調 査 し て い な い の に 何 を 根 拠 に そ の よ う に 考 え た の か 。 調
査 の 上 下 し た 結 論 が 、 結 果 と し て 誤 っ て い た の で あ れ ば 、 さ か の
ぼ っ て 誤 っ た 原 因 を 突 き 止 め 、 次 回 の た め の 経 験 に な る が 、 根 拠
が あ い ま い で は 、 そ の ま ま で 済 ん で し ま う 。 こ う し た 事 例 の 原 因
は 、 そ う し た 考 え 方 が 真 の 失 敗 の 原 因 な の で は な い か 。》  

パ タ ー ン Ⅰ  

 

事例 15（ Ⅵ - 5-1）  

項 目  道 路 改 良 工  

事 象  測 量 ミ ス  
背 景  測 点 間 の 距 離 に ブ レ ー キ が あ る の を 見 逃 し  

原 因  丁 張 り 設 置 ミ ス  

経 過  中 間 検 査 で 指 摘  
対 処  再 施 工  

総 括  

過 去 の 経 験 の み で 判 断  
《 過 去 の 経 験 で は 図 面 を 見 な い で 測 量 し た の か 。 そ の よ う な は ず
は な い か ら 、 こ れ も 真 の 原 因 は 、 ど こ か の 時 点 で の チ ェ ッ ク を し
な か っ た こ と に あ る の で は な い の か 。 し か も 中 間 検 査 ま で 気 が つ
か な か っ た と い う の は 、 確 認 し て い な か っ た 事 を よ く 表 し て い る
と 考 え ら れ る 。》  
《 ベ テ ラ ン （ 投 稿 者 は 定 年 間 近 と 書 い て い る 。 内 容 か ら も そ れ ほ
ど 若 い 時 代 の 事 例 で は な い よ う で あ る ） 技 術 者 の 「 ベ テ ラ ン ・ バ
イ ア ス 」（ 後 述 ） の 典 型 と い え る の で は な い か 。》  

パ タ ー ン Ⅳ  
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事例 16（ Ⅵ - 5-2）  

項 目  道 路 改 良 工  
事 象  上 層 路 盤 の 材 料 間 違 い  

背 景  経 験 の み で 設 計 を 無 視  

原 因  経 験 上 の 思 い こ み  
経 過  検 査 で 設 計 と の 違 い を 指 摘 さ れ 答 え ら れ な い  

対 処  【 記 述 無 し 】  

総 括  

過 去 の 経 験 の み で 判 断  
《 こ れ は 、事 例 1 5 と 違 っ て 、な ぜ「 思 い こ み 」を し た の か が 不 明 。
設 計 図 書 を 全 く 見 な い で 着 工 す る こ と は 考 え ら れ な い が 、「 経 験 上
の 思 い こ み 」 と あ る か ら 、 今 ま で の 経 験 の 多 く と 異 な る 材 料 で あ
っ た か ら 、 読 み 飛 ば し を し て し ま っ た の か 》  
《 ベ テ ラ ン 技 術 者 の 「 ベ テ ラ ン ・ バ イ ア ス 」 か 。事 例 1 5、 1 6 が 同
一 投 稿 者 で あ る か ら 、 同 じ 失 敗 を 繰 り 返 し て い た こ と に な る 》  

パ タ ー ン Ⅳ  

 

事例 17（ Ⅵ - 6）  

項 目  下 水 道 Ｍ Ｈ 工 事  

事 象  民 地 内 に Ｍ Ｈ を 設 置  

背 景  現 道 内 に 民 地 が 含 ま れ て い た  
原 因  施 工 性 か ら 設 計 位 置 よ り ず ら し て 設 置  

経 過  地 元 住 民 の 指 摘 で 現 道 内 民 地 を 知 る  

対 処  設 置 替 え  

総 括  

現 道 内 民 地 の 発 注 者 指 示 が 無 か っ た 。 事 前 確 認 を し な か っ た 。 設
計 よ り 施 工 性 を 優 先 し た  
《 俗 に 言 う 現 場 合 わ せ を 安 易 に と っ た も の で あ ろ う 》  
《 設 計 者 （ 発 注 者 ） も 現 道 内 民 地 を 知 ら な か っ た の で は な い か 。
そ う で あ れ ば 、 設 計 計 画 時 の 調 査 不 足 で あ り 、 投 稿 者 へ の 責 め は
軽 減 さ れ る こ と に な る 。 し か し 、 安 易 に 設 計 位 置 か ら ず ら し て 施
行 し た と あ る か ら 、 投 稿 者 も 設 計 計 画 の 重 要 性 を に ん し き し て い
な か っ た こ と に な る 》  

パ タ ー ン Ⅰ  

 

事例 18（ Ⅵ - 7）  

項 目  場 所 打 杭 鉄 筋 か ご 加 工  

事 象  鉄 筋 か ご の た わ み 、 変 形 （【 失 敗 で は な く 予 測 さ れ た だ け 】）  
背 景  作 業 ヤ ー ド が 狭 い  

原 因  水 平 吊 り し か 出 来 な い  

経 過  （【 予 測 し て 対 策 し た 「 成 功 例 」】）  
対 処  吊 り 方 の 工 夫 、 簡 易 治 具 使 用  

総 括  

《 投 稿 者 は な ぜ 失 敗 と し て 投 稿 し た の だ ろ う か 。 何 度 よ み か え し
て も よ く わ か ら な い 。 実 を 言 え ば 、 本 書 の 構 想 の 元 に な っ た じ れ
い で あ る 》  
《 内 容 は 予 想 さ れ る 失 敗 に 対 し て シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を 行 っ て 対 策
を と っ た 例 で あ る 。 施 工 計 画 と は 、 こ う し た 、 頭 の 中 や 紙 の 上 で
仮 想 施 工 を 行 な う 作 業 を 言 い 、 そ れ を 文 書 化 し た も の が 施 工 計 画
書 で あ る 。 最 初 に 作 業 ヤ ー ド が 狭 い と い う 問 題 点 に 気 が つ き 、 そ
の 問 題 解 決 に 工 夫 を し た の で あ る 。 こ れ が 出 来 て い れ ば 、 本 例 の
よ う に 成 功 例 と な る 。》  

パ タ ー ン Ⅴ  
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事例 19（ Ⅵ - 8）  

項 目  下 水 道 管 布 設  
事 象  埋 戻 し 沈 下 に よ る ク ラ ッ ク 発 生  

背 景  現 地 発 生 土 埋 戻 し  

原 因  多 数 施 工 箇 所 中 の 一 カ 所 「 気 の ゆ る み 」  
経 過  自 主 検 査 時 に 発 見  

対 処  布 設 替 え  

総 括  

慎 重 な 作 業 を 心 が け た が 判 断 基 準 が 甘 く な っ た の で は な い か と 反
省  
《 自 主 検 査 が 危 機 管 理 と し て 機 能 し た 例 で あ ろ う 》  
《 好 意 的 に 考 え れ ば 、 多 数 施 工 箇 所 中 の 一 カ 所 で の 不 良 で 、 そ れ
を 自 主 検 査 で 発 見 し て い る の だ か ら 、 通 常 は 失 敗 と は 考 え な い で
あ ろ う 。》  

パ タ ー ン Ⅴ  

 

事例 20（ Ⅵ - 9）  

項 目  シ ー ル ド 工 事  

事 象  シ ー ル ド 掘 進 の 法 線 は ず れ  

背 景  各 チ ェ ッ ク ポ イ ン ト で の チ ェ ッ ク な し  
原 因  初 期 掘 進 時 チ ェ ッ ク な し 、 測 点 設 置 位 置 不 適 当 、 視 準 間 距 離 の 差  

経 過  マ シ ン の オ ー ト ジ ャ イ ロ と 測 量 結 果 の ず れ で 気 が つ く  

対 処  立 坑 地 上 よ り の 再 チ ェ ッ ク  

総 括  

《 異 な る 種 類 の チ ェ ッ ク で 重 大 に な る 前 に 対 処 さ れ た 例 。 事 例 1 9
に 同 じ 。 常 に よ く 現 場 を 見 て い れ ば 、 微 妙 な 差 異 で も 気 が つ く 場
合 が 多 い 》  
《 な に か 失 敗 に 気 づ い た ら 、 出 発 点 に 戻 っ て 考 え 直 す こ と は よ く
行 わ れ る が 、 こ の 例 も そ れ に 類 似 す る 。 重 大 な 結 果 が 出 る 前 に 気
が つ く こ と が 大 切 で 、 そ れ に は 不 断 の チ ェ ッ ク を お こ な う こ と し
か 手 段 は な い 》  

パ タ ー ン Ⅰ  

 

事例 21（ Ⅵ - 10）  

項 目  下 水 道 サ イ フ ォ ン 工  

事 象  サ イ フ ォ ン 構 造 の 不 適 合  
背 景  経 験 不 足 、 確 認 不 足  

原 因  思 い こ み  

経 過  検 査 で 指 摘  
対 処  再 施 工  

総 括  

《 設 計 は ど の よ う で あ っ た の か の 記 述 が な い 。 設 計 図 通 り な ら 検
査 の 指 摘 が そ の ま ま 設 計 変 更 で あ る し 、 そ う で な く 、 施 工 側 が 形
状 を 決 め た の な ら 協 議 は ど の よ う で あ っ た の か 知 り た い と こ ろ で
あ る 》  
《 投 稿 者 が 原 因 は 「 思 い こ み 」 と 言 っ て い る の は 、 お そ ら く 施 工
側 が 形 状 を 決 め 、 協 議 な し で の 施 工 か 、 あ る い は 、 発 注 者 担 当 者
と 協 議 を し た が 双 方 と も 経 験 不 足 で 、 経 験 豊 か な 検 査 員 に 指 摘 さ
れ る ま で 気 が つ か な か っ た の か で あ ろ う 。 前 者 は 考 え に く い か ら
後 者 で は な い か 》  

パ タ ー ン Ⅲ  
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事例 22（ Ⅵ - 11）  

項 目  橋 脚 補 強 工  
事 象  型 枠 支 保 工 の 沈 下  

背 景  埋 戻 し 土 上 に ジ ャ ッ キ ベ ー ス を 設 置  

原 因  支 保 工 ジ ャ ッ キ ベ ー ス の 下 の 足 場 板 が た わ ん だ  
経 過  コ ン ク リ ー ト 打 設 中 に 沈 下 し た  

対 処  型 枠 解 体 後 補 修  

総 括  

施 工 手 順 の 検 討 不 足 。 沈 下 防 止 に 鉄 板 を 敷 か な か っ た  
《 足 下 に 気 を 使 わ な け れ ば な ら な い こ と は 理 解 し て い て も 、 見 逃
し た ケ ー ス で あ ろ う 。 事 前 調 査 と 計 画 の 組 み 合 わ せ が う ま く い か
な い と 、 こ う し た こ と が 起 き や す い 》  
《 コ ン ク リ ー ト 打 設 時 の 荷 重 計 算 は 行 な わ な か っ た の だ ろ う か 。
一 般 に 小 規 模 工 事 で の 足 場 や 型 枠 、 型 枠 支 保 工 の 強 度 計 算 は 省 略
さ れ る 事 が 多 い よ う で あ る 。 筆 者 は 最 近 あ る 市 役 所 の 施 工 監 理 に
従 事 し 、 地 元 中 小 業 者 の 施 工 計 画 書 を 多 く 見 た が 、 仮 設 に 関 す る
計 算 書 の あ る も の は ご く 少 な か っ た 。 計 算 は 設 計 者 が 行 っ て い る
か ら そ れ で よ し と す る よ う で あ る 》  

パ タ ー ン Ⅱ  

 

事例 23（ Ⅵ - 12）  

項 目  農 業 集 落 排 水 圧 送 管 工  

事 象  管 が 抜 け 汚 水 が 土 中 に 浸 透  

背 景  既 設 埋 設 管 を 避 け る た め 計 画 よ り 深 く 埋 設  
原 因  直 管 で 曲 げ た こ と に よ る 過 水 圧 で の 抜 け  

経 過  水 圧 試 験 、 竣 工 検 査 と も 合 格 、 発 注 者 の 指 導 無 し  

対 処  再 施 工 、 離 脱 防 止 金 具 取 り 付 け 、 民 家 井 戸 に 滅 菌 器 取 り 付 け  

総 括  

サ ー ビ ス し た つ も り が 指 名 停 止 措 置 で 割 り 切 れ な い 思 い  
《 竣 工 検 査 に 合 格 し た の だ か ら 、 失 敗 の 責 任 の 一 端 は 発 注 者 に も
あ る の で は な い か 、 そ れ で 指 名 停 止 は 少 し ペ ナ ル テ ィ が き つ い と
の 思 い が 伝 わ っ て く る 。  
し か し 、 計 画 よ り 深 く 埋 設 す る 計 画 を き ち ん と 立 案 し 、 発 注 者 と
協 議 し て お い た の な ら 、 結 果 は 違 っ て き た の で は な い か と い う 思
い が 筆 者 に は あ る 》  

パ タ ー ン Ⅴ  

 

事 例 24（ Ⅵ - 13）  

項 目  下 水 道 開 削 工  

事 象  浅 い 土 被 り で 管 頂 縦 断 方 向 に ク ラ ッ ク 発 生  
背 景  砕 石 基 礎 1 8 0°巻 き  

原 因  特 定 で き な い  

経 過  現 物 再 試 験 も 異 常 な し  
対 処  基 礎 を コ ン ク リ ー ト 1 8 0°巻 き に 変 更  

総 括  

簡 易 土 留 め で は 事 前 に 溝 型 、 突 出 型 で の 強 度 検 討 が 必 要  
《 現 物 で 再 現 試 験 ま で 行 っ て も 原 因 の 特 定 が 出 来 な い の は 、 投 稿
者 の 言 う と お り 設 計 時 の 強 度 検 討 が 安 易 に 流 れ て い た の か も 知 れ
な い 。 し か し 、 失 敗 の 原 因 が 設 計 に あ る と い う の は 言 い に く い こ
と も 確 か で あ る 。 施 工 計 画 時 に 施 工 者 が 検 討 す べ き で あ る と い う
反 論 が 発 注 者 か ら 帰 っ て く る か も 知 れ な い か ら で あ る 》  

パ タ ー ン Ⅴ  
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事例 25（ Ⅵ - 14）  

項 目  舗 装 工 事  

事 象  
（ 事 前 予 想 ） 交 通 渋 滞 が ひ ど く な る と 会 社 の イ メ ー ジ ダ ウ ン に な
る  

背 景  慢 性 化 し た 交 通 渋 滞 区 間  

原 因  
※ 片 側 交 互 通 行（【 ※ 失 敗 で は な い か ら 失 敗 し た 場 合 の 予 想 を 分 類
に 当 て は め た 】）  

経 過  工 期 短 縮 で イ メ ー ジ ア ッ プ  

対 処  予 告 看 板 、 誘 導 員 増 員 、 工 事 車 両 の 厳 格 管 理  

総 括  

《 こ の 例 も 投 稿 者 は な ぜ 失 敗 と し て 投 稿 し た の だ ろ う か 。 会 社 の
イ メ ー ジ ア ッ プ ま で 図 れ た の だ か ら 成 功 例 で は な い の か 。》  
《 事 前 に よ く 検 討 し て そ の 通 り に 施 工 す る と 、 失 敗 は す く な い 。
会 社 の イ メ ー ジ ま で 考 え た と 言 う こ と は 、 全 社 的 な バ ッ ク ア ッ プ
の あ っ た こ と を 想 像 さ せ る 。 こ の イ メ ー ジ は 発 注 者 を 考 え て の こ
と で あ ろ う が 、 中 小 建 設 会 社 は 、 発 注 者 と の 2 者 関 係 だ け に 気 を
配 る の で は な く 、 一 般 市 民 へ 与 え る イ メ ー ジ に も 、 も っ と 関 心 を
も つ べ き で あ ろ う 》  

パ タ ー ン Ⅴ  

 

事 例 26（ Ⅵ - 15）  

項 目  丁 張 り 出 し  

事 象  【 確 認 の 重 要 性 の 例 と 感 想 】  

背 景  先 輩 は よ く 確 認 す る 。 投 稿 者 （ 2 年 目 ） は 確 認 を よ く 忘 れ る  
原 因  確 認 不 足  

経 過  
確 認 を 怠 る と 間 違 え や す く 、 間 違 え る と 直 す 時 間 で 作 業 者 に 待 機
時 間 が 出 来 て し ま う  

対 処  確 認 す る  

総 括  

確 認 す る こ と が 習 慣 性 に な る よ う に し た い  
《 具 体 的 な 失 敗 例 で は な い が 、 筆 者 思 う に 投 稿 者 は か な り の 失 敗
を 繰 り 返 し て き た の で あ ろ う 。 失 敗 で の 確 認 の 重 要 性 と 、 そ れ が
何 を も た ら す か を よ く 認 識 し て い る 。 よ い Ｏ Ｊ Ｔ （ 後 述 ） を 受 け
て き た よ う で あ る 。》  

パ タ ー ン Ⅲ  

 

事 例 27（ Ⅵ - 16）  

項 目  均 し コ ン ク リ ー ト 工  

事 象  均 し コ ン ク リ ー ト 位 置 が ず れ た  
背 景  均 し コ ン ク リ ー ト だ か ら と 気 を 抜 い た （ か も し れ な い ）  

原 因  丁 張 り を 出 さ ず に コ ン ク リ ー ト を 打 設  

経 過  か ろ う じ て 施 工 出 来 る  
対 処  か ろ う じ て 施 工 出 来 る た め そ の ま ま  

総 括  均 し コ ン ク リ ー ト だ か ら と 気 を 抜 い て は い け な い  
《 筆 者 も 若 い 頃 こ う し た 体 験 が あ る 。 結 果 と し て 「 か ろ う じ て 」
本 体 が 均 し コ ン ク リ ー ト 上 に 入 る か ら 、 安 心 し て す ん で し ま う 。
そ し て 、 失 敗 で あ っ た と は 考 え な い 。 だ か ら ま た 同 じ 様 な こ と を
繰 り 返 す 。 投 稿 者 の よ う に 失 敗 で あ る と 認 識 す れ ば 繰 り 返 さ な い
で あ ろ う 。 失 敗 は 成 功 の 母 で あ る 、 母 に す る た め に は そ れ が 失 敗
で あ る と 気 が つ か な け れ ば な ら な い 。 筆 者 の 体 験 の よ う に 、 結 果
と し 成 功 し た か ら 忘 れ て し ま う と 、 失 敗 す る ま で 成 功 の 母 に は な
ら な い 。 だ か ら 、 失 敗 す る こ と は 大 事 な の で あ る 》  

パ タ ー ン Ⅲ  
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事例 28（ Ⅵ - 17）  

項 目  法 面 ア ン カ ー  
事 象  湧 水 に よ り 定 着 支 障  

背 景  ア ン カ ー の 経 験 、 知 識 な し  

原 因  軟 弱 層 か ら の 湧 水  
経 過  地 盤 が よ く な い こ と は 解 っ て い た  

対 処  水 抜 き ボ ー リ ン グ  

総 括  

施 工 前 調 査 の 重 要 性 を 再 認 識  
《 こ れ も 事 前 に あ る 程 度 予 想 さ れ て い た 例 で あ る 。 予 想 ま で は し
た が 、 万 が 一 そ れ が 起 き た と き の 対 策 ま で は 事 前 検 討 を 行 っ て い
な か っ た 。 後 手 に 回 る の は 、 計 画 時 の Ｐ Ｄ Ｃ Ａ （ プ ラ ン → ド ゥ →
チ ェ ッ ク → ア ク ト 。 詳 し く は 後 に 触 れ る ） が 中 途 半 端 に 終 わ っ て
い る か ら で あ ろ う 。 施 工 計 画 と は 、 事 前 に 仮 想 で 仕 事 を 終 え て み
る こ と で あ る か ら 、 予 想 さ れ た こ と の 対 策 も 含 ん で い な け れ ば な
ら な い 。》  

パ タ ー ン 
Ⅰ （ 経 験 、 知 識 が 無 い の に 安 易 に 着 工 し た か ら 、 Ⅰ の 変 形 で は あ

る が 、  
地 盤 の 性 状 は わ か っ て い た の で あ る か ら 、 Ⅰ と す る 。）  

 

事 例 29（ Ⅵ - 18）  

項 目  大 口 径 深 礎 杭  

事 象  偏 芯 量 が 許 容 値 オ ー バ ー  

背 景  引 照 点 チ ェ ッ ク 無 し 、 測 角 ミ ス  
原 因  測 量 ミ ス  

経 過  掘 削 完 了 出 来 型 確 認 ま で 気 が つ か な い で い た  

対 処  円 形 断 面 か ら 楕 円 形 断 面 に 変 更  

総 括  

測 量 ミ ス に 気 が つ く チ ェ ッ ク の 不 足  
《 測 角 ミ ス な ど の 測 量 ミ ス は よ く あ る と 思 わ れ る の だ が 、 事 例 に
は ご く 少 な い 。 通 常 、 他 の 方 法 で の 確 認 が 行 わ れ た り 、 測 量 自 体
が 一 人 で 行 な う 事 が ま れ な の で 、 誰 か が 気 が つ き 、 そ れ が チ ェ ッ
ク と し て 働 き 、 即 座 に 修 正 さ れ た り す る か ら で あ る と 思 わ れ る 。
こ の 例 で は 、 掘 削 完 了 時 の 出 来 型 確 認 ま で チ ェ ッ ク が な か っ た た
め 、 楕 円 形 断 面 と い う 不 規 則 な 形 状 で 完 了 し な け れ ば な ら な か っ
た 》  

パ タ ー ン Ⅳ  

 

事 例 30（ Ⅵ - 19）  

項 目  プ レ キ ャ ス ト 側 溝  

事 象  計 画 高 で は 民 地 と 道 路 と の 段 差 が 大 き く な る  
背 景  同 様 の 現 場 の 経 験 あ る た め 現 地 調 査 を 怠 る  

原 因  事 前 調 査 不 足  

経 過  協 議 し て 理 解 を 得 る  
対 処  設 計 値 変 更  

総 括  

設 計 と 現 況 の 相 違 調 査 を 着 工 ま で 行 な わ な か っ た  
《 着 工 し て 気 が つ い た 例 で あ る が 、「 同 様 の 現 場 の 経 験 あ る た め 」
ベ テ ラ ン ・ バ イ ア ス が 働 い て い る と 思 わ れ る 。 投 稿 者 の 責 め で は
な い が 、 こ う し た 設 計 が あ る こ と が 多 い の で 、 着 工 前 施 工 計 画 時
の 現 地 調 査 は 欠 か せ な い 》  

パ タ ー ン 
Ⅳ （ 間 違 え た 訳 で は な い が 、 ど ち ら か と い う と Ⅰ よ り は Ⅳ で あ ろ
う ）  
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事例 31（ Ⅵ - 20-1）  

項 目  ス ー パ ー 堤 防 船 着 場  
事 象  地 盤 改 良 杭 の 形 状 変 形  

背 景  原 地 盤 が 浚 渫 土  

原 因  不 明  

経 過  

頭 部 の 不 良 の み と の 判 断 を 仰 い だ 。  
《「 判 断 を 仰 い だ 」 と い う 記 述 が 不 可 解 で あ る 。 暗 に 見 逃 し て ほ し
い と 言 っ て い る の か 。自 分 で 判 断 す る と い う 主 体 性 が 希 薄 な の か 、
そ れ と も 他 に 思 惑 が あ っ た の か 。》  

対 処  不 良 部 の み 再 改 良  

総 括  

《 記 述 で は 不 明 。 果 た し て 頭 部 だ け で あ っ た の か 、 原 因 究 明 で き
た の か 。 現 実 的 に 考 え る と 、 地 上 と 違 い 形 状 を 測 定 す る の は 不 可
能 に 近 い ケ ー ス な の で 、 現 場 を 長 く 務 め て き た 筆 者 と し て は 同 情
す る が 、 い ま ひ と つ 記 述 全 体 に 不 明 瞭 な と こ ろ が 残 っ て い る 感 じ
が 消 え な い 》  

パ タ ー ン Ⅴ  

 

事 例 32（ Ⅵ - 20-2）  

項 目  ス ー パ ー 堤 防 船 着 場  

事 象  鋼 矢 板 再 利 用 の 変 更  

背 景  【 不 明 】  
原 因  変 更 契 約 で 損 害  

経 過  再 利 用 が 再 利 用 せ ず に 変 わ っ た  

対 処  【 不 明 】《 損 害 で あ る か ら 、 な ん ら 対 処 出 来 な か っ た の で あ ろ う 》 

総 括  

《 交 渉 の 経 過 が 不 明 で あ る 。 失 敗 事 実 の み で 投 稿 者 の 感 想 反 省 が
未 記 述 》  
《 こ の 例 で は 不 明 だ が 、 発 注 者 と の 交 渉 の 失 敗 と い う 観 点 か ら の
事 例 は 少 な い 。 こ ち ら の 主 張 が 通 ら な い の は 発 注 者 の 無 理 解 と い
う 観 点 だ け で は 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 を 磨 く き っ か け に は な
ら な い 。 設 計 変 更 が 認 め ら れ な い の は 、 裏 付 け に な る 資 料 と 交 渉
者 の 説 得 力 が 足 り な か っ た た め で あ る と い う 観 点 で の 見 直 し が 必
要 で 、 そ れ も 「 現 場 の 失 敗 」 の 一 つ で あ る 。 尤 も 、 確 と し た 理 由
な く 「 変 更 は 認 め な い 」 と 強 弁 す る 発 注 者 の 例 も 耳 に は す る が 》  

パ タ ー ン Ⅴ  

 

事 例 33（ Ⅵ - 20-3）  

項 目  ス ー パ ー 堤 防 船 着 場  

事 象  既 設 護 岸 と 仮 設 締 切 り 接 点 箇 所 の 破 れ  
背 景  弱 点 で あ る こ と は 解 っ て い た  

原 因  タ ン カ ー に よ る 波  

経 過  【 不 明 】  
対 処  バ ッ ク ホ ー 常 駐 に よ る 土 砂 の 充 填 で 切 り 抜 け た 。  

総 括  

《 弱 点 で あ る こ と が 事 前 に わ か っ て い た な ら 、 そ れ へ の 対 処 が 計
画 さ れ て し か る べ き で は な い か と 思 う 。 し か し 、 本 例 で も 、 事 後
の 対 策 の 記 述 が あ る ば か り で あ る 。 し も そ の 対 策 が 対 症 療 法 的 な
消 極 的 な 行 動 だ け を ず る ず る と 行 っ て 、 根 本 的 に 何 か 手 を 打 つ と
い う 姿 勢 が 感 じ ら れ な い 。 そ う い う と 貴 重 な 事 例 を 提 供 し て い た
だ い た 方 に 言 い 過 ぎ か も 知 れ な い が 、「 切 り 抜 け ま し た 」 と い う 述
懐 が 危 う い 感 じ を 与 え て い る 。 何 か の 失 敗 よ り 、 そ う し た 姿 勢 の
ほ う が 問 題 点 で は な い の か 》  

パ タ ー ン Ⅰ  
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事例 34（ Ⅵ - 21）  

項 目  パ イ プ ア ー チ 橋  
事 象  キ ャ ン バ ー の 偏 芯 （ 下 が り す ぎ ）  

背 景  経 験 不 足 、 短 期 間 で の 施 工  

原 因  溶 接 キ ャ ン バ ー の 未 考 慮 、 Ｐ Ｃ よ り 線 の 偏 芯  
経 過  緊 張 前 後 の デ ー タ が 未 収 集  

対 処  調 整 許 容 範 囲 で 未 対 処  

総 括  
《 設 計 に あ ら わ れ な い ノ ウ ハ ウ の 不 足 の 様 に 感 じ ら れ る 記 述 で あ
る 。 や は り 、 こ う し た 特 殊 な 工 事 で は 、 技 術 者 が ど れ だ け 経 験 し
て ノ ウ ハ ウ を 得 て い る か が 重 要 な ポ イ ン ト に な る と 考 え ら れ る 》  

パ タ ー ン Ⅲ  

 

事 例 35（ Ⅵ - 22）  

項 目  橋 台 躯 体  

事 象  コ ン ク リ ー ト の ひ び 割 れ  

背 景  暑 中 施 工 箇 所 は ひ び 割 れ の 発 生 は な か っ た の で 安 易 に 考 え た  
原 因  リ フ ト 高 さ が 高 い 、 養 生 期 間 が 不 足  

経 過  ひ び 割 れ 対 策 は 検 討 し た が 、 実 施 し た 事 項 は 不 十 分  

対 処  補 修  

総 括  
《 検 討 事 項 を 諸 問 題 で 実 施 し な か っ た 、 そ の 理 由 が 記 述 に あ れ ば
と 思 う 。 と く に 、 対 策 は 実 行 し た が 、 そ の 内 容 は 不 十 分 で あ っ た
と い う 述 懐 は 貴 重 な 感 想 で あ る と 思 う 》  

パ タ ー ン Ⅰ  

 

事 例 36（ Ⅵ - 23）  

項 目  下 水 道 工 事  

事 象  事 前 協 議 に よ り 成 功  
背 景  夜 間 工 事 か ら 昼 間 工 事 へ の 変 更  

原 因  【 地 域 住 民 の 了 解 不 足   ※ も し 失 敗 し て い た 場 合 】   

経 過  ス ム ー ズ な 竣 工  
対 処  会 社 に よ る 調 査 と 地 域 住 民 代 表 、 発 注 者 と の 折 衝  

総 括  
《「 現 場 の 成 功 」例 と 思 う 。 失 敗 可 能 性 大 で あ っ た が 、 各 方 面 の 協
力 を 得 て 事 前 に 手 を 打 っ た 内 容 で あ る 。 組 織 を あ げ て 対 処 す れ ば
解 決 す る 問 題 が 多 い こ と が わ か る 》  

パ タ ー ン Ⅴ  

 

事 例 37（ Ⅵ - 24）  

項 目  橋 梁 下 部 工  

事 象  当 初 施 工 計 画 で 工 期 遅 れ を 予 想  

背 景  当 初 施 工 計 画 が 発 注 者 要 請 に 合 わ な い  
原 因  下 部 工 の 経 験 不 足     ※ も し 失 敗 し て い た 場 合  

経 過  施 工 計 画 の 再 検 討  

対 処  工 期 内 完 成 の 努 力  

総 括  

《 こ れ も 「 現 場 の 成 功 」 例 と 思 う 。 当 初 の 施 工 計 画 が 発 注 者 や 他
の 条 件 に 合 致 し な い 場 合 、 安 易 に 着 工 し な い こ と が 重 要 で あ る 。
施 工 計 画 練 り 直 し に 要 す る 時 間 な ど は 、 も し 失 敗 し て 手 戻 り に な
っ た 場 合 を 考 え る と 少 な い も の で あ る 》  

パ タ ー ン Ⅴ  
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事例 38（ Ⅵ - 25）  

項 目  堤 防 工 事  

事 象  
変 更 図 面 の 無 視（《 後 に な っ て 出 て き た と 記 述 し て い る 。 忘 れ て い
た の か 、 発 注 者 の 不 手 際 か 不 明 。》） に よ る 誤 施 工  

背 景  【 不 明 】  

原 因  契 約 時 図 面 が 不 正 だ っ た  
経 過  竣 工 検 査 時 に 発 注 者 に 指 摘 さ れ る  

対 処  民 地 追 加 買 収 、 再 施 工  

総 括  

《 変 更 図 面 の い き さ つ が 不 明 。 投 稿 者 は 未 熟 と い う 反 省 を し て い
る と こ ろ を 考 え る と 以 下 の 様 か 》  
《「 後 に な っ て 出 て き た 」 と い う の は 不 自 然 な 記 述 で あ る 。あ る い
は 、 発 注 者 か ら 渡 さ れ た の を つ い そ の ま ま に し て 忘 れ て い た の だ
ろ う か 。 そ う だ と す れ ば 、 そ の 方 が 大 き な 失 敗 で あ ろ う が 、 さ す
が に そ う し た 例 は 他 に は 見 あ た ら な い 。》  

パ タ ー ン Ⅲ  

 

事 例 39（ Ⅵ - 26）  

項 目  造 成 工 事  

事 象  下 水 道 Ｍ Ｈ の 位 置 誤 り  

背 景  引 照 点 使 用 で き ず  

原 因  

距 離 測 量 に 0 点 の 不 良 な ス チ ー ル テ ー プ を 使 用 し て 、 1m 点 を 0 点
と 読 替 え を 行 う つ も り で 開 始 し た  
《 以 前 か ら 現 場 で は よ く 行 わ れ て い る 。 そ し て 、 読 替 え た 事 を 忘
れ て し ま う ミ ス も 同 時 に 多 く 発 生 し て い る 。 逆 に 、 チ ェ ッ ク の 意
味 で こ う す る こ と も あ る 。 し か し 、 管 路 長 や 平 面 線 形 な ど 全 体 を
よ く 見 て い れ ば 、 ど こ か で 気 が つ く 事 も 多 か っ た 》  

経 過  距 離 の 読 み 間 違 い  

対 処  【 発 注 者 に よ る 不 適 合 製 品 の 特 別 採 用 】  

総 括  

《 投 稿 者 の 「 大 切 な 失 敗 」 で あ る と の 言 葉 に は 共 感 で き る 》  
《 こ う し た 間 違 い が そ の ま ま 採 用 さ れ た 事 例 は 、 筆 者 は 聞 い た こ
と が な い 。 あ る い は 民 間 発 注 者 で あ っ た か ら 、 柔 軟 な 対 応 を し て
も ら え た の か も 知 れ な い が 、 本 来 自 己 の 責 任 に お い て で も 施 工 し
直 す べ き も の で あ ろ う 。施 工 品 質 に 対 す る 認 識 が 少 な い 感 が す る 》 

パ タ ー ン Ⅲ  

 

事 例 40（ Ⅵ - 27）  

項 目  舗 装 打 換 工 事  

事 象  当 初 計 画 を 変 更 し て 原 価 適 正  
背 景  設 計 量 と 現 場 状 況 が 乖 離  

原 因  交 通 量 多 い た め 作 業 効 率 が 低 い     ※ も し 失 敗 し て い た 場 合  

経 過  【 周 到 な 事 前 検 討 、 計 画 と 実 施 】  
対 処  当 初 計 画 を 変 更 し て 原 価 適 正  

総 括  

《 こ れ も 「 現 場 の 成 功 」 例 と 思 う 。 投 稿 者 の 考 え で は 何 を 失 敗 例
と し て 提 示 し た か っ た の か が 不 明 。失 敗 は あ っ て は な ら な い の で 、
そ れ を 回 避 し た 方 策 を 参 考 に し て も ら い た い と い う 考 え か も 知 れ
な い 。し か し 、 失 敗 は あ っ て は な ら な い と 考 え る の は 誤 り で あ る 。
失 敗 の 発 生 を 防 ぐ の は 困 難 だ が 、 被 害 を 最 小 に 食 い 止 め る こ と は
で き る 。 ま た 、 投 稿 者 は 原 価 の こ と に 言 及 し て い る が 、 多 く の 投
稿 は 具 体 的 な 言 及 を し て い な い 。 う ま く い っ た と 言 う こ と は 、 原
価 も 含 め て の こ と を 意 味 す る で あ ろ う 》  

パ タ ー ン Ⅴ  
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事例 41（ Ⅶ - 1）  

項 目  【 特 定 工 事 に つ い て で は な い 】  
事 象  【 専 門 書 よ り 経 験 で 学 ん だ 事 が 多 い 】  

背 景  
経 験 が 少 な い か 、全 く 経 験 の な い 多 く の 人 に よ り 設 計 さ れ る た め 、
現 場 に そ ぐ わ な い 技 術 ・ 施 工 方 法 を 要 求 さ れ る こ と が あ る 。  

原 因  【 経 験 不 足 】  
経 過   

対 処  経 験 を 幅 広 く 収 集  

総 括  
《 経 験 を 積 ま な け れ ば 失 敗 は な く な ら な い と の 思 い か ら の 投 稿
か 。 そ れ は そ の 通 り な の だ が 、 具 体 的 な 「 失 敗 例 」 を 投 稿 し て い
た だ け た ら も っ と よ か っ た 》  

パ タ ー ン Ⅴ  

 

事 例 42（ Ⅶ - 2）  

項 目  推 進 工 事  

事 象  掘 進 機 の 先 端 が 切 断 さ れ 改 良 部 に 取 り 残 さ れ る  

背 景  改 良 部 の 強 度 が 予 想 以 上  
原 因  掘 進 機 後 部 の ぶ れ 、 掘 進 機 自 体 の 原 因 （《 と あ る が 強 度 か ？ 》）  

経 過  鋼 管 推 進 、 人 力 に よ り 回 収  

対 処  再 掘 進  

総 括  

も っ と 突 き 詰 め て 協 議 す べ き で あ っ た  
《 投 稿 者 は 不 可 抗 力 に 近 い 思 い を も っ て い る 様 で あ る 。た し か に 、
現 場 の 失 敗 で は あ る が 、 事 前 に は 打 つ 手 が な か っ た か の よ う で あ
る 》  
《 地 盤 改 良 業 者 の 技 術 者 か ら は 、 強 度 を き ち ん と 出 し た こ と に よ
り 、 推 進 業 者 に 不 満 を も ら さ れ た と よ く 聞 く が 、 こ の よ う な 場 合
か も 知 れ な い 》  

パ タ ー ン Ⅰ  

 

事 例 43（ Ⅶ - 3）  

項 目  仮 設 水 路  

事 象  増 水 に よ り 仮 設 水 路 の 越 流 が 新 設 水 路 に 浸 水 す る  
背 景  過 去 の 水 量 検 討 材 料 無 し 、 水 路 拡 幅 は 設 変 対 象 で は な い  

原 因  設 計 断 面 が 過 小  

経 過  危 険 性 は 感 じ て い た が 、 ま ま い い 「 だ ろ う 」 で 施 工  
対 処  復 旧 、 仮 設 水 路 拡 大  

総 括  

危 険 性 は 感 じ て い た が 重 要 性 を 軽 視  
《 見 た 目 で は 仮 設 水 路 が 小 さ い と 感 じ て い た 。 設 計 変 更 対 象 で は
な い （ こ の 点 は な ぜ か 、 記 述 か ら で は 納 得 が い か な い が ） か ら 検
討 し な い と い う 態 度 は ど う か 。 工 事 全 て の 検 討 が 行 わ れ る こ と が
施 工 計 画 で あ ろ う 。 し か も 、 事 前 に 気 が つ い て い た の で あ る 。 こ
う し た 場 面 に 、 施 工 計 画 を 真 摯 に 行 っ た か 、 お ざ な り に 行 っ た か
の 態 度 が か い ま 見 え る こ と が 多 い 。 発 注 者 に 紙 で 出 せ ば よ い と い
う 態 度 は 、 い ま だ に 中 小 企 業 で 働 く 技 術 者 に 見 え る 。 出 し て し ま
え ば 後 は 顧 み な い 態 度 で あ る 。 尤 も 、 発 注 者 の ほ う で も 同 じ よ う
に 考 え て 、 出 て い れ ば よ い と し 、 内 容 を 見 ず に 竣 工 検 査 直 前 に な
っ て 施 工 業 者 に 内 容 変 更 を 指 示 す る よ う な ケ ー ス に も 、 少 な か ら
ず 遭 遇 す る 》  

パ タ ー ン Ⅰ  
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事例 44（ Ⅶ - 4）  

項 目  道 路 整 備 に お け る エ フ レ ッ ク ス 工 事  
事 象  埋 設 管 破 損 未 遂  

背 景  埋 設 管 は な い 「 だ ろ う 」 と の 思 い こ み  

原 因  指 示 不 徹 底 、 危 険 性 認 識 の 低 さ  
経 過  危 う い と こ ろ で 気 が つ く  

対 処  気 が つ い た た め 続 行  

総 括  

急 な 指 示 変 更 、 思 い こ み が 重 大 結 果 を 招 く  
《 通 常 、 前 日 な り 、 作 業 開 始 な り に 作 業 手 順 書 に 沿 っ た 打 合 せ を
行 っ て も 、 現 場 で は 臨 機 の 処 置 が 必 要 な 場 合 も あ る 。 し か し 、 そ
の 際 は 、 普 段 に も ま し て 指 示 の 徹 底 を は か る こ と が 必 要 で 、 双 方
向 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 不 足 と 考 え ら れ る 》  
《 指 示 す る 方 が 「 だ ろ う 」 の 思 い こ み で は 、 指 示 さ れ た 方 の 注 意
力 を 云 々 す る こ と は 出 来 な い の で は な い か 》  
《 作 業 者 の 危 険 性 認 識 の 低 さ は 、 監 督 者 の 認 識 の 低 さ で も あ る 。
気 が つ い た 方 が 偶 然 で あ る と の 反 省 が 必 要 な 例 で あ ろ う 》  

パ タ ー ン Ⅰ  

 

事 例 45（ Ⅶ - 5）  

項 目  木 工 沈 床  

事 象  1 0 0 m m 降 雨 と 雪 解 け 水 に よ る 木 工 沈 床 の 流 出  

背 景  雪 解 け 水 の 経 験 無 し  
原 因  対 策 （ 詰 め 石 な ど ） せ ず  

経 過  沈 床 破 壊 、 床 掘 り 箇 所 埋 没  

対 処  復 旧  

総 括  

温 暖 地 方 育 ち の た め 降 雨 に よ る 雪 解 け 増 水 が 思 い 浮 か ば な か っ た  
《 雨 に よ る 増 水 の 危 険 性 ま で は 予 測 し て い た が 、 そ れ に よ る 雪 解
け ま で は 考 え が 及 ば な か っ た と い う 。 全 社 的 な バ ッ ク ア ッ プ で の
事 前 検 討 を し て い た ら 、 あ る い は こ う し た 経 験 の あ る 人 の 意 見 が
聞 け た か も 知 れ な い 。 ３ 人 寄 れ ば 文 殊 の 知 恵 と い う の は 、 土 木 工
事 に も 当 て は ま る 》  

パ タ ー ン Ⅲ  

 

事 例 46（ Ⅶ - 6）  

項 目  鋼 橋 床 版 工  

事 象  高 欄 地 覆 箱 抜 き 部 の ク ラ ッ ク 発 生  
背 景  ク ラ ッ ク 発 生 を 予 測 し て 構 造 変 更 等 の 対 策 は 行 っ た  

原 因  対 策 の 不 徹 底  

経 過  供 用 開 始 後 に 発 生  
対 処  樹 脂 注 入 に よ る 補 修  

総 括  

事 前 の 設 計 図 確 認 不 足 を 反 省  
《 よ く 検 討 し た よ う だ が 、 や は り ど こ か に 不 足 が あ っ た の か 。 残
念 な 失 敗 で あ る 》  
《 腑 に 落 ち な い の は 、 検 討 後 構 造 変 更 し た に も か か わ ら ず 、「 設 計
図 確 認 不 足 」 と 、 反 省 を 述 べ て い る 点 で あ る 。 確 認 し た か ら ク ラ
ッ ク 発 生 を 予 測 し 得 た 、 そ れ が 構 造 変 更 に 結 び つ い た の で は な か
っ た の か 》  

パ タ ー ン Ⅰ  

 

 

 



 

 45 

事例 47（ Ⅶ - 7）  

項 目  道 路 盛 土 工  
事 象  丁 張 り 設 置 間 違 い  

背 景  工 期 遅 れ で 綱 渡 り の 日 々  

原 因  設 置 し た 丁 張 り の 測 量 ミ ス  
経 過  盛 土 点 検 中 に 気 が つ く 、 丁 張 り 直 後 の チ ェ ッ ク 無 し  

対 処  【 記 述 無 し 】《 手 直 し か 》  

総 括  

過 信 が 生 じ て い る 。 確 認 を 省 き ヒ ュ ー マ ン エ ラ ー の 発 見 が 出 来 な
か っ た  
《 労 働 災 害 で の ヒ ュ ー マ ン エ ラ ー と 同 様 の 失 敗 で あ る と 自 己 分 析
し て い る の は 傾 聴 す べ き で あ ろ う 》  
《 事 例 2 6 の よ う に 、 直 後 の 確 認 （ チ ェ ッ ク ）を 省 く と た い て い 失
敗 す る か ら 、 不 思 議 な も の で あ る が 、 そ れ を 投 稿 者 は 「 過 信 」 と
表 現 し て い る 。 逆 に 「 過 信 」 が あ る か ら チ ェ ッ ク を 省 く の か も 知
れ な い 。 計 画 し て 実 施 し 、 確 認 し て 再 計 画 す る 、 い わ ゆ る Ｐ Ｄ Ｃ
Ａ の サ イ ク ル は す べ て の プ ロ セ ス に 当 て は め な け れ ば な ら な い 考
え 方 で あ ろ う 。 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ は 、 自 分 一 人 の 行 動 に も 取 り 入 れ な け れ
ば な ら な い 》  

パ タ ー ン Ⅳ  

※ 本 例 は 原 文 に は （ Ⅶ -1） と あ る が 、 表 記 の 間 違 い で あ ろ う 。  

 

事例 48（ Ⅶ - 8）  

項 目  橋 梁 上 部 工  
事 象  遮 音 壁 ア ン カ ー ボ ル ト 位 置 が 標 準 型 と 合 わ な い  

背 景  入 社 7 年 目 の 慣 れ と 奢 り  

原 因  設 計 図 の 読 み 不 足  
経 過  施 工 事 例 で 強 度 計 算 す る  

対 処  【 発 注 者 に よ る 特 別 採 用 】  

総 括  

設 計 図 の 読 み 込 み 理 解 、 次 工 程 に か か る 前 の 再 確 認 が 必 要  
《 以 前 に 同 様 の 工 事 を 経 験 し て い る と 新 し い 工 事 の 設 計 も 同 様 だ
と 思 い こ ん で し ま う 例 が 先 に も 複 数 出 て き て い る が 、 こ れ も そ の
一 つ 》  
《 こ の 場 合 は 迅 速 な 本 社 と の 連 携 で 根 拠 付 け が 行 わ れ 、 特 別 採 用
と な っ た が 、 設 計 変 更 を 認 め て も ら う に は 、 や は り こ う し た 作 業
（ 根 拠 を 明 ら か に し て 説 得 す る ） が 必 ず 必 要 で あ ろ う 。 そ う で な
け れ ば 、 税 金 を 支 出 す る 側 の 発 注 者 と し て は 同 意 し が た い で あ ろ
う か ら 、 い わ ば 立 証 責 任 は 施 行 側 に あ る と 思 っ て お い て 「 損 」 は
な い 》  

パ タ ー ン Ⅱ  

 

事 例 49（ Ⅶ - 9）  

項 目  道 路 改 良 工  

事 象  近 傍 の 防 火 水 槽 の 沈 下  
背 景  道 路 側 溝 施 工 時 の 地 下 水 位 低 下 に 防 火 水 槽 を 井 戸 代 わ り に 使 用  

原 因  水 槽 が 無 底 型 の た め 汲 上 げ に よ り ボ イ リ ン グ 発 生  

経 過  道 路 改 良 で 幅 員 内 に 入 る た め 沈 下 防 止 が 必 要  
対 処  水 中 施 工 に よ る 取 水 口 付 底 版 工  

総 括  
《 ア イ デ ア は よ か っ た が 井 戸 を よ く 調 査 し な い で 使 用 し た た め の
失 敗 で 、 事 前 調 査 不 足 の 例 で あ る 》  
《 失 敗 し た が 災 い 転 じ て 福 と な す 感 が あ る 》  

パ タ ー ン Ⅱ  
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事例 50（ Ⅶ - 10）  

項 目  擁 壁 工 事  
事 象  民 地 境 界 を 侵 す  

背 景  現 場 の 最 繁 忙 期  

原 因  型 枠 チ ェ ッ ク を 怠 っ た  
経 過  竣 工 検 査 後 に 発 注 者 か ら 連 絡 が あ っ て 気 が 付 く  

対 処  取 り 壊 し て や り 直 し 工 事  

総 括  

自 分 で も う 一 度 確 認 し て お れ ば と 反 省 し て い る  
書 類 整 理 に 忙 し く 現 場 に 出 ら れ な か っ た と い う の は 言 い 訳 に も な
ら な い （ と 、 投 稿 者 は 自 省 し て い る ）  
《 ま っ た く 投 稿 者 の 反 省 の 通 り で 、 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ の Ｃ を 怠 っ た こ と が
原 因 で あ る 。 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ は 全 部 を 行 っ て は じ め て 意 味 を 持 つ の で あ
る が 、 こ の Ｃ を 怠 る 例 が 非 常 に 多 い 。 し か も 、 そ う し た ミ ス に ほ
と ん ど す べ て の 技 術 者 が 気 が 付 い て い る 》  

パ タ ー ン Ⅰ  

 

事 例 51（ Ⅶ - 11）  

項 目  た め 池 改 修 工 事  

事 象  旧 構 造 物 等 を 残 置  

背 景  設 計 図 書 に 撤 去 の 記 載 が な か っ た  
原 因  「 安 易 」 に 考 え た  

経 過  発 注 者 の 指 摘 に よ り 対 策 を と る  

対 処  残 置 底 樋 ヒ ュ ー ム 管 を 充 填  

総 括  

不 明 点 は 発 注 者 と 入 念 に 協 議 す べ き  
《 発 注 者 と の 意 志 疎 通 が う ま く い か な か っ た 例 で あ ろ う 》  
《 本 例 で も 、 施 工 者 の 施 工 計 画 内 容 と そ の 発 注 者 に よ る 承 認 は ど
の よ う に な っ て い た の だ ろ う か と い う 疑 問 が 湧 く 。 リ ス ク マ ネ ジ
メ ン ト の 項 で 触 れ る が 、何 か 起 き て か ら 対 策 を と っ た と い う 例 は 、
逆 に い う と 事 前 対 策 の 施 工 計 画 は な か っ た の か も し れ な い 。 本 例
で 言 う と 、 撤 去 の 計 画 又 は 残 置 の 計 画 が 必 要 で あ っ た 》  

パ タ ー ン Ⅰ  

 

事 例 52（ Ⅶ - 12）  

項 目  舗 装 工 事  

事 象  鋪 設 後 1～ 2 年 後 に 波 と 不 陸 発 生  
背 景  当 時 （ 具 体 的 に は 不 明 ） は 合 材 の 配 合 設 計 を 自 身 で 行 っ て い た  

原 因  砂 の 成 分 に よ る 配 合 比 の 変 化  

経 過  研 究 し て 初 め て 気 が 付 い た  
対 処  最 近 の 配 合 設 計 を も う 一 度 見 直 し た ら ど う か  

総 括  

《 本 例 は 貴 重 な 提 言 で あ る 。 未 知 は 研 究 し て み な い と そ れ が 未 知
で あ る と は 気 が 付 か な い 例 で あ る 。 未 知 の 現 象 で あ る と 気 が 付 い
た と き 、 初 め て そ の 対 策 が 取 れ る 。 果 た し て こ の 投 稿 者 の 提 言 は
現 在 生 か さ れ て い る の だ ろ う か 。 土 木 工 事 で 使 用 す る 材 料 は 、 以
前 と は 大 部 違 っ て き て い る の で は な い か 。 大 学 な ど の 研 究 室 レ ベ
ル で は 気 が つ い て い る の か も 知 れ な い が 、 そ れ が 、 施 工 現 場 に ま
で 降 り て き て い る の で あ ろ う か 。》  
《 蛇 足 で あ る が 、 最 近 、 建 設 会 社 に 入 社 し て も 、 設 計 や 研 究 職 を
希 望 す る 者 が 増 え て い る と 聞 く 。 現 場 で も こ う し た こ と が 、 や ろ
う と い う 意 志 を 持 つ こ と に よ っ て 出 来 る の だ と い う 例 で 、 筆 者 は
読 ん で い て 感 慨 深 い も の が あ っ た 》  

パ タ ー ン Ⅴ  
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事例 53（ Ⅶ - 13）  

項 目  護 岸 補 修 工 事  
事 象  発 注 者 の 積 算 ミ ス を 減 額 で 対 応 さ せ ら れ る  

背 景  一 式 計 上 の 内 容 の 開 示 が な か っ た  

原 因  積 算 ミ ス の 責 任 を 請 負 者 に 負 担  
経 過  一 式 計 上 を 確 認 し た が 最 後 ま で 内 容 を 開 示 し て も ら え な か っ た  

対 処  協 議 の す え 減 額  

総 括  

発 注 者 が 適 正 な 設 計 を し て い な い  
《 投 稿 者 が 協 議 の す え 減 額 さ れ た こ と を 「 割 り 切 れ な い 気 持 ち 」
と さ れ て い る の に は ま っ た く 同 感 で あ る 。 筆 者 も こ う し た 話 を よ
く 耳 に す る 。 発 注 者 に は 猛 省 を う な が し た い も の で あ る 》  

パ タ ー ン Ⅴ  

 

事 例 54（ Ⅶ - 14）  

項 目  築 堤 工 事  

事 象  ク ラ ッ ク 発 生 、 盛 土 の 流 出  

背 景  当 初 設 計 に な い 材 料 の 使 用 を 受 注 後 に 指 示 さ れ た  
原 因  不 適 土 使 用 時 の 改 良 不 良  

経 過  
良 質 土 と 混 合 し て 使 用 し た が 竣 工 検 査 前 に 降 雨 に よ り 混 合 不 良 と
判 明  

対 処  【 不 明 】  

総 括  

《 本 例 も 発 注 者 の 無 理 押 し の よ う な 感 じ が す る 。 不 適 格 材 料 は 受
け 入 れ を 拒 否 す る こ と も 必 要 と 投 稿 者 は 記 述 し て い る が 、 そ の と
お り で あ ろ う 。 安 易 に 受 け 入 れ て 施 工 不 適 で あ れ ば 請 負 者 の 責 に
な る 。 こ う し た 場 合 、 技 術 者 の 技 術 力 が 問 わ れ る 》  
《 先 の 例 5 3 と い い 本 例 と い い コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 不 足 と は い え な
い 、 甲 乙 対 等 で な い 「 請 け 負 け 」 例 で あ ろ う 。 発 注 者 の 組 織 運 営
が 不 適 切 で あ る 背 景 が あ る と し か 感 じ ら れ な い 》  

パ タ ー ン Ⅴ  

 

事 例 55（ Ⅶ - 15）  

項 目  護 岸 工 （ 鋼 矢 板 打 設 ）  

事 象  ク レ ー ン に よ る 架 空 線 接 触  

背 景  
軟 弱 地 盤 足 場 の 崩 壊 懸 念 。 予 定 進 捗 よ り 早 い の に ク レ ー ン 設 置 場
所 を 移 動 せ ず 。  

原 因  ク レ ー ン 足 場 の 崩 壊 に 注 意 が 向 き す ぎ 上 空 注 意 が お ろ そ か  

経 過  一 時 的 停 電  
対 処  修 繕 、 お 詫 び 、 安 全 講 習 会  

総 括  

「 慣 れ た 作 業 、 簡 単 な 作 業 」 が も う 少 し で 終 わ る と 考 え 、 移 動 手
間 を 惜 し ん だ 。 施 工 途 中 で も 臨 機 応 変 な 施 工 方 法 の 立 案 が 必 要 と
反 省 。  
《 こ れ は 全 く 投 稿 者 反 省 の 通 り で あ る 。あ と 数 枚 で 終 わ る か ら と 、
ク レ ー ン 足 場 移 動 の 手 間 を 惜 し ん だ た め 、足 場 崩 壊 に 気 を と ら れ 、
上 空 監 視 が お ろ そ か に な っ た と い う 。 人 間 は 全 方 向 に 注 意 を 集 中
す る こ と は 非 常 に 困 難 で あ る か ら こ そ 、 事 前 の 調 査 と 計 画 と 計 画
さ れ た 手 順 の 遵 守 が 必 要 な の で あ ろ う 》  

パ タ ー ン Ⅰ  
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事例 56（ Ⅶ - 15）  

項 目  道 路 工 事  
事 象  工 事 に よ る 近 隣 住 民 か ら の 苦 情  

背 景  傲 慢 な 気 持 ち  

原 因  工 事 趣 旨 説 明 の 不 足  
経 過  工 事 カ ン バ ン に わ か り や す い 絵 を 描 く  

対 処  工 事 カ ン バ ン 仕 様 の 変 更  

総 括  

カ ン バ ン に 絵 と 標 語 を 記 し 、 イ ン フ ラ 整 備 の 必 要 性 な ど を ア ピ ー
ル 。  
《 明 確 な 「 現 場 の 失 敗 」 と は 少 し 違 う が 、 地 域 住 民 と の コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン 不 足 を 「 失 敗 」 と と ら え た の で あ る 。 先 に も 書 い た が 、
建 設 業 は 受 注 産 業 で あ る た め 、 直 接 の 発 注 者 だ け が 顧 客 と 考 え が
ち で あ る 。 こ の 点 を 投 稿 者 は 「 傲 慢 」 と 表 現 さ れ て い る 。 用 語 は
強 い が 、 ニ ュ ア ン ス は そ の 通 り で あ ろ う 。 公 共 工 事 の 場 合 、 真 の
顧 客 は 納 税 者 （ 土 木 構 造 物 の 寿 命 は 長 い の で 、 ま だ 生 ま れ て い な
い 将 来 の 納 税 者 も 含 む ）で あ る こ と を 考 え る こ と が 必 要 で あ ろ う 》 

パ タ ー ン Ⅳ  

 

事 例 全 体 の 印象  

①  投稿者の 考える 失敗は 、測 量のミ スとい う属人 的な作 業から 、発注 者と

の 協議 が う まく い か なか っ た とい う 現 場代 理 人 とし て の 失敗 ま で 非常

に幅が広 い。技 術者の 仕事の 範囲の 広さが 伺える 。  

②  経験に寄 りかか って安 易に進 めた場 合の失 敗が非 常に多 い。うまく いく

「だろう 」とい うのは うまく いかな い。  

③  失敗して 対策を とった がそれ も失敗 したと いう事 例はご く少な い。  

④  少数であ るが発 注者の 無理難 題が原 因とな った失 敗があ る。これに は悔

しさがに じみ出 ている 。  

⑤  失敗の可 能性が あった ので対 策を事 前にと ったと いう事 例もあ る。投稿

者が失敗 を広く 捉えて いるこ とは貴 重な知 見であ る。  

 

 

以 上 、要 約 文責 は筆者 にある 。原文 をお読 みにな りたい 方は、「 ＪＣＭ マ

ンスリー レポー ト」 20 03 年 3 月 号 か ら 2005 年 2 月 号 の バ ック ナンバ ーを

ご覧いた だきた い。   
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第 3章  事例の分析  

 

こ こ か ら 、 層別 化しな がら事 例の分 析には いるの である が、ど のよう な

手順で分 析して いけば よいだ ろうか 。  

 

分 析 と 言 っても 、統計 処理を 行うよ うに、 事例が 数値化 されて いるわ け

ではない から、 パター ン分類 のよう に、筆 者の印 象が強 く出て くるこ とは

予想され る。そ の結果 、投稿 者の意 図と異 なった 解釈が なされ ること もあ

るであろ う。  

そ れ は 仕 方のな いこと として 、まず 予想さ れるこ とは、 以下の ように な

ると考え られる 。  

①  ど の パ タ ーンが 多いだ ろうか ？  

②  多 い パ タ ーンの キーワ ードは 何だろ うか？  

③  そ の キ ー ワード は何を 意味し ている だろう か？  

④  キ ー ワ ー ド＝失 敗を招 くコン トロー ル要因 、と なる だろう か？  

最 後 の ④ が成り 立てば 、本書 で目的 とする 「失敗 しない ために はどう す

ればよい か」が わかる であろ う。  

果 た し て どうだ ろうか 。  
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3 . 1 事例の層別結果  

 

56 例 を 、 パ タ ーン 別に計 数して みると 以下の ように なる。  

 

表 3.1 パ ターン別事例数  

パターン 内     容  数  

Ⅰ  問 題 点 等 が 事 前 に わ か っ て い た の に 解 決 手 段 を と ら な か っ た 。  1 6  

Ⅱ  
同 種 工 事 に 経 験 が あ っ た た め 調 査 検 討 を せ ず 今 回 の 問 題 点 が わ

か ら な か っ た 。  
7  

Ⅲ  
同 種 工 事 に 経 験 が な か っ た の に 調 査 検 討 を せ ず 問 題 点 が わ か ら

な か っ た 。  
1 0  

Ⅳ  
同 種 工 事 に 豊 富 な 経 験 が あ っ た た め 調 査 検 討 を せ ず し か も 安 易

に 手 順 を 省 い た 。  
6  

Ⅴ  

未 知 の 事 象  

発 注 者 と の 協 議 に 問 題  

事 前 の 調 査 検 討 で 成 功  

そ の 他  

1 7  

 

グ ラ フ と し て可 視化 して みよ う。い かが だろ うか 、読 者が 予想 してい た

ような結 果であ ろうか 。  

0

5

10

15

20

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ

パターン

件
数

 

図 3.1 パ ターン別事例数のグラフ  

 

パ タ ー ン Ⅰ が最 も多い 16 件 （ 28.5％ ） で あ る 。（ パター ンⅤは 、複数 の

内容を含 んでい るため に多く なって いるの で別に 考える ）  

問 題 点 が 事 前に わか って いた のに、 解決 手段 をと らな かっ たた めに失 敗

したとい うのは 、失敗 するべ くして 失敗し たとい うこと であろ う。解 決手

段をとら なかっ たこと にはま た、い ろいろ な理由 がある が、要 するに 問題

点を自分 に都合 のよい ように 考えて いたの である 。  

投 稿 者 の 文 章に も「 安易 に」や 、「 だろ う」「 思い 込み 」な どの 語句が 出

てくる。 そして 、共通 するこ とは、 安易な 思い込 みのた め調査 検討を 怠っ
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た こ と が 失 敗に つなが ったと の反省 がされ ている ことで ある。  

 

人 間 は 本 性上、なにか とるべ き手段 を選択 するこ のよう な判断 におい て、

簡単に「 思い込 みによ る誤り 」を犯 しがち だとい われる。「そう であっ てほ

しい」と 思って いると きは、 あって ほしい 側の理 由を優 先的に 集め、 その

理由の判 断でも 、願望 に有利 な方向 にバイ アスを かけて 評価す るので ある。

自分では あくま で客観 的に公 正に評 価した つもり でも、 無意識 のうち に、

自己に有 利に資 する主 観的判 断を下 してい るもの である らしい と思わ れる。 

そ し て こ の 場合 、自 己に 有利 な判断 とは 、問 題解 決の 行動 をし ないこ と

を選択す ること であっ た。  

2 位 は 、 経 験 がなか ったの に調査 検討を しな かった 、パタ ーンⅢ 、 10 件

（ 17.9％ ） で あ る 。  

経 験 が な け れば 、事 前の 調査 や勉強 は欠 かせ ない し、 その 勉強 の過程 で

比較検討 が行わ れ、問 題点（ 解決す べき疑 問点） が浮か び上が ってき たと

思われる のに、 それを 怠った という のであ る。  

こ う し て 文 章に する と、 とう ていそ うし た行 動を とる こと は考 えられ な

いのであ るが、 これも また「 何とか なるだ ろう」 という 判断に 大きく 傾い

ている。  

 

そ れ に 引 き 替え 、経 験が あっ たの に失敗 した 、パ ター ンⅡ （ 12. 5％ ） と

パ タ ーン Ⅳ（ 10 .7％ ） は 、 や はり少 ない。  

や は り と い った のは 、こ の世 界（土 木） が、 技術 や管 理な ど多 くの部 分

で経験の 占める 割合が 大きい ことを 表して いるの ではな いだろ うかと 思う

からであ る。  

あ る 程 度 経験が あれば 、問題 解決に 強力な ヒント が与え られて いるか ら、

失敗する ことは 少ない 。  

し か し こ こ でも 、豊 富な 経験 があっ たた め「 安易 に」 考え て、 今まで の

ようにや ればよ い「だ ろう」 として 調査検 討を怠 った例 が多い 。経験 した

ことが裏 目に出 ている 。  

と く に パ タ ーン Ⅳで は、 ベテ ランが 豊富 な体 験に 頼り 、い わば 意識的 に

調査検討 段階を 省いて いる事 例が目 立つ。 極端な 場合、 多く体 験した 同種

工事だか らとい って、 設計図 書さえ 見てい ない例 もある 。  
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失 敗 す れ ば 、そ れを 回復 しな ければ なら ない 。失 敗の 修正 をす る場合 、

パターン Ⅱでは 、比較 的短期 日に軌 道修正 が図ら れてい る。  

文 章 の 量 で 言う と、 いか にし て対策 をと り失 敗を 回復 した かに 多くを 割

いている 例が多 い。結 果とし て回復 できた が、そ の過程 で費用 がかさ んだ

はずであ る。そ の点に 触れて いる例 は少な い。と もかく 工期内 完成が 第一

で、費用 はその 次であ るとい う、建 設業界 の「常 識」が 現れて いるの かも

しれない 。  

 

そ れ と 対 照的な のがパ ターン Ⅳで、意識的 に、確信 して省 いてい るため 、

軌道修正 も容易 ではな い。な ぜ意識 的に、 確信し ている かとい うと、 それ

を行った 当事者 がベテ ランで あるか らであ る。俗 にいう 「目を つむっ てい

てもでき る」状 態で、 本当に 目をつ むって しまっ たので あろう 。設計 図書

も見ずに 、思い 込みで 完成さ せ、検 査の際 に問わ れて材 料種類 の誤り に気

づいた例 などは 、果た してそ の結末 はどう なった かと強 く思わ ずには いら

れない。  

 

手 順 （ 事 前 の調 査検 討） を省 いたた めに 事故 （失 敗） が起 こる という ケ

ースは、 どちら かとい うとベ テラン に多い という 知見は 安全関 係と共 通し

ている。  

し か し 、 事 故の 原因 分類 のケ ースで は、 当事 者の 不注 意と いう 項目の 占

める割合 が高い のは読 者気が ついて おられ るだろ うが、 失敗に 至る過 程を

本書のよ うに一 連の流 れとし て分類 してみ ると、 なにか 、一時 の不注 意の

みが原因 ではな いよう な傾向 が感じ られる 。  

そ れ は 、 パ ター ンⅠ も含 めて 、いず れの 場合 も「 調査 検討 の不 足」と い

う要素が その過 程に浮 かび上 がって くると いうこ とであ る。  

失 敗 に 至 る 理由 はど のよ うで あれ、 結果 とし ての 失敗 の原 因は 、仕事 に

取りかか る前の 「調査 検討の 不足」 なので はない だろう かとい う、強 い疑

いが浮上 してく るので ある。  

 

も う 少 し 内容を 吟味す る必要 がある のだが 、そ の前に 、い わば「その 他」

としてく くって おいた パター ンⅤを 分解し てみよ う。  
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3 . 2 パターンⅤの細別  

 

パ タ ー ン Ⅴ を、 下記の ように 細分化 して 17 件 を 分 類 す る。  

Ⅴ － ①  未 知 の 事 象  

Ⅴ － ②  発 注 者 と の協 議に問 題  

Ⅴ － ③  事 前 の 調 査検 討で成 功  

Ⅴ － ④  そ の 他  

 

表 3.2 パ ターンⅤ細別事例数  

パ タ ー ン  事    例  数  
全 数 中 

割合（％） 

Ⅴ － ①  未 知 の 事 象  事 例 24、 5 2  2   3 . 6  

Ⅴ － ②  発 注 者 と の 協 議 に 問 題  事 例 1、 8 、 12、 3 2、 5 3 、 5 4  6  1 0 . 7  

Ⅴ － ③  事 前 の 調 査 検 討 で 成 功  事 例 18、 2 3、 2 5 、 3 6、 3 7、 4 0  6  1 0 . 7  

Ⅴ － ④  そ の 他  事 例 19、 3 1、 4 1  3   5 . 4  

 

先と同様 に可視 化して みよう 。今度 は全数 の中で の比較 である 。  
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図 3.2 パ ターン別件数  

 

 

「Ⅴ－① 未知の 事象」 は興味 深い事 例であ る。  

未 知 の 事 象によ る失敗 を追求 するこ とによ って、 新たな 地平が 開ける こ

とは、ノ ーベル 賞を受 賞され た白川 先生（ 筑波大 学名誉 教授） や田中 さん
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（ 株 式 会 社 島津 製作所 「田中 耕一記 念質量 分析研 究所」 所長） の例を 引く

までもな く、科 学や技 術の世 界では 珍しく ない。  

と く に 事 例 52 な ど は 、失 敗の原 因追求 を決し てあき らめず 、材 料や配 合

にまでさ かのぼ って研 究した 知見で ある。  

そ の 成 果 はとも かく、 なにか 失敗し た場合 の技術 者のと る態度 として は

先の両氏 に匹敵 すると 考えて も言い 過ぎで はない であろ う。  

よ く 観 察 すると 、土木 の世界 でも、 未知の 事象に よると 思われ る失敗 が

3.6％ も 存 在 す るのだ という ことを 知って おこう 。  

実 は 、よ く観察 すれば もっと 多いの かも知 れない 。何し ろ、地盤 や地形 、

構成材料 として のコン クリー トなど 、土木 を取り 巻く世 界では 、全て が知

り尽くさ れてい るとは 言い難 い面が あり、 これは 工事の 大小を 問わず 、従

って日常 茶飯事 に土木 技術者 の眼前 に現れ ている はずな のであ る。  

し か し 、 残念で はある が本書 の目的 と少し 外れる ので、 これに ついて は

ここで終 わらざ るを得 ない。  

 

「 Ⅴ － ② 発注者 との協 議に問 題」は 、全体 に占め る割合 を見て も無視 で

きない。 従って 、これ は別項 で検討 する。  

 

当 面 、 現 場の技 術者の 問題に 絞って 考える と、失 敗の分 析であ るから 、

成功例は 省いて もよい と思わ れるか もしれ ないの だが、 そうは いかな い事

例が多い ことは 先に述 べた。  

そ の 例 が「Ⅴ －③事 前の 調査検 討で成 功」である 。全 体の 10.7％ と い う

割 合があ る。こ れに注 目して 頂きた い。  

成 功 例 と して投 稿され たもの は全て 、調査 検討の 結果、 事前に 対策を と

った事例 ばかり である 。  

し か も 、現場の 技術者 個人の 努力は もちろ んだが、その投 稿文面 行間に 、

会社の協 力とい うか関 心とい うか、 工事は 請負っ た会社 全体の 責任で 行な

うもので あると いう認 識が現 れてい る。  

こ れ を 、 パ ター ンⅠ 、Ⅱ 、Ⅲ 、Ⅳで 得ら れた 結果 と総 合し て考 えると 、

現場の失 敗は、 単にそ の場で 安易に 考えた り、う っかり したり しての 失敗

以前の問 題とし て、「事 前の」調 査検討 の不足 という、工事施 工の手 順、も

う少し強 調すれ ば仕事 の手順 に係わ る部分 が浮か び上が ってく るので ある。 

こ れ は 、 失 敗原 因追 及に とっ て重要 な事 項で ある 。事 前に 対策 したか ら
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成 功 す る の は当 然だと 言う前 に、な ぜ、投 稿者は 「現場 の失敗 」にふ さわ

しいとし て投稿 したの か。  

今 後 、 こ の点は 本書の 重要な テーマ になっ て行く であろ う。  

 

Ⅴ － ④ そ の他に 分類さ れるも のは 、経験 が大 事であ るとい う（ 一般的 な）

主張や、 原因が 良くわ からな い（追 求して いない ）事例 である 。  

こ の よ う に 、投 稿者 にお いて 議論を 一般 化し てし まわ れる と、 投稿者 は

既に教訓 を得て いるの である から、 読む方 として は（申 し訳な いが） それ

以上の追 求は困 難であ る。投 稿事例 をお持 ちの方 は、ぜ ひ水平 展開で きる

ように、 事実と その「 言い訳 」を投 稿して いただ きたい もので ある。  

当 面 、 こ れ につ いて の詳 しい 情報は 得ら れな いの で、 分析 対象 とはし な

いでおく 。  
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3 . 3 発注者との協議問題  

 

「Ⅴ－② 発注者 との協 議に問 題」と いう項 目が無 視でき ない件 数であ っ

たので、 さらに 細分化 して考 えよう 。  

事 例 1、8、1 2、 32、 53、54 の 6 件 を も う 一度 読み直 すと 、以下 のよう に

なる。  

 

①  施 工 順 序 が施工 側の考 える（ 予定す る＝よ いと思 う）通 りでな い。  

事 例 1、 12 

②  発 注 側 の 取組み 姿勢に 問題  

事 例 8、 32、 53、 54 

 

① の ほ う は 、何 かこの 投稿か らはわ からな い理由 があっ たのか も知れ な

いが、施 工順序 も技術 的判断 の重要 な要素 である ことを 考える と、発 注者

要求の工 期厳守 と技術 的判断 の狭間 で悩む 現場技 術者の 姿が浮 かんで くる。 

こ う し た 事例の 多くは 、発注 者側の 事情に よるか ら、受 注者側 ではい か

んともし がたい と考え がちで ある。  

 

② は 、未 だ に一昔 前の「請 け負け 」の時 代のよ うであ るが、事例 53 な ど

は 、 なか でもと くに理 不尽な 感じが する。  

こ う し た 場合、発注者 側技術 者個人 の事情 などに 還元さ れがち である が、

広くとら えると 発注者 と受注 者間の コミュ ニケー ション の問題 とも言 える。 

上 司 や 発 注者や 設計者 に押し 切られ て、や むなく 施工し たが失 敗して 、

設計意図 が達成 できな かった という 場合は 実際に 多い。 多くは 双方の コミ

ュニケー ション 力の不 足で、 結果と しては 時間と 金額の 制約か らいわ ゆる

「請け負 け」状 態にな る。  

現 場 の 技 術者は 、先に もふれ たよう に、工 期内完 成が宿 命のよ うに感 じ

ている事 が多い から、 多くの 時間を 費やし て発注 者との コミュ ニケー ショ

ンを図る ことに 、少な からず 躊躇し てしま うので ある。  

し か し 、発注者 の無理 難題を 現場担 当者が 押し返 し切れ ず失敗 したと き、

あるいは 全社を 挙げて バック アップ したな ら結果 は違っ ていた かもし れな

い。  

こ れ は 何 も 、現 場担 当者 の責 任を軽 くす るた めで はな く、 現場 担当者 は



 

 57 

最 大 限 努 力 しな ければ ならな いが、 その努 力の達 成ある いは未 達成に つい

ては、会 社のバ ックア ップの 有無に 係わっ てくる という ことが ありは しな

いだろう か、と いうこ とであ る。  

 

そ の よ う な観点 でよく 読むと 、「Ⅴ－ ③事前 の調査 検討で 成功」の例で も、

投稿者の 文章の バック に会社 が出て くる事 が多い 。  

何 ら か の 問 題に 事前 に気 がつ いたと き、 会社 がバ ック アッ プし ている か

ら、発注 者と交 渉して 施工計 画を変 更する 事が出 来たと 、読め るので はな

いか。  

こ の よ う に 、現 場の 失敗 が、 技術者 個人 の範 囲を 超え た結 果と して現 れ

る前に、 会社が 何らか のバッ クアッ プを行 ってい れば、 また事 情が異 なる

ことも十 分に考 えられ そうで ある。  

現 場 の 技 術 者は 、そ の現 場に ついて は全 ての こと を自 分の 職分 として 考

え、実行 しがち である 。起こ る問題 を全て 解決し 、上司 には、 さあ全 部終

わりまし たと報 告した い。そ して、 会社も それを 期待し ている と考え てい

る。いち いち相 談した り、問 題解決 へのバ ックア ップを 期待し たりし てい

ると、な んだか 自分の 技術力 が低い ような 気にな るもの である 。  

し か し 、 問 題に は、 技術 者個 人の力 量だ けで はい かん とも しが たい事 も

ある。会 社組織 を挙げ て対処 しなけ ればな らない 場合、 それを いち早 く察

知するの も、技 術力、 もっと 言えば マネジ メント の力量 である 。  

こ う し て み ると 、会 社が バッ クアッ プし ない こと と、 現場 技術 者がバ ッ

クアップ を要求 しない ことは 、その 組織体 の問題 になっ てくる 。  

平 た く 言 え ば、 現場 の責 任者 が会社 に、 抱え てい る課 題を 言い やすい か

言いにく いかの 問題で ある。  

建 設 事 業 の よう な、 関係 者（ 発注者 、受 注者 のみ なら ず、 近隣 住民、 成

果物を将 来使う 人々な ど）の 多い仕 事では、現場技 術者個 人の力 量だけ で、

全てが解 決でき るもの ではな い。現 場の失 敗の裏 に、発 注者、 受注者 双方

の組織運 営問題 が隠れ ている ことが あるの である 。  
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3 . 4 「調査・検討の不足」の内容  

 

失敗に至 るスト ーリー （パタ ーン） の分類 作業を 通して 見えて きたも の

は、「 失敗 」に共 通する 原因が「 調査・検討 の不足 」である こと 、さら には

どの段階 で・ど のよう な背景 で「調 査・検 討の不 足」が 発生し たかに よっ

て、その 後のス トーリ ーが分 岐して いく様 子だっ た。  

こ の 内 容 をもう 少し詳 しく見 ていこ う。  

 

パ タ ー ン Ⅰの場 合は、 パター ンⅣに 似てい るが、 問題点 を事前 に把握 し

ている点 が違う 。問題 点をも う少し 突き詰 めて考 えてい れば、 すなわ ち調

査検討し ていれ ば、解 決策も 得られ たはず のケー スであ る。  

な ぜ 問 題 点が把 握でき ていた かとい えば、 同種の 工事を 過去に 体験し て

いたから である 。少な くとも 、担当 する工 事を（ 設計図 書など で）理 解は

していた わけで ある。  

問 題 点 が 事前に わかっ ていた にもか かわら ず、安 易に考 えたの は、先 に

も書いた が、「う まくい ってほ しい」と いう願 望が「う まくい くだろ う」に

変化した 典型で あるよ うであ る。  

だ か ら 、この 場合は「 調査・検討 の不足 」と言う よりは、「 調査・検討 を

しなかっ た」ほ うに力 点が置 かれる 。  

こ こ で 、 制度的 に「調 査・検 討」は 必ず行 なうと いう決 まりが あれば 、

こうした 願望に よらず 、そち らの方 に舵が 切れた のでは ないか 。  

マ ニ ュ ア ルや手 順書は 、それ に当て はまら ない場 合ばか りが強 調され る

ようであ る。技 術者個 人の判 断で手 順を省 いては いけな い（も ちろん 、修

正すべき 時は修 正せね ばなら ない）が、それ も強制 力があ れば違 ってく る。  

こ こ で の 強制力 とは、 個人の 信条や 思想か らでは なく、 技術者 の属す る

組織体の 性質か らでる それで ある 。その 組織が 、施工計 画を 、事前 の調査 ・

検討を行 った上 で立案 しなけ ればな らない という ように 決めて 実行さ せて

いれば、 少なく とも「 調査・ 検討を しなか った」 ことは 免れた であろ う。  

 

パ タ ー ン Ⅱの場 合は、問題点 が事前 にわか ってい ないた め失敗 してい る。

むしろ、 調査・ 検討を して問 題点を 明らか にしよ うとい う態度 が無い こと

が特徴で ある。  

従 っ て 、 このパ ターン も「不 足」と いうよ りは「 しなか った」 のであ る
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か ら 、 パ タ ーン Ⅰのと ころで 述べた ような 「歯止 め」が あれば 免れて いる

であろう 失敗で ある。  

 

こ の よ う に考え てくる と、パ ターン Ⅲもま た同様 な事が いえる 。  

調 査 ・ 検 討を必 ずしな ければ 先に進 めない ことが 、制度 として はなく 、

個人の判 断のみ にゆだ ねられ ている ことが 基底に あり、 それに 対して 技術

者の経験 の度合 いによ ってパ ターン が分か れたと 解釈で きるの である 。  

整 理 す れ ば、分 岐して いくパ ターン の特徴 を横断 的に見 てみる と、『（ 調

査・検討 自体が 重要視 されず に）し かるべ き対策 をとら なかっ た』、『（ 気づ

く事が出 来ずに ／気づ いたが 希望的 観測に より）しかる べき手 順を省 いた』

という傾 向が見 いだせ る。  

 

パ タ ー ン Ⅳの場 合は、 確信的 に省い ている ので、 不足と いうよ りはま っ

たくない 。調査 をして いない から、 検討も 行われ ていな い。第 一、設 計書

すら読み 込んで いない 場合も ある。  

こ れ は 、 失敗と いうよ り、技 術者が 設計内 容をよ く理解 し、そ れを実 現

するため の手順 の第一 歩を省 いてい るので あるか ら、正 直な感 想を言 えば、

よく仕事 ができ たとい う感じ である 。  

問 題 は 、 このケ ースの 主体は ベテラ ン技術 者であ るとい うこと にある 。

経験を積 み上げ 、応用 力を発 揮でき るのが 優れた ベテラ ン技術 者のは ずで

あるが、 この場 合は、 自己の 体験に 寄りか かるあ まり、 視野が 狭くな り、

「～だろ う」だ けが強 調され るので あろう 。  

 

以 上 の よ うに考 えてく ると、「調 査・検討の 不足 」とは 、ほ とんど「不 足」

ではなく 、「し なかっ た」こ とと同 義語で あろう 。  

失 敗 に 共 通する「 調査・検 討の不 足」が 一元的 なもの ではな く、「決め ら

れた施工 計画立 案の手 順を守 らない 」、「希 望的観 測によ る誤判 断」と いう

次元を含 んでい ること が垣間 見えて きた。  

 

こ こ で 、本書の 最初か ら、何 となく 違和感 をもっ て接し てきた、「なぜ 成

功事例を 失敗と して投 稿した のだろ うか」 という 疑問が 解けそ うな段 階に

なってき たこと がわか る。それを 裏付け る事例 が、「Ⅴ－ ③事前 の調査 検討

で成功」 ではな いだろ うかと 思うの である 。  
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図 1.3 を 、 も う 一 度見 直して いただ きたい 。現場 技術者 が真に 成功と 感

じるのは 、実は 図の左 側の一 直線の 矢印に 沿った 場合だ けなの ではな いだ

ろうか。 とにか く、そ れ以外 の道筋 は、大 小を問 わず何 らかの 失敗と 考え

てしまう のでは ないだ ろうか 。たと え解決 しても 、それ は一度 起きた 失敗

を解決し た、と 感じら れてい るので はない だろう かと思 うので ある。  

 

 

 

図 1 .3 手 間がかかれば失敗？（再掲）  

 

解 決 の 過 程 には 、会社 などの バック アップ がある と分析 したが 、これ が

手順を守 る事へ の一種 の強制 力や、 個人的 な希望 的観測 を避け る堤防 であ

ると解釈 する事 も出来 る。  

「 事 前 の 調査検 討で成 功（解決 ）」例に 属する 技術者 たちは、日頃、そ う

した組織 風土の 中にい てごく 自然に 、事前 の調査 ・検討 の重要 さ、そ して

その中で 発見さ れた問 題解決 が工事 完成に 必要で あるこ とを身 につけ てい

るのであ ろう。  

こ の 事 例 が、全 体の 10％ 強 あ る と言う ことは 、果 たして 多いの だろう か、

また少な いのだ ろうか 。  

こ の 点 は また、 後で考 えるこ ととす る。  

 

設 計 と 現 場 条 件 の 不 一 致  

現 地 交 渉 難 航  な ど  

失敗？  

解 決  

完  成  
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3 . 5 失敗の行き着く先  

 

現 場 の 小 さ な失 敗を なく すこ とがな ぜ重 要か とい うと 、そ れは 工事原 価

に影響を 与える からで ある 。原価 低減に ついて は、「乾い たぞう きんで もな

お絞る」 ような 努力が なされ ている が、こ の努力 を、小 さな失 敗が全 部無

にしてし まうし 、ある 場合は 目に見 えない 原価増 大に結 びつく ことが 起こ

るのであ る。  

こ の 影 響 は、「 現場の 失敗 」事例 を読ん でおわ かりの よう に、死 傷災害 な

どの重大 事故や 大きな 第三者 損害を 引き起 こすま でには いたっ ていな いこ

とが多い から、 技術者 個人の ミスと して技 術者社 会全体 では忘 れられ るこ

とが常態 である 。  

（ こ の 意 味 で、 収集 を開 始さ れた社 団法 人全 国土 木施 工管 理技 士会連 合

会の着眼 には敬 意を表 する）  

こ こ で 言 う よう な失 敗は 、た とえば 失敗 を活 かし てノ ーベ ル賞 を取ら れ

た田中氏 や白川 先生の ような 結果は 、まず 生み出 さない （可能 性とし ては

あるが）。従って 、評価 すべき は、そ の失敗 がどの ような 損害の 大きさ を生

み出した のかに 置かれ るべき であろ うとい うのが 一方の 重要な 視点で ある。 

さ ら に 、 同 じ失 敗で も、 その 後の対 応が うま くい けば 損害 は最 小限に と

どまるが 、遅れ たり誤 ったり すれば そうは いかな い。失 敗が成 長する とい

われるこ とには 、この ように 、対応 が的確 でなけ れば被 害が雪 だるま 式に

大きくな ってい くとい うよう な意味 がある のであ る。  

 

残 念 な が ら 本書 で取 り上 げた 事例で は、 そこ まで の分 析は ほと んどで き

ない。し かし、 コメン トとし ては、 この点 にもふ れてみ ている 。  

最 近 の よ う に、 ます ます 余裕 のない 原価 での 施工 を求 めら れる 場合が 増

えてくる と、積 極的な コスト ダウン の方策 を考え るのは 当然で あるが 、小

さな失敗 を根絶 して、 予期し ないコ ストア ップも 避けな ければ ならな い。  

そ の た め に は、 失敗 の原 因を 個人に 還元 する ので はな く、 何か 組織体 制

的な原因 がある のでは ないか という 観点に たって の検討 が必要 となっ てく

るのであ る。  
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第 4章  失敗から学ぶ  

 

失 敗 の 原 因 とし て、「 調査・検 討の 不足」が 多く、その内 容とし ては「 決

められた 施工計 画立案 の手順 を守ら ない」、「希望 的観測 による 誤判断 」が

大きく浮 かび上 がって きた。 本章で はこれ をさら に掘り 下げて 見よう 。  

前 章 ま で のまと めの意 味で、 対照的 な２つ のプロ セス図 を示し ておく 。  

 

 

 

図 4.1 失 敗のプロセス  

 

 

 

 

図 4.2 成 功のプロセス  

調査で問題発 見  成    功  検討して対策 実施  

上司 、会社 、発 注者とともに考 える  

調査 ・検 討をしない  
失   敗  

対策をしない  

手順を省 く  

なんとなく「だろう」と思い込んだ  

だれにも相談 していない  
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4 . 1 原因の検討  

 

失敗の原 因とし て浮か んだ「 調査・検 討の 不足」、その内 容とし ての「決

められた 施工計 画立案 の手順 を守ら ない」、「希望 的観測 による 誤判断 」に

ついて考 えてみ よう。  

 

① 調 査 ・ 検討の 不足  

こ れ は 、いう までも ないが 着工前 を含む 事前の 調査・検討 のこと を意味

する。  

失 敗 に 気 が付 くと 、「 事前 にも っと 検討 して おけ ばよ か った 」と いう反

省が起こ る。以 前経験 し、今 回も同 じだろ うと思 ってい た工事 （工種 ）で

あればな おさら である 。少し 調べて おけば わかっ たこと を、わ かって いれ

ば対策も 簡単で あった ことを 、なお ざりに してお いて失 敗して から挽 回し

ようとす るのは より大 きなエ ネルギ ーを要 する。 当然原 価に響 く。  

調 査・ 検 討の 機会が なかっ たわけ ではな い。どのよ うな工 事でも 着工前

に施工計 画を立 案し、 それに 沿って 実行予 算を組 み立て 、それ ぞれ「 施工

計画書」「実行 予算書 」とし て文書 化する 。  

簡 単 な 工 事と複 雑高度 な工事 では、作 成の期 間手間 に大き く差が あるが 、

それにし ても、 この作 業がな ければ そもそ も工事 に着工 できな いのが 公共

土木工事 の通常 である 。  

し か し 、 実態は どうか 。本書 の事例 にはそ のあた りの記 述はな いが、筆

者が見聞 したと ころに よると 、「施工 計画書 」は、雛型に のっと りそれ をな

ぞって発 注者へ の提出 書類と しての み作成 する、 実行予 算は作 成しな いか

またはご く簡単 なもの しか作 成しな い、と いうの が中小 建設会 社の中 に多

いようで ある。  

地 方 の 建 設会社 の手が けた工 事の竣 工検査 に立ち 会って いると、現場の

実施と施 工計画 の関連 が、ま ったく ない場 合に多 く遭遇 する。 以前、 その

意味をイ ンタビ ューし たこと がある が、答 えは「 施工計 画は役 所に出 せば

よい。計 画と実 施は違 うもの だから 、現場 は臨機 応変に 行う」 であっ た。  

こ こ で は 、調 査・検討ど ころか その前 提であ る計画 からそ の重大 性が無

視されて いる。  

施 工 計 画 は、紙の上 で一度 工事を 完成さ せるも のであ るから 、い わば図

上演習の ような もので ある。 失敗も その対 策もこ のとき 洗い出 し、対 策案
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を 考 え て て おか なけれ ば、白 紙のま まの本 番では 成功は おぼつ かない 。  

お そ ら く 「現 場の失 敗」事 例の範 囲では 、こ うした こと（ 実効的 な施工

計画なし ）はご く少数 であろ うから 、施工 計画は 立てた ものの 調査・ 検討

が「不足 」する 理由を まず考 える。  

 

い ろ い ろ 考えて くると 、同 じ「 調査 ・検討 の不足 」で も、大別し て二つ

の内容が あるこ とが解 る。  

ひ と つ は 、技 術者個 人の知 識が不 足して いるた め、そもそ も事前 調査す

べき項目 として もあげ られて いなか った場 合であ る。  

も う 一 つ は、もう読 者はお わかり であろ うが 、検討 が形式 的に流 れたよ

うな場合 である 。  

仮 に 大 き な問題 が隠れ ていて も、きち んと施 工検討 会のよ うな事 前の会

社（組織）のバッ クアッ プがあ れば、そして それが 形式的 に流れ なけれ ば、

誰かが気 がつく 。  

三 人 寄 れ ば文殊 の知恵 ではな いが、な ぜ複数 人での 検討を 行なう かとい

うと、複 数の頭 脳を並 列につ ないで 、あた かもパ ソコン の複数 並列で スー

パーコン ピュー タのよ うに、 知恵を 結集す る事が できる からで ある。 そし

て、その ことに よって 、技術 の継承 が起こ り、担 当技術 者の技 術力も 高ま

ることと なる。  

逆 に 、 担 当技 術者（ 当然 、その 現場に ついて はいち ばん詳 しい）のあげ

た項目に ついて のみ参 加者が 意見を 表明し て、そ れ以上 考えよ うとは しな

いような 場合が ある。ここで、担当技 術者 が何か 見落と してい ると、当 然、

その問題 は無い ものと される 。この 場合は 、担当 技術者 がより 技術力 を高

める努力 をしな いと、 いつま でも同 じ失敗 が繰り 返され ること になる 。  

 

し か し 、技術 力を高 めると 言って も、組織的 な関与 が形式 的なの である

から、全 く技術 者個人 の努力 による しかな い。  

も ち ろ ん 、こ のよう な場合 も、技術者 は努力 して技 術力を 高める であろ

う。だが 、なん と言っ ても土 木技術 は組織 力によ るとこ ろが大 きい。 個人

の努力だ けでは 、その 範囲の 広さ、 深さを カバー するの は難し い。  

 

こ の よ う に、「調 査・検 討不足 」の真 の原因 は、工 事を施 工する 会社（ 組

織）が、 適切に 対応し ていな かった といえ る。現 場の失 敗をな くすに は、
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ま ず 組 織 問 題と して取 り組む 必要が あるの ではな いだろ うか。  

技 術 者 は 、 多か れ少 なか れ組 織で仕 事を する 。中 でも 土木 技術 者は、 一

人の技術 力が帰 趨を決 めると いう場 面は少 なく、 組織の 技術力 が個人 の技

術力の背 中を押 してい る。  

だ か ら 、 施 工検 討会 等を 事前 にしっ かり と行 い、 チェ ック を繰 り返す 習

慣のある 組織で の失敗 は、ご く少な いし、 失敗は 予測で き先手 を打つ こと

ができる 体制が あれば 、失敗 の結果 として の損害 は少な くなる かある いは

未然に防 止でき るので ある。  

事 例 の 中 で も、 チェ ック 機能 が働き 、事 が重 大に なる まえ に防 止でき た

記述もあ る。事例 20（ シ ー ル ド工 事の法 線ずれ ）な どはそ の典型 であろ う。  

 

「 調 査 ・ 検 討の 不足 」と なる と、で はど こま でや れば 不足 では ないの か

という疑 問が出 る。  

ま た 、 事 前 には 無か った こと が、事 後的 に起 きて 来た 場合 など はどう な

のかと言 う問題 もある 。  

何 を 調 査 す べき かに 関し ては 、技術 者の 経験 の量 や、 問題 に気 がつく 力

量なども 関係し てきそ うであ る。  

 

こ の あ た り のこ とと 、先 に述 べた組 織と その 構成 員で ある 個人 との関 係

のことな どは、 解き明 かすに は困難 な面も あるか ら、後 に少し 掘り下 げて

みること にする 。  

 

② 決 め ら れた施 工計画 立案の 手順を 守らな い  

手 順 の 不 遵 守に よる 失敗 とは 、決ま った 手順 があ るの にそ の一 部また は

全部を省 いたた めに起 こる失 敗であ る。ま た、組 織の了 解なし に別の 手順

に置き換 えてし まうこ となど も含む 。  

東 海 村 に おける ＪＣＯ 臨界事 故の際 は、後 者の問 題が指 摘され ている 。  

こ の 決 ま っ た手 順と いう のは 、紙に 書か れた 手順 書の みを 意味 しない 。

技術者で あれば 暗黙の うちに 了解し ている 手順と いうも のも含 む。チ ェッ

クは二つ 以上の 異なっ た方法 で行な うなど 、計算 書のチ ェック では習 い性

になって いると 思われ る。  

 

し か し 、 安 全作 業手 順書 の遵 守を日 々厳 しく 指導 され てい る技 術者が 、
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自 己 の 測 量 やＰ ＤＣＡ（ プ ラ ン → ド ゥ → チ ェ ッ ク → ア ク ト ）の手順を省くの

はどうし てなの だろう か。  

「 現 場 の 失 敗」 事例 に見 られ る不遵 守は 、圧 倒的 にチ ェッ クを しなか っ

たという ことが 多い。 ＰＤＣ ＡのＣ の省略 である 。  

「 調 査 ・ 検 討の 不足 」が ＰＤ ＣＡの Ｐ＝ 計画 の問 題で ある から 、組織 が

ＰＤＣＡ を遵守 する体 制にあ れば、 Ｃ＝チ ェック も行わ れる。 ＰＤＣ Ａが

繰り返さ れてい れば、 チェッ クだけ を省く ことは 少し考 えにく い。で あれ

ば、これ らの事 例の背 後にも 、ＰＤ ＣＡ全 体の不 遵守が あるの ではな いか

と推定さ れる。  

 

も っ と も 、 チェ ック とい うこ とは、 いわ ば一 度行 なっ たこ とを 繰り返 す

のである から、 省かれ やすい 事情も 解らな いでは ない。  

し か し そ れ では 、Ａ ＝修 正が 行われ ない から 、結 局Ｐ Ｄだ けに 終わっ て

しまうこ とにな る。あ るいは 、調査 ・検討 の不足 と手順 の不遵 守をあ わせ

て考えれ ば、現 場で行 われて いるこ とはＤ =実 施 だ け とい うこと になっ てし

まうかも 知れな い。  

 

③ 希 望 的 観測に よる誤 判断  

誤 判 断 と は 、あ る選 択肢 があ った場 合、 適当 でな いも のを 採用 してし ま

うことで ある。  

適 当 で な い もの を採 用し ても どこか でチ ェッ クさ れて いれ ば、 Ａ＝修 正

に結びつ いて、 新たな Ｐから のサイ クルが 繰り返 される のだが 、①② で推

測したよ うに、 このサ イクル が実行 されて いない 場合は 、誤判 断がそ のま

ま失敗に 直結す る。  

 

で は な ぜ 誤判断 をして しまう のだろ うか。  

あ る 選 択 肢 があ ると いう こと はその 時点 で分 かれ 道に なっ たと いうこ と

にたとえ られる 。この 場合意 志を決 定する 要素は 、それ こそ無 限にあ る。  

計 画 が あ る こと であ れば それ に沿っ て判 断す るか ら、 そも そも その時 点

で意志決 定する 必要が ない（ 計画時 点で意 志決定 されて いる）。  

計 画 に な い問題 が発生 したり（調 査・検討の 不足）、ある いは計 画その も

のがなか ったり するか ら、誤 判断の 生まれ る余地 ができ てしま うので あろ

う。  
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し か し 、 そ うは 言っ ても 、現 場は日 々変 化し てい くの で、 技術 者はそ れ

こそ時々 刻々意 志決定 を迫ら れてい る。し かも、 判断す る時間 は、計 画時

点よりは ごく少 ないの が普通 である 。  

こ う し た 場 合に 誤判 断を 防ぐ 方法は ない のだ ろう か。 日常 考え られる 問

題をすべ て数え 上げ、 それに 対する 対策を 事前に 考慮し ておく 方法に 、リ

スクコン トロー ルやリ スクマ ネジメ ントが ある。  

こ れ に つ いても 、後に 述べる ことと する。  

 

誤 判 断 は ベ テラ ンに 多い こと を思い 出し てい ただ きた い。 何か を判断 す

るときの 考え方 の偏り 方をバ イアス と表現 し、事 例では ベテラ ンバイ アス

と楽観主 義的バ イアス が多い 。（コ ラム参 照）  

自 分 は 経 験 者だ と思 うと 、ま た同じ 事の 繰り 返し だと いう 意識 が働き 、

新たに調 査・検 討する ことを 省く。 同時に 、それ が成功 体験だ と、今 度も

同じよう にやれ ばよい という 意識が 働く。  

こ れ ら を 防 止す るに は、 ここ でもや はり 、経 験の ある こと とい えども 基

本的にＰ ＤＣＡ の手順 を守る こと以 外には ないよ うであ る。  
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【コラム１：リスク認知のバイアス】  

 

失敗事 例を 読む と、 事前 にあ る程 度認 知し てい ながら 結果 とし てそ の認

知を生か せない で失敗 したと いう事 例が少 なから ずある 。  

リ ス ク は 、 すべ てを 完全 には 管理 する こと は出 来ない ので 、最 終的 には

あるレベ ルで許 容限界 を設け なけれ ばなら ない。そ の際、現 場の状 況（工

種、工程の 進捗状 況など） や、社会 的条件 あるい は現場 技術者 の経験 に基

づく判断 などが 、その 限界値 に影響 する。  

こ れ が 、 リ スク 認知 をゆ がめ るバ イア スと いう もので あり 、一 般に は表

の様に区 分され る。  

 

表  リスク認知のバイアス  

項        目  内        容  

正 常 性 バ イ ア ス  

個 人 レ ベ ル で の 異 常 性 が あ る 範 囲 内 で あ れ ば 、

一 般 的 に 普 通 と 考 え ら れ る 見 方 を し て し ま お う

と い う 傾 向 の こ と 。 リ ス ク 情 報 の 異 常 性 を 減 じ

て 日 常 性 の 中 に 埋 め 込 も う と す る も の 。  

楽 観 主 義 的 バ イ ア ス  

破 壊 に 至 る よ う な 見 方 よ り も 日 常 か ら の 軽 い 逸

脱 の 一 つ と し て 楽 観 的 に 解 釈 し よ う と す る 傾 向

の こ と 。 心 理 的 ス ト レ ス を 軽 減 し よ う と す る 働

き で あ る 。  

カ タ ス ト ロ フ ィ ー ・ バ イ ア ス  

極 め て ま れ に し か 起 き な い 被 害 規 模 の 巨 大 な リ

ス ク （ 巨 大 地 震 、 小 惑 星 の 地 球 衝 突 ） に 対 し て

リ ス ク の 過 大 視 が 起 こ る 傾 向 の こ と 。  

ベ テ ラ ン ・ バ イ ア ス  

過 去 の リ ス ク 対 処 に よ り 得 ら れ た リ ス ク 耐 性

（ 災 害 下 位 文 化 ） が 災 い し 、 新 た な リ ス ク に 対

す る 判 断 を 誤 ら せ る 可 能 性 の こ と 。  

バ ー ジ ン ・ バ イ ア ス  

経 験 し た こ と の な い リ ス ク に 対 し て 、 リ ス ク を

過 大 に 、 も し く は 過 小 に 評 価 し 、 正 確 な リ ス ク

認 知 を 得 ら れ な い 可 能 性 の こ と 。  

「 技 術 士 制 度 に お け る 総 合 技 術 監 理 部 門 の 技 術 体 系 」 (社 )日 本 技 術 士 会 1 42 ペ ー ジ  

 

現場の失 敗事例 では、「安 易な気 持ちで」「 考えて はいた が」「 知って はい

たが」とい う反省 が多い。 これら はいず れも上 表のう ち「カタ ストロ フィ

ー・バイ アス」 以外が 働いて いたも のと推 定され る。  

さ ら に 、そ の中で も「正 常性バ イアス」あるい は「楽 観主義 的バイ アス」

とともに 「ベテ ラン・ バイア ス」と 想定さ れる例 が多い ようで ある。  

人 が 認 識 す るの であ るか ら、 これ らの バイ アス を事前 に察 知し て、 完全

に無くす ること は困難 であろ う。  

と く に 、 楽 観主 義的 バイ アス のよ うに 、人 間本 性に根 ざす と言 われ てい
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る よ う な 部 分は 、その 事象が 起きて からで ないと バイア スであ ったこ と自

体を気が つかな いでい ると言 うこと が多い 様であ る。  

こ の よ う に、リスク マネジ メント 自体が 行われ ていな いと 、認 知して い

た リ ス ク も 正 し く リ ス ク 全 体の 中 で の 位 置 を 評 価さ れ ず に 無 批 判 に 受 入

れてしま うこと になる 。  

投 稿 文 の 反省点 では 、技術 者個人 の失敗 が 、現場 全体の ひいて は会社 の

損害につ ながっ たこと を悔や む文章 が見ら れる。それを 繰り返 さない ため

にも、リ スクマ ネジメ ントが 行われ なけれ ばなら ないで あろう 。  
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4 . 2 ＰＤＣＡにおけるＤの優越  

 

前項で説 明なし にＰＤ ＣＡサ イクル に触れ た。Ｐ ＤＣＡ サイク ルにつ い

ては次節 で簡単 に説明 を行う から、 ここで は既知 とさせ ていた だくが 、通

常図 4.3 の 様 な 模 式 図 によっ て説明 される 。（コ ラム２ 参照）  

 

 

図 4.3 デ ミングサイクル  

 

失敗の原 因を見 てくる と、この サイク ルでの Ｐ及び Ｃが不 足して いるか、

または全 くない と言う 点が浮 かんで きた。 このこ とから は、図 4.1 .4 のよ

うな、回 転でき ない円 が想像 される のであ る。  

 

 

 

図 4.4 デ ミングサイクルにおけるＤの優越  
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こ れ は 、 ど のよ うなこ とを表 してい るだろ うか。  

 

Plan  ： 失 敗 を 予 測し 防止す るため の事前 の調査 ・検討 ・計画 が不足  

 

人 間 は 経 験した ことし か計画 できな い。人 類史上 初めて の原子 爆弾開 発

を行った マンハ ッタン 計画や 、月に 立った アポロ 計画な どは、 計画が 試行

錯誤の連 続であ った。 それま でわか ってい ること を調査 し、似 たよう な例

があれば 類推し 、試行 しなが らすぐ 計画の 見直し をする ことで しか対 処出

来ないの である 。  

規 模 は 遙 かに小 さいが 、土木 工事の 施工計 画にも 同様の ことが いえる の

である。 ただし 、個々 の技術 者には 経験が 無くて も、先 人の経 験はた くさ

んあるこ とが違 う。こ れが調 査で、 社内に 過去の 工事の 実績に 関する 蓄積

が豊富に あれば 、非常 に簡単 になる 。  

土 木 工 事 は「現 地、一 品生産 」であ るから 、それ でも過 去の蓄 積その ま

まの適用 は出来 ない。 そこで 、施工 計画が 重要に なるの である 。施工 計画

は紙の上 で一度 工事を 完成さ せるシ ミュレ ーショ ンなの である 。  

立 案 の 過 程で、 問題点 が発見 され、 再調査 しなけ ればな らない ことが 見

つかり、それを 解決し ていく 中で、バ ーチャ ルな工 事が完 成する のであ る。  

 

Do    ： 計 画 を 省 いて 直ぐに 実施（ なんと なく実 施）  

 

と こ ろ が 、本来 、計画 の無い ところ に実施 は無い はずで あるの に、技 術

者個人に 類似工 事の経 験があ ったり 、計画 を練る 時間的 余裕が 少なか った

りすると 、その 部分（ 計画立 案）を 省いて すぐに 実施す ること が起き る。  

や っ て み てまず ければ 直せば よいと いうの は、正 論に聞 こえる かも知 れ

ないが、 そう簡 単にい かない のは事 例で見 たとお りであ る。  

「 う ま く いくだ ろう」「何 とかな るだろ う」でうま くいっ た事例 は非常 に

少ない。 ここに は、成 功願望 的なバ イアス のかか った考 え方し かない 。戦

場に赴く 兵士は 、自分 だけは 生還出 来ると 思って いる、 大地震 でも自 分だ

けは助か ると思 って準 備をし ない、 などに 通ずる ところ である 。あと は、

直すこと が不可 能にな るか、 直すの に非常 な手間 がかか るか、 最初か らや

り直すか しかな い。  

こ れ は 、もしか すると 日本的 態度の 典型か もしれ ない。無 計画の 計画（「 次
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郎 物 語 」 下 村湖 人）と いう考 え方や 、何年 か前の 野党党 首の「 やるっ きゃ

ない」フ レーズ が人気 を集め たこと と関係 がある かも知 れない 。  

公 共 事 業 で批判 の多い 、始め た事業 は社会 的環境 が変わ っても ストッ プ

出来ない 、など も同様 な感じ がする （事前 の計画 が無か ったと はいえ ない

が、詰め が甘か ったは いえる かも知 れない ）。  

 

Check： 計 画 が 無 いか ら直前 発生に しか対 処でき ない  

 

で は 、 こ うして 実施す るとど のよう なこと が起こ るか。  

い く ら 計 画をし なかっ たから と言っ て、行 動を起 こすた めには 何らか の

予想や見 通しは 必要で 、実際 それは あるの である 。土木 工事で 言えば 設計

図書であ り、担 当技術 者個人 の以前 経験し たこと の記憶 などで ある。 これ

らをもと に、行 動を開 始する のであ るが、 これに はひと つ考え ておか なけ

ればなら ないこ とがあ る。予 想や記 憶は、 うまく いかな かった 場合が 含ま

れている ことは 少ない 点であ る。  

も ち ろ ん 、過去 に失敗 した経 験のあ る技術 者は、 その記 憶に基 づいて 、

事態を避 けよう とする であろ う。し かし、 今度は 、事態 は過去 の記憶 通り

には進捗 してく れる保 証はな い。つ まり、 記憶頼 りでは 、今回 の事態 に対

するシミ ュレー ション が行わ れてい ないこ とにな る。  

こ う し た 場合、 行動の 過程に おいて 「予期 せぬ」 事象が 発生す ること を

よく経験 するの は、投 稿事例 の通り である 。  

も し 、 事 前に調 査して いたな ら「予 期せぬ 」事態 にはな らなか ったと 気

がつくの はその ときで ある。 往々に して、 この「 予期せ ぬ」事 態は、 当初

の意に反 する形 で起こ る。こ れが「 失敗」 である ことは 失敗の 定義の 箇所

で述べた 。  

計 画 が 無 いか、 よく詰 めてい ないか すると その計 画のど こが影 響して そ

の事象（ 失敗） が発生 したか と言う ことが 不明確 となる 。  

し か し 、「 予期せ ぬ」事 態は回 避また は修正 しなけ ればな らない 。そこ で

行われる ことが 、その 事態の 直前に 行われ たこと に対処 するこ とであ る。

これはあ る意味 当然で 、計画 がはっ きりし なけれ ば、そ れまで の過程 の事

象との関 連が不 明確で あるが 、直前 だけは 明確で ある。  

事 態 に よ っては 直前対 処だけ で回避 ・修正 が完了 する場 合もあ るが、 直

前の直前 と次々 さかの ぼって 、つい に当初 （着工 時）の 予想や 見通し の不
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備 に 気 が つ き、 言うな ればや り直し となる 場合が 多い。  

先 の 図 4.3 や 図 4.4 に 表 し て い ると おり、 Ｐが無 ければ Ｃも出 来ない の

である。  

 

Act   :  失 敗 し た 個 人への 非難や 制裁だ けが行 われる  

 

こ の 部 分 は通常 、失敗 や不都 合を受 けて、 Ｐを修 正する ことが 行われ る

はずであ る。  

し か し 、 直前対 処だけ が行わ れると 、それ は直前 の処置 が「悪 かった 」

という結 論にな り、そ の処置 をとっ た技術 者個人 の責任 追及が 行われ るこ

とになる 。  

責 任 追 及 は当然 とはい え、原 因追及 をさか のぼる ための 計画が ないの で

あるから 、事態 はその 時点（ 直前） でスト ップす る。  

こ れ が 、 個人へ の非難 や制裁 となっ て現れ ると、 それで 落着し 、あと は  

「 あ っ て はなら ない」 という 精神論 だけが 残る。 これで は、Ａ の意味 はな

くなる。  

 

 

以 上 の よ う に 、管理 サイク ル上の「Ｄｏ 」の 優越は 、実際 は「 Ｐｌａ ｎ」

の過小評 価なの である 。「Ｐ ｌａｎ 」を 過小評 価する と「Ｃ ｈｅｃ 」も「Ａ

ｃｔ」も それに つれて 過小評 価にな り、回 転すべ きサー クルが 回転す るは

ずのない 形とな るので ある。  
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4 . 3 Ｄの優越の結果  

 

先 に 見 た Ｄ の優 越の結 果、失 敗した 個人へ の非難 や制裁 だけが 行われ る

点につい て、少 し立ち 止まっ て考え てみよ う。  

 

失 敗 と は 、人間 が何か 介在し ないと ころで は起こ らない のであ るから 、

目に見え る原因 現象は 、「失敗 した人 間」であ る。そこ で、処分 や制裁 が行

われるの は当然 であろ う。  

し か し 、 失敗を なくす と言う 観点か ら考え てみる と、処 分や制 裁で、 同

じような 失敗が それ以 降なく なるで あろう か。処 分や制 裁には 、他の 人へ

の警告の 意味も あるか ら、ま ったく 効き目 がない とはい えない 。人の 失敗

し易さか らの改 善はあ る程度 までは 可能で ある。  

再 教 育 ・ 再訓練  

マ ニ ュ ア ルの整 備  

注 意 深 い 人の再 配置（ 適材適 所の配 置）  

な ど が 同 時に行 われれ ばよい 。  

し か し 、 これだ けで同 じ失敗 が繰り 返され ないと いうこ とには ならな い

のである 。  

 

第 一 に 考 えられ ること は、故 意の失 敗はど うにも ならな いと言 うこと で

ある。故 意には 、悪意 も含ま れる。 最近の 情報漏 洩のケ ースな どを考 えて

も、確信 的にウ イニー をイン ストー ルし、 アンテ ィニー に感染 して情 報が

漏洩する などは 防ぎよ うがな い。  

本 書 の 例 で言え ば、ベ テラン が確信 的に手 順を省 くなど は、わ かって 行

っている のだか らこれ もまた 防ぎよ うがな い。  

当 然 で あ るが、 心理学 的アプ ローチ である ヒュー マンエ ラー対 策には 、

こうした 確信的 な失敗 に関す る事項 は含ま れない のであ る。  

 

第 二 に 、 失敗は 、それ をした 人にと ってま たとな い経験 である 。失敗 は

人を成長 させる 。失敗 した本 人はお そらく 二度と しない 。問題 は、同 じ失

敗を他人 がまた するこ とにあ る。処 分や制 裁とい う警告 があっ ても、 他の

人は自分 のこと ではな いから 、本人 ほどに は効果 がない 。制裁 や処分 は、

失敗を犯 罪的と とらえ 、人の 成長の 芽を摘 んでし まうお それが ある。  
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日 本 で は 敗 者復 活の仕 組みが ないと よく言 われる が、一 度の失 敗で再 度

立ち上が れない 様な処 分や制 裁は、 よく考 えない とひと りの仕 事を奪 うだ

けでなく 可能性 をも奪 ってし まうの である 。  

神 話 的 に なって しまっ てはい けない が、日 産を再 建に導 いたカ ルロス ・

ゴーン氏 の言葉 に、「 失敗は 成功の 一部で ある」 という のがあ る。  

 

こ の よ う に処分 や制裁 だけが なぜ行 われる かを考 えてみ ると、 Ｄｏの 優

越、直前 対処に 行き着 くので ある。  

そ し て 、 皮肉な ことに Ｄｏの 優越の 結果は 、図 4.5 の よ う に 、 時間と 共

に規制が 強化さ れ、Ｄ ｏ優越 の低下 になっ ていく のであ る。事 故が起 きる

たびに規 制が強 化され ていく ことに 現れる ような ことが 、技術 者の自 由な

発想と技 術適用 を妨げ る方向 に行く のであ る。  

 

 

図 4.5 Ｄ の優越の結果  

 

失敗をな くすた めには 、この ように 、ＰＤ ＣＡサ イクル そのも のを考 え

ていかな ければ ならな いと思 うので ある。  
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4 . 4 マネジメントのサイクル  

 

Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イク ルの説 明が後 になっ たのは 、本書 の構成 が具体 的事例 か

ら始まっ ている ことに よる。  

こ こ で 、 整理の 意味で 、サイ クルの 各段階 を簡単 に確認 してお く。  

 

Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サイク ルとは 、次の ような もので ある。  

 

計 画 （ P lan）  ⇒ 実 施 （ Do）  ⇒ 検 証 （ C heck）   ⇒ 処 置 （ Act ion）  

 

(１ )Ｐ ｌ ａ ｎ ： 計画  

「 計 画 」とは、あ る行為 をなす 場合に 、過去 の同種 類の行 為を基 にして 、

「いつ＝ Ｗｈｅ ｎ」「誰 が＝Ｗ ｈｏ」「なに を＝Ｗ ｈａｔ」「どこ で＝Ｗ ｈｅ

ｒｅ」「 なぜ＝ Ｗｈｙ」「どの ように して＝ Ｈｏｗ 」行な うかを 決める こと

である。（これ らのこ とを通 常５Ｗ １Ｈと 表現す る）  

さ ら に 、「い つ＝Ｗ ｈｅｎ 」の 中には 開始と 終了の あるこ とを明 確にす る

ために「 いつま でに」 を含め ること もある 。  

ま た 、 最 近の顧 客指向 では、 相手を はっき りさせ るため に「だ れのた め

に＝Ｗｈ ｏｍ」 を含む ことも ある。  

先 に 書 い たよう に、こ れらが 決まれ ば「い くらで ＝Ｈｏ ｗ  Ｍ ｕ ｃ ｈ 」

行なうか が決ま る。（ 全体で ６Ｗ２ Ｈと言 う場合 もある ）  

こ れ ら を 、具体 的に  

人  （ Me n）  

材 料 （ Ma terial s）  

方 法 （ Me thods）                 ５ Ｍ  

機 械 （ Ma chiner y）  

資 金 （ Mo ney）  

に つ い て 決定し ていく のであ る。  

 

通 常 、 実 行する 段階の みにマ ネジメ ントが 行われ るとい う考え 方がさ れ

るように 思われ るが、 計画す ること もマネ ジメン トの一 部であ る。  

土 木 工 事 でいえ ば、目的物 が決ま らない のでは マネジ メント はでき ない。 

設 計 を 施 工 者が 行な うこ とは おお むね ない （最近 では ＤＢ ＝デ ザイ ンビ
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ル ド 方 式 と 言っ て行わ れるこ ともあ るが ）から、「なん となく 」実 行段階（施

工）を担 当する 部分だ けに適 用され ると考 えがち である 。  

し か し 、 工 事目 的物 につ いて の詳 細な 理解 （使用 目的 など ）な しに 、実

現する手 段（５ Ｍ）は 決まら ない。 実現す る手段 が決ま らなけ れば、 それ

を管理す ること はでき ない。「 なにを ＝Ｗｈ ａｔ」が、計 画に入 ってい るの

は、そう した意 味があ る。  

こ れ ら を 決 定す るた めに は、 過去 の同 種類 の経験 が計 画の 基盤 にな けれ

ばならな い。  

と い う こ と は、 反面 、世 界で 史上 初め ての 行為、 誰も やっ たこ との ない

ことを計 画する のは、 計画の 作成自 体がで きない か、ま たはで きても 非常

に困難で あると いうこ とにも なる。  

し か し 、 お よそ それ を人 間が 行な うの であ れば、 人間 の能 力は （人 間の

過去の経 験から ）予想 できる のであ る。「お およそ の」計 画は可 能なの であ

る。  

「 お お よ そ の」 計画 は、 すぐ に行 き詰 まっ たり、 試行 錯誤 の連 続に なっ

たりして しまう 。しか し、行 き詰ま ったと いうこ とも過 去の経 験とな り、

試行錯誤 という 経験の 集積に なるか ら、結 局それ らを繰 り返し ていけ ば、

だんだん と計画 ができ あがっ ていく 。  

原 子 爆 弾 の開発 、人類 の月着 陸など 、人類 初めて の事業 がそう であっ た。

計画が実 現され たのも 、「おお よそ」の 段階か ら「確実 な」段階 に進ん でい

く過程が あった のであ る。  

よ く 、 や っ たこ とが ない から 計画 でき ない 、とい うが 、そ れは 、こ うし

た過程を 忘れて いるの である 。  

こ れ は 、 計 画者 個人 のこ とだ けを 意味 しな い。他 の人 でも 会社 のほ かの

部署でも 、昔の 人でも 、とに かく誰 かが同 種類の ことを 手がけ ていれ ば、

その経験 を基に 計画が できる のであ る。  

実 績 や 経 験 が施 工計 画立 案・ 管理 に重 要な 要因と して ある のは 、そ のよ

うな意味 である 。  

土 木 工 事 は 現地 一品 生産 で、 気候 風土 地形 時期を 考え れば 、二 つと して

同じもの はない 。しか し、逆 にそれ らを考 えに入 れなけ れば、 無数に 同じ

ものを作 ってき たので ある。  

こ の こ と から、計画に は、広 範囲の 情報収 集が欠 かせな いこと がわか る。  

情 報 が 自 分 自身 や社 内で 足り なけ れば 、雑 誌に載 って いる 施工 報告 など
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も 、過 去 の 経験 として 取り入 れる様 にする ことが できる のであ る。むし ろ、

聞きかじ りのあ やふや な経験 談より 、こう した公 にされ た情報 のほう が、

試行錯誤 部分を 切り取 ってい るだけ 有意義 な場合 もある 。  

こ の よ う に 、計 画す ると は、 目的 を決 め、 よく理 解し 、そ の上 で情 報収

集をはか って手 段を決 定する 、こと を言う のであ る。  

 

(２ )Ｄ ｏ ： 実 施  

計 画 が で き れば 実施 の段 階に 入る 。こ の段 階こそ 、技 術者 が日 常的 に向

かい合っ ている 場面で ある。  

果 た し て 、 以下 の様 な点 に留 意し て実 施し ている であ ろう か。 留意 点を

２～３あ げてお く。  

 

① 計 画 を 理解す る、さ せる。  

ど ん な よ く でき た計 画で も、 実施す る人 がそ れを よく 理解 して いなけ れ

ば実現は おぼつ かない 。  

現 場 で い え ば、 職長 、作 業員 の隅々 まで 、目 的と 手段 を理 解し てもら う

必要があ る。も ちろん 、担当 技術者 の理解 が曖昧 ではい けない から、 率先

して理解 する必 要があ る。  

説 明 を 繰 り 返す 。手 順書 を整 備する 。必 要な ら集 合教 育を 行な う。こ れ

らの方法 を組み 合わせ て、自 分も、 相手も よく、 深く理 解する 。他の 人に

説明でき ると言 うこと は自分 の理解 する手 助けに もなる 。  

作 業 員 が 指 示を 守ら ない とい うが、 作業 員は 指示 され たこ とだ けを行 な

うのだか ら、そ の場合 は指示 が的確 でない か足り ないか である 。覚え てく

れないの は教え 方が悪 いので ある。  

 

② 不 都 合 を明る みに出 す。  

実 施 し て い ると 、計 画の 不備 や、考 え方 の足 りな さ、 条件 の違 いなど が

わかって くる。これを、「まあ いいか 」でや り過ご してし まうこ とが往 々に

してある 。事例 にも、 ある問 題を「 安易に 」やり 過ごそ うとし た失敗 があ

った。  

ど ん な 小 さ なこ とで もま ずは 実施の 段階 で明 るみ に出 して おく 必要が あ

る。  

当 然 、 修 正 すべ きは 修正 し、 なぜ計 画が うま くい かな かっ たの かを洗 い
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出 し て お く 。  

よ く 、「 計画通 りには いか ない」からと 計画を 立てな かっ たり、計画書 と

して発注 者に一 度出し てしま えば、 全く顧 みられ なかっ たりす ること があ

るが、そ れは計 画では ない。  

計 画 と は 、 不断 の修 正の 上に 成り立 つも ので あり 、そ のた めに は計画 の

問題点が 明らか になら ねばな らない のであ る。  

計 画 の 検 討 ・修 正を ない がし ろにす るこ とが 、計 画が 管理 上役 に立っ て

いない原 因の大 部分を 占めて いる。  

 

③ 教 育 す る。  

も ち ろ ん 人 は千 差万 別の 意識 と力量 を持 って いる から 、あ る一 定の目 標

にたどり 着くた めには 、目標 の理解 と共に 共通の 力量を 要請し なけれ ばな

らない。 このた めに教 育が行 われる 。教育 といっ ても、 訓練の 意味を 含む

から建設 業では 主とし てＯＪ Ｔ（オ ン・ザ ・ジョ ブ・ト レーニ ング） によ

る教育と なって いる。  

Ｏ Ｊ Ｔ の 詳 しい 内容 につ いて は他の 書籍 を参 照し てい ただ きた いが、 注

意しなけ ればな らない ことは 、単に 部下を 現場に 放りこ んで、 成り行 きで

仕事の要 領やコ ツを身 につけ させる のだと いう誤 解があ っては ならな い。  

と も す れ ば、「俺 のや ること を盗め 」的な「 教育」が見ら れるが 、それ が

技術の属 人化を 招き、 体験の 経験化 を阻害 してい ること を忘れ ないよ うに

しよう。  

Ｏ Ｊ Ｔ に も 十分 な計 画が 必要 で、 指導 者が 職務遂 行を 通し て、 組織 の一

員として の自覚 、仕事 に必要 な知識 や技能 、取り 組み姿 勢、仕 事をす るこ

との価値 や達成 感等々 をどの ように 効果的 ・有効 に育成 するか を明確 にし

ておかな ければ ならな い。  

 

(３ )Ｃ ｈ ｅ ｃ ｋ ：検証  

検 証 に は いろい ろな方 法があ る。  

事 例 で 多 か った もの にチ ェッ クを怠 った 失敗 があ る。 連続 した 丁張り を

見通して ずれた ものが ないか チェッ クする といっ た簡単 なこと から、 構造

計算を別 の方法 で再計 算する ような 、少し 手間の かかる 方法ま である 。  

決 ま っ た こ とが 決ま った よう に行っ てい るか を、 一度 立ち 止ま って照 合

するよう な意味 である から、 省略し やすい ことは 確かで ある。 そして 、省
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略 し た 場 合 の損 害の大 きさも また確 かであ る。  

手 順 を 遵 守 して いれ ば製 品は できあ がっ てい くか ら、 竣工 検査 前に一 通

り出来型 のチェ ックを して調 書を作 成し、 それで 終わり という 場面を よく

見る。  

そ の 背 景 に は、 工程 の節 節で チェッ クし てき た実 績が あっ ての ことで あ

るという ことが ある。 だから 、工程 途上の チェッ クを怠 ってい ると、 竣工

検査まで 気がつ かない でいた という 失敗が 起きる のであ る。  

検 証 は 、 Ｐ ＤＣ Ａの 節目 であ る。 これ のな い仕事 はあ り得 ない と考 える

べきであ ろう。  

 

構 築 物 を 施工し ていく ことは 、図面 に描か れた抽 象物を 現実の ものに し

ていく過 程であ るから 、寸法 を測っ たり、 強度を 確認し たりす る計測 と、

それが正 しく設 計を表 現して いるか どうか を検討 ・判定 する段 階が、 必ず

含まれる 。  

通 常 は こ れを「検 査」とい い、「検 査に合 格する」ことに よって 次の工 程

に進むこ とが出 来る。 ある目 的物を よくあ らわす 基準が あって 、それ に基

づいて作 られた ものの 基準値 に対応 する部 分があ るとき 、両者 が合致 して

いれば「 合格」 とする 。合致 してい なけれ ば、合 致する まで「 手直し 」を

行なう。  

測 定 な ど は施工 者が行 なうが 、「合 格・不 合格」の判定 は、通常 、発注 者

の監督員 （また はその 代理で ある施 工管理 者）が 行なう 。  

コ ン ク リ ートを 打設し てしま うと、鉄筋は 見えな くなる もので あるか ら、

正しく組 み立て られた 証拠に 、サイ ズ、長 さ、本 数、組 立ピッ チなど の写

りこんだ 写真を 撮り、 保管す る。確 認のた め、原 則とし て判定 した監 督員

等もその 写真の 中に入 り、証 拠とす る。  

一 方 、 工 場 製品 の検 査は 、品 質管理 の一 環と して 、全 数ま たは サンプ ル

の誤差や 不合格 品のデ ータを 統計的 に分析 し、工 程上の 異常を 発見し 、そ

れを取り 除いて 安定し た製品 供給を 目指し ている 。生コ ンクリ ート製 造工

場や、コ ンクリ ート二 次製品 工場で 行なわ れてい る検査 （品質 管理） はこ

の部類に 入る。  

こ の よ う に 、建 設工 事現 場の 検査の 手順 には 、工 場等 での 工業 製品の 検

査とは違 ういく つかの 特徴が ある。  

建 設 工 事 現 場の 検査 では 、工 業製品 とは 異な る事 情か ら次 のよ うな特 徴
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が あ ら わ れ る。  

①  サ ン プ ル を抜き 取るの ではな く、全 数検査 である 。  

通 常 、 測 定点全 てで基 準を満 足して いるこ とが合 格条件 となる 。  

②  全 数 検 査 は、施 工各段 階で行 なわれ る。  

施 工 の 各 段階で 全数合 格しな ければ 、後工 程に進 めない 。  

③  不 合 格 品 は必ず 合格と なるま で手直 しする かまた は廃棄 する。  

ISO9001 規 格 （ 8． 3 不 適 合 品 の管理 ）で 言う「特別 採用」は、通常の

選択肢に はまず 無い。（事例 39 は こ の 場 合 だが、 特別で あろう ）  

し か し 現 実には 、土木 構造物 はでき あがっ てしま うと、 不適合 である

からとい って容 易には やり直 しがき かない 。その ため、 検査を する監

督職員に とって も、や り直し を命じ ること に心理 的な抵 抗があ るのも

事実であ る。そ の結果 として 暗黙の 特別採 用が時 に行な われ、 機能は

損なわれ ていな いから という 「言訳 」とと もに採 用され る。  

と は い え 、不合 格の原 因とは 、途中 の施工 管理が 十分に 働かな かった

からなの で、や はり、 やり直 しが行 なわれ なけれ ばなら ない。  

こ の よ う な事情 は皆、 建設工 事が一 品生産 である ことに 由来し ている 。  

建 設 工 事 の最た る特徴 は、こ のよう に、同 じよう な工事 はあっ ても施 工

場所が違 ったり 、季節 が違っ たりし て、全く 同一の 工事は 無いこ とであ る。  

建 設 工 事 の現場 では個 別の製 品を確 認する 意味で の「検 査」は 行われ る

が、工業 製品と 同じよ うな意 味での 検査＝ 安定供 給のた めの「（ 品質）管理」

の考え方 が持ち 込みに くいの である 。  

工 場 の よ うな同 質の条 件や作 業での 生産は ないか ら、時 には、現 場では 、

（品質管 理の道 具とし ての） 統計的 処理に 意味が 無いよ うに感 じられ る場

合すらあ る。  

例 え ば 、 コンク リート の品質 管理と して、 打設時 にスラ ンプ、 空気量 、

塩化物含 有量、 水分な どの測 定を行 なうが 、それ が単に 記録し ておく だけ

の事にな ってし まって いる。 チェッ クとし ての測 定であ ればそ れも必 要だ

が、その 結果が 、次の 工程に どのよ うに活 かされ ている だろう か。  

施 工 性 か ら、出 来上が りの品 質から みて、 配合を 変化さ せてみ るよう に

フィード バック されて いるだ ろうか 。  

特 に 、 小 規 模工 事で は、 統計 的に有 意に なる だけ のデ ータ が得 られな い

場合が多 い。コ ンクリ ートは 一回だ けしか 打設し ない、と いった 事情か ら、

検査は重 要視さ れても 管理は 忘れら れがち 、とな っては いない だろう か。  
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統 計 的 手 法 が成 り立 つに は繰 り返し 同じ 事象 が現 れる 必要 があ る。一 回

限りのコ ンクリ ート打 設では 、管理 図での 管理の しよう がない とおも って

はいない だろう か。  

こ の 点 は 、重要 な問題 である し、主 として 品質管 理の方 法の問 題であ る

が、現場 が小規 模なら 全社的 な課題 とする など、 管理の 方法は いくら でも

考えられ る。  

と こ ろ で 、 品質 管理 の手 法が 取り入 れに くい と思 われ るそ の一 方で、 経

験を重ね た技術 者は、 工事工 程のど の部分 で不適 合品（ 不合格 ）が出 やす

いか、事 前に予 想がつ き、事 前に手 を打て る場合 がある 。  

こ の よ う な ノウ ハウ をも つ技 術者ほ ど手 戻り が少 なく 、結 果と して利 益

をあげら れるの である 。  

ベ テ ラ ン 技 術者 の頭 の中 では 、どの よう な思 考が 行な われ てい るのだ ろ

うか。  

経 験 は 技 術 者を 成長 させ るが 、それ が実 は単 なる 「体 験」 であ ること が

多いこと に注意 を払う 必要が ある。 体験か ら何か を学ん だとき 、初め て経

験になる のであ る。統 計的手 法など による 品質管 理と同 じよう な過程 が、

ベテラン 技術者 の蓄積 した情 報（経 験）の 中で行 われて いるの である 。  

そ れ で は 、 現場 管理 を初 めて 行なう よう な若 い技 術者 は、 経験 を積む ま

で待たな ければ ならな いのだ ろうか 。  

そ の よ う なこと は無い 。  

ベ テ ラ ン 技 術者 が長 い間 かけ て体得 した 手法 を、 意識 的に 学べ ばよい の

である。  

科 学 的 に 、 合理 的に 、あ る方 法を学 べば 、ベ テラ ンが 、経 験的 に試行 錯

誤して身 に付け た時間 を大幅 に短縮 するこ とが可 能であ る。  

大 げ さ に 言えば 、人類 が発生 して 400 万 年 か か つ て学ん だこと を、現 代

人は学校 という 系統立 てて教 えるシ ステム を考え 出した がゆえ に 、12 年 か

ら 16 年 で 学 ん でいる のであ る。  

そ し て 、 特 に管 理の 技術 につ いては 、発 生こ そ外 国で ある が、 日本で 発

達し世界 に広ま った伝 統を持 ってい る。土 木施工 管理の 世界に も、「 検査」

同様に「 管理」 の考え 方が浸 透して いくこ とが望 ましい だろう 。  

 

(４ )Ａ ｃ ｔ ： 処 置  

こ の 段 階 で 、Ｐ ＤＣ Ａサ イク ルが一 巡し て終 了す る。 終了 する と言う こ
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と は 、 新 た なサ イクル に入る と言う ことで ある。 新たな 段階と いうの は、

前のサイ クルよ りシス テムが 向上し ている はずな のであ る。  

 

検 証 の 結 果 、異 常が 見つ かれ ば是正 する 必要 があ るか ら、 これ につい て

はほぼ行 われる であろ う。是 正処置 はその 必要が あるか ら行わ れるの であ

る。  

反 面 、 あ ま り行 われ ない のは 、次の ため に同 じ異 常を 起こ さな い予防 策

を取り、 新たな 計画と するこ とであ る。こ れを予 防処置 という 。  

考 え て み れば、 本書も 「現場 の失敗 」に関 する予 防処置 の一環 である 。  

失 敗 し た 事 例を 収集 する 、そ れを検 証し て反 省す る、 そし て、 ２度と 同

じ場面に 出会わ ないよ うに、 仕事の やり方 を変え ていく 。  

予 防 処 置 とは、 このよ うに、 仕組み を変え ること である 。  

失 敗 に は 原 因が ある のだ から 、その 原因 を仕 事の 上か ら取 り除 いてし ま

うことで ある。思い出 さなく ても出 会わな いよう にして しまう ことを 言う。 

と は 言 っ て も、 測量 のよ うな いつで も同 じ手 順で しか 出来 ない 、仕組 み

の変えよ うがな いと思 われる 事項に 関して はどう だろう か。  

病 院 な ど で 最近 行わ れて いる 失敗の 予防 処置 に、 薬や 注射 の前 に他の 人

が確認す るとい う段階 を取り 入れて いる例 がある 。複数 の判断 による 確認

は強力で ある。  

も っ と も 、 では 最近 多い 一人 現場で はど うす るの だと いう 反論 が出そ う

である。  

な に か を 否 定す る事 は肯 定す ること より ずっ と易 しい 。す ぐさ ま、だ か

ら出来な いとい う数え 切れな いくら いの理 由が思 い浮か ぶ。  

し か し 、 こ れの 答え も当 然あ る。そ れは 、こ れか ら管 理の 本質 につい て

さらに掘 り下げ て考え る中で 判明し ていく だろう 。  

以 上 の よ うな段 階を省 かずに 実施し ていく ことが 、ＰＤ ＣＡサ イクル を

回すこと である 。これ らが行 われて 初めて 、マネ ジメン トが行 われて いる

と言うこ とにな るので ある。  
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【コラム２：デミング・サイクル】  

 

 

管 理 に つ い ての 考え方 では、デ ミング・ サイク ル（サー クル） という 図

がよく使 用され る。  

「 Ｐ Ｄ Ｃ Ａを回 す」などと 表現さ れて 、一 般的に は次の 図のよ うに表 現

されてい る。本 書でも すでに 登場し た。  

 

 

デ ミ ン グ ・ サイ クル  

 

円 で 表 さ れる通 り、これは バラバ ラな概 念では なく 、Ｐ ＤＣＡ が一体 と

なったと きに初 めて意 味を持 つ。しかも 、右に移 動して いくこ とが向 上に

つながる という ことま で意味 してい る。（ 最近の ＩＳＯ 14001 等 で は 、こ の

考 え 方 を 取 り 入 れ 、 螺 旋 状 に上 昇 し て い く 図 が 示さ れ て い る 。 ス パ イ ラ

ル・アッ プの概 念であ る。）  

本 書 に 沿 ってい えば、工 事全体 の「ＰＤ ＣＡ」は もとよ り、個 別には 安

全管理か ら日々 の作業 、技術 者個人 の仕事 まで、 全ての マネジ メント に、

デミング ・サイ クルの 考え方 が欠か せない ものと なって いる。  

 

こ の 考 え 方は 、日本 の統計 的品質 管理の 導入に 多大の 貢献を された 、エ

ドワード ・デ ミング 博士に よると ころ大 である から 、そ の名を 取って 命名

されたも のだと 言われ ている 。  

デ ミ ン グ 博士本 人は、 師のシ ューハ ート博 士（ベ ル研究 所の研 究員で 、

統計的品 質管理 ＝ＳＱ Ｃの生 みの親 と言わ れてい る。パ レート 図を品 質管

理に導入 された ）が 考えた もので あるか らシュ ーハー ト ・サイ クルと 呼ぶ
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べ き だ 、 と おっ しゃっ ていた ようで ある。  

し か し 、 い までは、 デミン グ・サイ クル（ま たはサ ークル）と して日 本

では定着 してい る。  

デ ミ ン グ 博士 の 名は 、Ｑ Ｃ→ Ｔ ＱＣ →Ｔ ＱＭ （「 日本 の ＴＱ Ｃ」 を国 際

的にはＴ ＱＭと 呼び 、慣行 に従っ て今で はこち らにな ってい る ）と進 展し

てきた日 本の品 質管理 の、デ ミング 賞とし ていま も残っ ている 。  

建 設 業 で は、業 界上げ てのブ ームに なった ことも あった 。  

途 絶 え て いると は言っ ても、建設業 でも、ＱＣ活 動が少 なくな っただ け

で、「Ｐ ＤＣＡ 」や「 ＱＣ七 つ道具」、「管 理図」（ JIS Z 9 021(19 98)「 シ ュ

ー ハ ート 管理図 」）な どは、 現在で も広く 定着し ている 。  

長 い 不 況 と、少子高 齢化の 成熟社 会の到 来を迎 えて 、建設 業界で は、ど

うにかし て体質 を変え ようと 努力を 始めて いる会 社も多 い。  

公 共 事 業 の厚く 深い庇 護のも と、経 営をほ とんど 意識し ないで 巨大化 し

た建設業 で、何が本 質的な 経営手 法たり 得るの か 、一度 整理し てみる こと

が必要か もしれ ない。  

実 は 、多 くの経 営手法 は、そ の源流 をシュ ーハー ト→デ ミング に求め る

ことがで きるの ではな いか、 と言う のが筆 者の感 想であ る。  

 

デ ミ ン グ 博士が 、日本 の製造 業に繁 栄をも たらし た指導 を行っ て後、ア

メリカに 帰って からど のよう な活動 をされ たかと 言うこ とは、あまり 知ら

れていな いので 、少し それに ついて 述べて おく。  

80 年 代 ま で の アメ リカは、日本の 製品の 輸出攻 勢に押 され、息 も絶え 絶

えの状況 であっ たとい う。日本の 製品は 高品質 で 、しか も安価 であっ たか

ら、アメリ カは 調査団 を組織 して日 本製造 業の秘 密を探 りに何 度も来 日し

たそうで ある。  

こ こ で 彼 らは、どこへ 行って もデミ ング博 士の名 に出会 った。デミン グ

賞という、 博士の 名を冠 した章 も「発 見」した。 そして 、この デミン グ博

士こそ 、日本 の高品 質の生 みの親 である と言う ことが わかっ てきた 。しか

もアメリ カ人だ という ので 、探す ことに なった 。探さな ければ わから ない

くらい、 アメリ カの産 業界で は無名 であっ たよう である 。  

彼 ら は 、 ついに 、ニュ ーョー ク大学 に週 1 回 統 計 学 を教 えるた めにワ シ

ントンに 住んで 飛行機 でニュ ーヨー クに通 ってい る統計 学者を「発 見 」し
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た 。  

1980 年 ア メ リ カ の テレビ局 N BC が「 も し 日 本に出 来るな ら何故 我々に 出

来ないの か？」と いう番 組を放 映した のは、そ のよう な時期 であっ た。こ

の番組は 大反響 を呼び 、 1,400 万 人 が 見 、 3,000 本 の ビ デ オ が 一月で 売れ

たといわ れてい る。  

こ う し て 、アメ リカ再 興のた め、ジ ョージ ワシン トン大 学主催 による 博

士の 4 日 間 セ ミ ナーが 始まっ た。500 人 以 上 の 人 が 毎回参 加し、年に 20 回

前 後 行 わ れ、博士が 19 93 年 12 月 20 日 に 亡 く な る 10 日 前 ま で 続き 、参加

人員 20 万 人 を 越 える 史上最 大のセ ミナー となっ た。  

1981 年 、フ ォ ー ドがア メリカ におけ るデミ ング再 発見の 最初の 製造業 と

し て 再 出 発 し た 。 デ ミ ン グ 博士 の 指 導 に よ り フ オー ド の 業 績 は 回 復 し 、

1987 年 の 利 益 は 過去 50 年 間 で 始 めてＧ Ｍの利 益を上 回り、 5,000 人 を 越

え る 役職 者には 平均 5 万 ド ル 、現場 の従業 員には 平均 4,000 ド ル を 越 え る

ボーナス を支給 したと いわれ ている 。  

 

日 本 に き たとき のデミ ング博 士は統 計学者 で 、統計 的品質 管理（ＳＱ Ｃ）

のことを 教えて 行かれ た。その招 聘の理 由もあ って 、あ たかも シュー ハー

ト博士の 代理の ような 具合で あった 。  

そ れ が 、 ＳＱＣ →ＴＱ Ｃの流 れをた どるう ちに、品質管 理の技 術が効 果

を発揮す るため には、安定雇 用や人 的資源 を最も 重要な 資産と 考える 日本

的経営文 化が根 底に必 要であ る事を 、デミ ング博 士は学 ばれた ようだ と言

われてい る。  

ア メ リ カ で 4 日 間 セ ミ ナーを 行った 時、デ ミング 博士は シュー ハート の

統計的品 質管理 ばかり ではな く、あ らゆる 組織体 に競争 力をつ けるた めの

経営哲学 を講義 した。 それが 、デミ ング経 営哲学 といわ れるも のであ る。  

建 設 業 に お い て も 、 も う 一 度博 士 の 哲 学 を 学 び 直し て み て は ど う だ ろ う

か。  
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4 . 5 ヒューマンエラー  

 

失 敗 の 原 因 に、 技術 者個 人の ヒュー マン エラ ーが ある とい うこ とは、 事

故事例の 分析な どでよ く紹介 されて いる。  

そ し て 、 そ れを 根絶 する 方法 はなか なか 見出 せな い、 繰返 し注 意を喚 起

するとい う方法 になら ざるを 得ない という 結論が 多いよ うであ る。  

そ れ は 、 失 敗は 個人 の経 験の 多寡や 資質 に所 以す る部 分が 多い からで あ

ろうと考 えられ ている とによ るのだ ろう。  

本 書 は 、 結 果と して の事 故を 分析し てい るの では なく 、事 故や 損害に 結

びつかな い失敗 も対象 にして いるの で、少 しだけ 意味合 いが異 なるが 、重

なる部分 ももち ろんあ るので はない かと予 想され る。  

そ の た め 、 ヒュ ーマ ンエ ラー と失敗 の関 係に つい ても 、少 し検 討して お

こう。  

 

図 4.1 失 敗のプロセス（再掲）  

 

図 4.1 に お い て 、「な んとな く「だ ろう」 と思い こんだ」「だれ にも相 談

していな い」部分（こ れを本 書では、「 コント ロール 要因 」とし た ）が 、原

因を失敗 に導い たとす るなら 、これ は今ま で見て きたよ うに管 理手順 など

の問題で はなく 、正に ヒュー マンエ ラーな のでは ないか という のが、 本節

の問いで ある。  

 

ヒ ュ ー マ ン エラ ーと いえ ば、 失敗し たそ の個 人の 資質 に問 題が あった と

調査 ・検 討をしない  失   敗  

対策をしない  

手順を省 く  

なんとなく「だろう」と思い込んだ  

だれにも相談 していない  
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す る も の と 思わ れるか も知れ ないが 、じつ はそう では無 いので ある。 本節

では、詳 細な議 論は省 いてお くが、 その一 例を示 すこと とする 。  

 

ヒ ュ ー マ ン エラ ーの 定義 は、 研究者 によ って 多様 だが 、こ こで は小松 原

教授の提 唱する 次のよ うに考 えてお く（※ １）。  

 

「 す べ き こ とが 決ま って いる とき、 すべ きこ とを しな い、 ある いはす べ

きでない ことを する」  

 

普 通 に は 、 施工 計画 であ るい は作業 手順 書で 決め られ てい るの に、そ れ

をしない 、また は禁じ られて いるこ とをす ること 、と考 えてお けば大 きく

は違わな いとい えよう 。  

 

も う 少 し「 エラー」の内容 を詳し く言う と次 のよう になる。（ これも、も

っと細い 分類も ある）  

①  オ ミ ッ シ ョンエ ラー（ 実行す べき行 為をし ない）  

②  コ ミ ッ シ ョンエ ラー（ 実行し たが正 しく行 なわな い）  

③  イ ン パ ー フェク ション エラー （やる べきこ とをや ったが 不十分 ）  

④  入 力 エ ラ ー（聞 き間違 い、見 間違い など）  

⑤  媒 介 エ ラ ー（判 断や記 憶の間 違いな ど）  

⑥  出 力 エ ラ ー（言 い間違 い、ボ タンの 押し間 違いな ど）  

⑦  ス リ ッ プ （意図 してい ないこ とをし てしま った失 敗）  

⑧  ミ ス テ イ ク（目 標形成 、意図 自体の 失敗）  

 

「 現 場 の 失 敗」 掲載 事例 の多 くは、 この 分類 で言 えば ①オ ミッ ション エ

ラー（実 行すべ き行為 をしな い）また は③ インパ ーフェ クショ ンエラ ー（や

るべきこ とをや ったが 不十分 ）であ ろう。  

事 例 パ タ ーン集 計から 浮かび 上がっ てきた「調 査・検討の 不足」の場合 、

契約書に も仕様 書にも 、調査 ・検討 して施 工計画 を立て 、その ように 実施

する事が 要求さ れてい るはず である 。不足 とは、 それを しなか ったと 言い

換えても 差し支 えない ものだ ろう。  

一 方 で 、土木 は一般 に設計 施工分 離であ るから 、「不 十分 」を突 き詰め て

考えると 、もう 一度現 場の技 術者が 設計を しなお さねば ならな いこと にな
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っ て し ま う 。  

も ち ろ ん 、 現場 の技 術者 は、 こうし た再 設計 をよ り具 体的 に行 なうこ と

を要求さ れてい る。そ れが施 工計画 である 。違う のは、 元設計 時に検 討し

たすべて を再設 計する のでは なく、 現場に 与えら れた設 計をチ ェック する

といった ほうが 実態に 適合す る。だか ら、この 場合は「調査・検討の 不足」

ではなく 、「チ ェック の不足 」であ ろう。「 するべ きこと 」＝「 チェッ ク」

をしなか った、 という 意味合 いにな る。  

こ う し て 、 事前 に調 査検 討し て施工 計画 を立 てる べき なの にし なかっ た

（ために 失敗し た）よ うな場 合も、 含まれ ること になる 。  

 

そ の ほ か で は、 ⑦ス リッ プ（ 意図し てい ない こと をし てし まっ た失敗 ）

が見あた らない だけで 、ほぼ 全ての エラー が存在 するよ うであ る。  

本 書 で は 、 前項 まで の検 討で 、これ らは 、現 象と して は個 人の 失敗と し

て現れて いるが 、その 背景に は、あ る工事 の実施 にあた って、 組織的 関与

あるいは チーム による 活動が 少ない という 点を見 出だし てきた 。ヒュ ーマ

ンエラー にはこ のよう な解釈 もある のだろ うか。  

 

ヒ ュ ー マ ン エラ ーの 要因 の解 析には いろ いろ なツ ール があ るが 、某病 院

の患者取 り違え 事故な どの解 析（※ ２）に 使われ たトラ イポッ ド理論 （※

３）を例 にとっ て見よ う。  

ト ラ イ ポ ッド理 論は、 石油探 索、生 産事業 のために Shell 社 と マ ン チ ェ

スター大 学（英）、ライデ ン大学（ オラン ダ）によ って共 同開発 された 手法

である。  

こ の 理 論 で は、 危険 源が もと もと存 在し てい ると ころ に、 対象 となる 人

（あるい は物） が介在 するた めに事 象（失 敗）が 発生す ると考 えるこ とを

基本とし ている 。  

つ ま り 、 危険源 、対象 、事象 という 3 要 素 を 時 系 列的に 記述解 析する の

で、トラ イポッ ド（三 脚）な のであ る。  

ト ラ イ ポ ッ ド理 論に はデ ルタ とベー タの 二つ があ り、 前者 は事 前評価 、

後者は事 後の評 価に使 われる 。本書 の対象 は事後 である ので、 ベータ 法を

説明する 。  

失 敗 を 防 止 する 策が 崩壊 した 結果、 失敗 が発 生す る。 この 結果 から分 析

を開始し 事象を さかの ぼるこ とで、 破壊さ れた防 止策と 潜在的 な可能 性を
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決 定 す る 。  

な ぜ 防 止 策が壊 れたか を明ら かにす るため の 、 11 個 の 要 因 タイ プを用 い

る。  

こ こ か ら 前提条 件を考 え、潜 在的不 具合が 明らか にされ ていく 。  

ト ラ イ ポ ッド理 論での ヒュー マンエ ラーの 要因に は次の 表 4.1 の よ う な

項 目があ る。  

 

表 4 .1 ト ライポッド理論による要因分類  

分 類  例  
1  ハ ー ド ウ エ ア  道 具 、 機 器 の 品 質 に 問 題  

2  設 計  設 計 者 の 不 備 、 設 計 の 意 図 が 伝 わ ら な い  

3  保 修 管 理  
作 業 計 画 の 不 備 、業 務 体 制 や 作 業 範 囲 が 不 明 確 、

業 務 が タ イ ム リ ー で な い  

4  手 順 書  内 容 が 不 正 確 、 不 明 確 、 説 明 不 十 分  

5  エ ラ ー 誘 発 条 件  
軽 微 な 手 順 の 変 更 を 黙 認 す る 風 潮 、 問 題 を 発 覚

し に く い 状 況 が あ る  

6  日 常 業 務  
長 期 間 の 問 題 の 放 置 （ 人 員 不 足 、 資 金 不 足 、 責

任 分 担 が 不 明 確 な ど ）  

7  相 容 れ な い 矛 盾 す る 目 標  安 全 よ り 納 期 優 先 、 利 益 優 先  

8  コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン  
話 を し な い 、 話 が 正 確 に 伝 わ ら な い 、 タ イ ム リ

ー に 話 さ な い  

9  組 織  組 織 内 の 責 任 が 不 明 確 、 組 織 の 意 識 低 下  

1 0  訓 練  
訓 練 を 軽 視 、 訓 練 不 十 分 、 経 験 者 と 初 心 者 を 区

別 し な い  

1 1  防 護  
防 護 が 脆 弱 、 ト ラ ブ ル 発 生 時 の 連 絡 体 制 な ど の

不 備  

「 技 術 士 制 度 に お け る 総 合 技 術 監 理 部 門 の 技 術 体 系 （ 第 2 版 ）」 (社 )日 本 技 術 士 会  P 16 8

よ り 引 用  

 

失敗は 人間 のす るこ とで ある から、 どの よう な要 因分 類を して も大方 の

ところは 一致す る。た だ、そ の要因 をどの ような 方法で 分析し 、実効 ある

防止策に 結びつ けるこ とがで きるか で、い ろいろ な手法 が考え 出され てき

ているの である 。  

し か し 、 本 書で は、 事例 とし て与え られ た条 件（ 投稿 者の 自由 な記述 以

外に詳細 な背景 は不明 ）と、 再度イ ンタビ ュー等 を行っ て時系 列的に 全体

像を把握 するこ とがで きない という 点で、 トライ ポッド 理論を はじめ とし

ての多く のヒュ ーマン エラー 解析法 を適用 するに は材料 が不足 してい る。  

ま た 、 そ の 失敗 から 招来 した 損害な どを 見る と、 もう 一度 投稿 者にイ ン

タビュー するこ とによ る費用 対効果 比は少 ないと 考えら れる。あくま でも、

土木技術 者が日 常的な 仕事で 出会う 失敗が 対象で あるか ら、要 因分類 をざ
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っ と 見 て 、 なる ほど全 部あり そうな 事だと 納得し て頂け ればよ いこと なの

である。  

実 際 、先 に引 用した トライ ポッド 理論の 要因の 例の内 、2：設 計 者 の不備 、

設計の意 図が伝 わらな い、 5： 軽 微 な 手順 の変更 を黙認 する風 潮、 6： 人 員

不 足、資金 不足、責任 分担が 不明確 など、7：安 全 よ り 納期優 先、利益優 先、

8： 話 を し ない 、話が 正確に 伝わら ない、 タイム リーに 話さな い、 9： 組 織

内 の責任 が不明 確、組 織の意 識低下 、 10： 訓 練 を 軽視、 訓練不 十分、 経験

者と初心 者を区 別しな い、な どは非 常に日 常的に 見られ る要因 であろ う。  

 

こ う し て 、 ヒュ ーマ ンエ ラー といえ ば、 その 人個 人の 資質 に問 題があ る

ことであ るとい う常識（？）は 、すで に過去 のもの になっ ている のであ る。  

し た が っ て 、あ くま でも 投稿 者の考 える 原因 をも とと して 批判 的に検 討

すること にする 方針は 変えな いでお く。現 場の失 敗のト ライポ ッド理 論等

による解 析は筆 者の宿 題とし てしま ってお くこと にした い。  

 

な お 、組 織と事 故の関 係に ついて は、注 にあげ た「組 織事故 ―起 こるべ く

して起こ る事故 からの 脱出」（ジェ ームズ ・リー ズン著 、日科 技連出 版社）

が、非常 に参考 になる 。筆者 も、こ の本か ら多く を学ん だこと を付け 加え

ておく。  

ま た 、 非 常 に広 範囲 にわ たる 議論（ 高校 の物 理教 育ま で含 む） を、コ ン

パクトに まとめ たもの として は、「ヒ ューマ ンエラ ー学＝ ヒュー マンエ ラー

は、な ぜ起こ る？ど う防ぐ ？」（産業 技術総 合研究 所デジ タルヒ ューマ ン研

究センタ ー研究 員中田 亨）が 参考に なる（ おまけ として 概要を まとめ たパ

ワーポイ ントフ ァイル が付い ている ）。（※ 4）  

  

 

※ １ 「 ヒ ュ ー マ ン エ ラ ー 」 小 松 原 明 哲  丸 善 株 式 会 社  

※ ２ 「 患 者 取 り 違 え に 対 す る リ ス ク マ ネ ジ メ ン ト 」（ 橋 本 ほ か 「 医 学 の あ ゆ み 」 Vo l. 20 1 

N o .1 0））  

※ ３ 「 組 織 事 故 ― 起 こ る べ く し て 起 こ る 事 故 か ら の 脱 出 」（ ジ ェ ー ム ズ ・ リ ー ズ ン 著 、 日

科 技 連 出 版 社 ） な ど  

※ ４ http://staff.a ist.go .jp/to ru-nak ata/hu manerr or.htm l 
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4 . 6 エラーマネジメント  

 

先に、「 調査・検討不 足」の原因 の半分 以上は 組織の 側にあ るとし て、組

織体制に おける 管理と リスク マネジ メント の重要 性につ いて述 べてき た。  

し か し 技 術者個 人の失 敗対策 も当然 ながら 考えな ければ ならな い。「現場

の失敗」 の貴重 な体験 投稿も 、そう した意 識を持 ってい る人が 多いか らこ

そ行われ たので あると 思う。 そこで 、ここ ではそ れを少 し詳し く考え てみ

よう。  

 

振 り 返 れ ば、現 場の失 敗の原 因は、「調査 ・検 討不足 」から くる決 められ

た施工計 画立案 の手順 を守ら ないこ とや希 望的観 測によ る誤判 断であ った。 

「 調 査 ・ 検討 不足 」に つい ては 、何 を置 いて も施 工計 画の 段階 で の入念

な検討が 必要で ある。 ともか く、や らない で済ま す理由 はない 。  

組 織 の バ ックア ップ体 制はも ちろん 重要な 要素だ が 、担当 する技 術者が、

経験の有 無にか かわら ず出来 る限り の調査 を行い 、リス クマネ ジメン トの

手法に則 って検 討を重 ねるこ とが、 唯一、 これに 起因す る失敗 をなく す手

段になる 。  

施 工 計 画 は、 極端 な場 合、 過去 の実 績（ 過去 の同 種同 類） にす が ってそ

れをなぞ り、発 注者に 提出す ればそ れでよ しとす る安易 な考え が見ら れる。

着工まで の時間 、つま り調査 検討の 時間や 、それ を行な うマン パワー が足

りないこ とは、 最近で は目立 ってき ている 。  

し か し 、 土木 技術 者は 社会 イン フラ を構 築す る責 任が ある のだ か ら、Ｉ

Ｔ（情報 技術） を駆使 して乗 り越え なけれ ばなら ない。  

大 事 な こ とは 二つ 、① 計画 はそ れに 失敗 した 場合 の対 策（ 次善 の 策、修

正の方法 ）も考 えてお くこと 、②現 場条件 が変化 したな ら即座 に修正 する

こと、で ある。  

 

「 現 場 の 失敗 」投 稿を 読ん でい ると 、失 敗し た後 の対 策は 、そ れ ぞれよ

く検討さ れて的 確に実 施され ている 。（ 当初は しなか った事 が）事後に は適

切に実施 される という ことは 、「起き るかど うかわ からな いもの には起 きて

から対処 する」 という 傾向も 背景に あるの かもし れない 。  

こ う し た 意識 は、 日本 の文 化の 特質 によ る影 響が 大で あろ うか ら 、個人

の努力だ けでは なかな か変化 しない であろ う。しかし 、「 起きる かどう かわ
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か ら な い も のは 、起き る前に 芽を摘 んでお く＝起 きない ように してお く」

との考え 方が取 り入れ られな ければ ならな い。  

こ れ は 、 個人 でも 組織 でも 同じ であ って 、組 織は 人な りの 考え 方 からす

れば、ま ず個々 の技術 者が提 起して いかな ければ 組織も 変わら ない。  

 

決 め ら れ た施 工計 画立 案の 手順 につ いて 言え ば、 おお かた の技 術 者は安

全管理上 での「 安全作 業手順 書」を 、現場 で遵守 しても らう事 にいろ いろ

工夫され ている と思う 。工場 などで の繰り 返し作 業と異 なり、 現地一 品生

産の土木 現場で は、作 業の階 層（道 具の正 しい使 い方か ら、あ る工種 の順

序まで） ごとに 無数の 手順が ある。 それを 遵守す ること の困難 さは身 をも

って感じ ている だろう 。  

 

し か し 、 本書 の対 象と した 事例 での 不遵 守は 、少 し異 なる 。そ も そもた

だ一点、 チェッ クをし なかっ たとい う不遵 守なの であっ た。  

こ れ は 、 経験 の少 ない 人と 多い 人の 両極 に起 こる 。前 者は まだ 手 順を省

いた失敗 の大き さ、恐 ろしさ を知ら ず、後 者は自 己の成 功体験 に寄り かか

りすぎ、 今度も 成功す ると思 いこむ からで ある。  

そ う で あ れば 、こ れは 個々 の技 術者 が常 に心 がけ るべ き点 であ る 。解決

には、自 己の仕 事のＰ ＤＣＡ を考え、段階を 省かず に行な うこと しかな い。

「忙しく てもや らねば ならな いこと は行な う」よ うにし なけれ ばなら ない。

組織はＯ ＪＴな どの教 育で、 それを 後押し する事 が出来 るが、 あくま でも

後押しで あって 、省い てはい けない ことを 繰り返 し訓練 するし かない 。  

 

希 望 的 観 測によ る誤判 断は、 先の二 つに大 いに関 連する 。  

調 査・検 討 が少な くてな おざり にされ ていれ ば、判断 する基 準が曖 昧で、

結局誤判 断する 。また 、判断 基準が 自己の 経験だ けにな ってし まうと 、楽

観主義的 バイア スやベ テラン・バ イアス が効い て誤判 断に至 る。「今ま でそ

んなこと はなか った」 という 過去が すべて の判断 は、た いてい 間違え てい

ることを 知るべ きであ る。  

も ち ろ ん 、過 去の 経験 は貴 重だ が、 起き てし まっ たと きの 弁解 に 、過去

を持ち出 しても 仕方が ないの である 。意志 決定に も手順 があり 、的確 な手

順は、過 去のみ の判断 基準を 排除し たとこ ろにあ る。  
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以 上 を ま と め て言 えば 次の 諸点 の遵 守が 、失 敗を なく すた めの エ ッセン

スであろ う。  

 

①  手 順 は 省 かな い。特 に、最 初の 「調査 ・検討 」段 階を省 くと、

それに続 く「計 画」「実 行」な ど全て の段階 が影響 を受け る。失

敗すれば 振り出 しに戻 ると思 わなけ ればな らない 。  

②  起 き る か どう かわか らない もの が発見 された ら、 起きる 前に芽

を摘んで おく ＝起き ないよ うに してお く。起 きて から手 を打つ

より、ず っと少 ない手 間で実 現でき る。  

③  「 今 ま で そん なこと はなか った 」と思 われた とき は、今 回は起

こると考 えて手 を打つ 。こ れも 、起き なかっ たらム ダにな るが、

起きたと きのム ダより ずっと 少ない ことを 理解す る。  

④  ひ と ま と まり の動作 ・作業 の後 には、 必ずチ ェッ クを行 う。事

後のチェ ック の行わ れない 動作 ・作業 は、ま だ完 了して いない

と判断す るよう に習慣 づける 。  

 

も う 少 し 広い 立場 から 言え ば、 現場 の失 敗原 因を 、管 理上 の問 題 である

と認識し て、よ り有効 な管理 （マネ ジメン ト）を 行って いく必 要があ るの

である。  

こ れ を 、い まだ耳 慣れな い用語 である が、エ ラー・マ ネジメ ントと いう。

エラーも また、 マネジ メント されな ければ ならな い。  

エ ラ ー の おき にく い体 制を 作り 上げ るこ とは 、組 織の リス クマ ネ ジメン

トの重要 な側面 である が、そ れにつ いては 何度も 述べて きた通 りであ る。  

人 間 は 失 敗す る動 物で ある が、 失敗 しな いた めの 方法 も同 時に 考 えてき

た動物で ある。 その到 達点（ あるい は新た な出発 点）が 、エラ ー・マ ネジ

メントで あり、 それは 、リス クマネ ジメン トの個 人的実 践に当 たるの であ

る。  

当 然 な が ら、 マネ ジメ ント であ るか らマ ネー ジャ （現 場担 当技 術 者）だ

けでは出 来ない 。そこ に、組 織体制 の新た な構築 という より高 い目標 が現

れてきて いるの である 。組織 と構成 員を含 んだマ ネジメ ント体 制確立 が、

現場の失 敗を最 小限に する唯 一の方 法なの である 。  
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第 5章  失敗をなくす  

 

何 か 失 敗 が あり 、そ れが 安全 や品 質、 原価 に影 響を 及ぼ すと 、そ の再発

防止とし て、原 因者が 注意を 受けた り、上 司（会 社）か ら通達 が出た り、

再教育の 研修が あった りする 。要す るに、 各方面 からの ペナル ティが 課せ

られる。 ことが 重大で あれば ペナル ティも 大きい 。だか ら、再 発しな いよ

うに注意 する気 持ちが 働く。  

こ う し た こ とも ある 程度 は失 敗抑止 に効 果を もつ であ ろう 。し かし、 通

達や研修 自体が 、組織 活動の チェッ クとな るよう なしく みを取 り入れ なけ

ればあま り意味 のない 一過性 の事に 終わる 可能性 が高い 。  

前 項 ま で の 失敗 原因 を考 察し てきた 結果 によ ると 、ほ とん どす べてが 、

ＰＤＣＡ のいず れかま たは全 部を省 いたと きに起 こって いるら しいこ とが

わかった 。しか も、そ の背後 では、 組織の 側にも 同じ現 象が起 きてい るの

である。 個々の 技術者 が自分 の失敗 と反省 してい るのは 半分そ のとお りで

あるが、 あとの 半分は 組織の 問題な のであ る。  

 

組 織 の 問 題 とは 、Ｐ ＤＣ Ａが 組織の 制度 ・仕 組み ・習 慣と して 定着し て

いないこ とであ る。土 木は組 織で動 く。プ ロジェ クトは 一人で 動くこ とは

出来ない 。  

個 々 の 技 術 者が ＰＤ ＣＡ を実 践し、 失敗 をな くそ うと 努力 して も限界 が

ある。個 人が反 省した くらい では、 組織の 反省に は、な かなか 結びつ きに

くいので ある。  

通 達 や 研 修 自体 が、 組織 活動 のＣ＝ チェ ック とな るよ うな 仕組 みを取 り

入れなけ れば、 個々の 技術者 の反省 が活か されな い。  

こ れ は 具 体 的に 言え ば、 通達 や研修 が行 われ たら 、組 織の 仕組 みの何 か

が変わる （Ａ＝ アクシ ョン） までに ならな ければ ならな い。そ うして はじ

めて、現 場の失 敗がな くなる のであ る。  

事 例 の 中 に は、 経験 が浅 く、 従って 知識 も乏 しい が故 に失 敗し たとい う

ケースも 見受け られる から、 それは 個人の 責任で あろう と考え る向き もあ

るかも知 れない 。  

し か し 、 組 織の トッ プに は、 ある仕 事に は、 その 仕事 を出 来る 力量を 持

った人を 配置す る事が 要求さ れる。 力量が 不足す れば、 力量を 付加す る教

育・訓練 が行わ れなけ ればな らない 。そう でなけ れば、 組織が 送り出 す製
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品 の 品 質 が 確保 出来な いので ある。  

 

建 設 会 社 は 工場 や機 械な どの 資源を 有し てい る事 は、 製造 業な どに比 べ

て少ない から、 ここ何 年かの リスト ラクチ ャリン グの際 、人を 減らす こと

を主眼に してき た。も ちろん 人も資 源であ るから 、それ もリス トラク チャ

リングに 違いは ないが 、制 度（人事 や管理 体制 ）のス リム化 を伴わ ない「人

減らし」 は、品 質の低 下を招 くこと が容易 に想像 できる し、現 にそう した

危惧は各 方面で 問題視 されつ つある 。  

最 近 、 技 術 職員 が一 人と いう 現場が 増え てい る。 リス トラ クチ ャリン グ

やコスト ダウン などか らの要 請でや むを得 ないと 思われ る場合 が多い が、

そうであ ればあ るほど 経営層 は、体 制作り に知恵 を絞る 必要が ある。 これ

が、大手 と呼ば れる組 織と中 小組織 の決定 的な技 術力の 差にな ってい るの

ではない かと思 うので ある。  

そ し て む し ろ、 その 差の 開き が拡大 して いっ てい るよ うに 思わ れるの で

ある。  

 

こ こ ま で 、 組織 とい う言 葉を 会社と いっ て混 在さ せて きた 。会 社はも ち

ろん組織 である が、こ れらは 、たと えば現 場組織 にも当 てはま る。と くに

複数の技 術者が 在籍す る現場 では、 現場内 のＰＤ ＣＡ体 制が重 要であ る。  

し か し な が ら、 これ らは 、個 々の現 場技 術者 の失 敗を 体制 の不 備に解 消

するもの ではな い。組 織の体 制を構 築する のも個 々の技 術者の 役割で あり、

またその ように して組 織の技 術力が 向上す れば、 個々の 技術者 の技術 力も

向上する 関係に あるの である 。  

こ の よ う に、「 現場の 失敗 」をよ く読ん で分析 してみ ると 、個々 の技術 者

（投稿者 ）が感 じてい る以上 に、組 織体制 の問題 を抱え ている ことが 判明

するので ある。  

 

本 章 で は 、 ほぼ 全体 の方 向性 が見え てき たの で、 いく つか まと めをし 、

失敗をな くすに はどの ように したら よいか を考え ること とする 。  
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5 . 1 失敗のマネジメント  

 

「 マ ネ ジ メ ント 」に は 、対応 するよ い日本 語がな い。国立国 語研究 所「 外

来語」委 員会の 提案に よれば図 5 .1 の よ う に な っ ている 。（「外 来語」 言い

換え提案 第１回 ～第４ 回総集 編：平成 18 年 3 月 13 日 ）  

 

マ ネ ジ メ ント  

言 い 換 え 語：経 営管理  

用    例 ： 研 究 開 発 の 責任 者と マネジメ ント
経 営 管 理

の 責任 者 を分 離 し ,前 者 に

は 国際的 水準の 研究開 発実績 を有す る者を ，後者 には研 究開

発と経営 の経験 をとも に持つ 者を充 てる。  

意  味  説  明 :経 営 や 運 営に ついて ，組織 だって 管理す ること  

手   引   き：管 理 のあ りよ うに よっ て，「運 営管 理」 と言 い換 える 方 が分

かり や すい 場 合も ある 。「○ ○管 理 」の 「 ○○ 」 の部 分 を，

工夫して 言い換 えるこ とも効 果的で ある。ま た，単に「管 理」

と言い換 えるこ とで十 分な場 合も多 い。  

ま れ に ， 管 理する 人を指 す場合 がある が，その 場合は「 管理

者」と言 い換え られる 。  

定 着 に 向 か っ てい る語 だ と思 わ れ，「マ ネ ジメ ン ト」 を その

まま用い ること にさほ ど問題 のない 場面も 多いと 思われ る。

ただし，60 歳 以 上 で は半 数以上 が分か らない 語であ り，言い

換えや説 明付与 が望ま れる場 合も多 い。  

 

図 5 .1 国 語研究所による外来語「マネジメント」の言い換え  

http://w ww.kok ken.go .jp/pu blic/g airaig o/ 

 

し か し 、こ の 通りに すると 、本 節見出 しの「失敗 のマネ ジメン ト」は「 失

敗の経営 管理」 となっ て、よ りわか りにく いもの となり そうで ある。  

 

建 設 関 係 でおそ らく早 い時期 にマネ ジメン トの用 語を使 ったと 考えら れ

る土木学 会の「 建設マ ネジメ ント原 論」（ 1 994 年  山 海 堂 ） で は、「「 人あ

るいは集 団を、 ある当 事者の 技能や 技術、 機略や 激励な どによ って、 思う
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よ う な 状 態 に（思い のまま に）さ せる（導く 、様態 を実現 する）」と定 義さ

れること がある 。」  

こ の よ う に、ど ちらか という と、マ ネジメ ント＝ 管理（ 例：マ ネージ ャ

＝管理者 ）のイ メージ をされ てきて いるが、実際は 経営の 方に意 味が近 い。

ところが 、経営 には運 営（オ ペレー ション ）の意 味も含 まれる 。  

し か し 、 管理、 運営な どの言 葉は、 何か決 まった ことを 、そこ から逸 脱

しないよ うに「タガ 」をは める感 じがす る（ 実際、その意 味もあ る）、統制

（コント ロール ）の意 味を持 つとき がある 。コン トロー ルはさ らに管 理の

訳語を持 つ。マネ ジメン トの意 味は、そ れらば かりで はなく 、「導く」こと

も含んで いるの は先の 定義の 通りで あろう 。  

こ う し て 、日本 語で考 えると 、いろ いろな ニュア ンスを 含んで 実態イ メ

ージが拡 散また は周回 してい く。こ のよう に、微 妙な異 なりを それぞ れ別

の言葉で 表すこ とので きるの が日本 語のよ い点か も知れ ないが 、受け 手の

立場考え によっ て異な って理 解され るのも 困る。 数学の 様な厳 密な定 義は

必要ない とは思 うが、 マネジ メント も技術 である からに は技術 者の共 通理

解が得ら れる用 語にす る必要 がある 。  

こ う し て 、複数 の（日 本語の ）意味 を含ん でいる 用語を 、全体 として 共

通理解す るため 、いつ の頃か らか無 理に日 本語に せず、 英語そ のまま の表

記になっ たもの と思わ れる。  

 

さ て 、 失 敗のマ ネジメ ントと はいっ たい何 だろう か。  

上 記 の 説 明でも 少しお わかり いただ けたか と思う が、マ ネジメ ントに は

いろいろ な意味 を含ん でいる 。それ は、考 えてい る主体 と対象 によっ て、

様々な考 え方が できる と言う ことで ある。  

筆 者 の 意 図は、 コント ロール の意味 を濃く 含みな おかつ オペレ ーショ ン

をも意味 すると してい る「エ ラーマ ネジメ ント」 的な使 い方で あるか ら、

国語研委 員会の 記述に もある ように 「その まま用 いるこ とにさ ほど問 題の

ない」場 面であ ると思 われる 。  

「 エ ラ ー マネジ メント 」とは 、エラ ーの削 減（エ ラー発 生をな くす） こ

とと、エ ラーの 封鎖（ 発生し たエラ ーの悪 影響を なくす ）を主 眼とし たマ

ネジメン トであ った。  

現 在 の 技 術の世 界では 、失敗 もまた 、放置 し成り 行きに 任せる のでは な

く「マネ ジメン ト」さ れなけ ればな らない 段階に 来てい るので はない かと
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思 う の で あ る。  

 

そ う し た 考え方 で、前 章まで の結果 を見て いくと 、おお むね次 の諸点 が

明らかに なって いくの ではな いだろ うか。  

 

①  「 現 場 の 失敗 」がな くなら ない 最大要 因は、 個々の 技術 者の失 敗が管

理の問題 、マネ ジメン トの問 題とと らえら れてい ないこ とにあ る。  

そ の こ と を端的 に表し ている 事象が 、「現場 の成功 」も失 敗とし て投稿

してくる こと である 。成功 した 事例は 、例外 なく背 後に 組織（ 会社）

による管 理（こ の場合 、コン トロー ルの意 味）が 顔を出 してい る。  

コ ン ト ロ ール 要因が 、イン プッ ト事項 である 原因を 、失 敗に導 くこと

を阻止し たので ある。 このこ とを強 く認識 する必 要があ る。  

こ の 点 は 、次節 で少し 詳しく 述べる 。  

 

②  ヒ ュ ー マ ンエ ラーで 言う錯 誤（ 単なる 間違い ）に関 する 事例は ほとん

ど無い。 あっ ても、 錯誤を チェ ックす る段階 を省い たこ とによ って、

錯誤が失 敗と して定 着して しま った事 例であ る。こ れは もう、 ヒュー

マンエラ ーと 言うよ りマネ ジメ ント（ 自己管 理）の 範疇 である 。本人

であれ、 組織 的にで あれ、 複数 のチェ ックが あれば 、た とえば 失敗確

率が１回 だと 0.1 の 時 で も ２ 回なら 0.01 に な る の で あ る。  

失 敗 は 経 験の 多寡と 個人的 な資 質によ ると考 えられ る節 が未だ 根強い

が、実際 は組織 的な失 敗が個 人を借 りて表 出して きてい るので ある。  

 

③  品 質 に 責 任を 有する のは組 織で あって 、その ために は適 切な品 質を生

み出す体 制が 必要で あるが 、失 敗は個 人に還 元され てい る例が 多い。

マネジメ ント上 の失敗 には「 経験が ないゆ えの失 敗」「経 験豊富 ゆえの

失敗が」 ある 。この 事例は 、と もに組 織的努 力がな され ていな い事を

表してい る。  

品 質 管 理 が、 製品品 質に矮 小化 され、 製品品 質を生 み出 す体制 の品質

管理の必 要性 認識が 希薄で ある。（これ はＩ ＳＯ 900 1 の 導 入 に は 関係

のない事 項で あって 、導入 の有 無にか かわら ず、品 質確 保のた めには

重要な要 素であ る）  
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④  失 敗 の 原 因には 発注者 とのコ ミュニ ケーシ ョン問 題もあ る。  

こ れ は 、 少な からぬ 発注者 にも 、同様 の組織 問題が 存在 するこ とを意

味してい る。事例 8 や 同 53 な ど は 、最 も典型 的な例 であろ う。筆者に

も同種の 経験が あるし 、現在 でもよ く耳に する。  

 

⑤  現 場 技 術 者と は、何 をする 技術 者なの かが、 十分な 認識 の元に あると

は伺えな い事例 が散見 する。  

こ れ は 、 個々 の技術 者が、 知識 量や経 験年数 など以 外に 備えな ければ

ならない 規範が あるこ とを意 味して いる。  

そ れ は 、 知識 や経験 を基礎 にし て蓄積 した技 術力に よる 判断す る力量

である。 この 中には 、ある 事象 に対し て問題 点を発 見す る力量 も含ま

れる。  

土 木 の 示 方書（「示方 書」とは法 律の一 部で 、その 通りに しなけ ればい

けないも ので あった が、近 年、 性能規 定など の採用 によ り、そ の性質

は、「こ の通り しなけ ればな らない 」から「こ の通り でもよ い」へ 180

度 変 わ る こ と になっ てきて いる ）など を読む と、示 され た数値 のどれ

を選択し たらよ いか迷 うよう な場面 では、「責任 技術者 の判断 による」

などの文 言が ある場 合があ る。 これは 何も、 示方書 を多 く使用 する設

計者のみ に適 用され る言葉 だけ でなく 、現場 で施工 管理 に携わ る技術

者にも適 用され る。  

技 術 者 に は少 なくと も自己 の技 術上の 判断に は合理 的な 説明が 、たと

えそれが 後に 誤りで あった と判 明して も、そ のとき はこ の理由 により

好判断し たとい えるよ うに、 必要で ある。  

判 断 の 根 拠が「 ～だろ う」「な んとな く」で は、技 術者と しては 少し寂

しいので はない だろう か。  

以 前 は よ くＫ ＫＤ（ 経験、 勘、 度胸） で仕事 をする とい う言葉 が聞か

れたが、 今はい ないで あろう ことを 望みた い。  
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5 . 2 失敗と組織  

 
筆者は、前節で あげた 諸点を 解決す れば、「 現場の 失敗」は極度 に減少 す

ると考え る。⑤ は少し 技術者 個人に 偏りす ぎた問 題であ るが、 技術者 教育

もまた組 織の問 題であ るので あるか ら、以 下、失 敗と組 織の関 係につ いて

述べる。  

 

ヒ ュ ー マ ンエラ ーに属 する錯 誤など は、人 間が生 き物で あれば 必ず起 き

る。起き る前提 で、そ れを失 敗に導 いてし まう条 件をコ ントロ ールし 、結

果として 生起す ること を防ぐ のであ る。  

先 に 参 照 した 「組 織事 故 ―起 こる べく して 起こ る事 故か らの 脱出 」に 、

図 5.2 の よ う な 説 明が ある（ 15 ペ ー ジ 。 筆者 が少し 変えて ある）。  

 

図 5.2 ジ ェームズ・リーズンによるスイスチーズモデル  

 

この図は 、一見 してお わかり のよう に、原 因から 出た光 が、ス イスチ ー

ズのよう な穴を 持つ防 護壁を 通り抜 けて結 果（失 敗や事 故）と なるこ とを

表してい る。  

理 想 を 言 えば、完璧な 穴のな い壁で あれば 一枚で 防護出 来るの である が、

それでは 現実的 ではな い。そ こで、 防護壁 を何枚 も重ね ること で穴の 位置

原因  

防護  
結果  

（失敗） 
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が 同 一 経 路 上に ないよ うにす るので ある。  

そ れ で も 図 5 .2 の よ う に 、 あ る場合 は偶然 位置が 一致し て失敗 を引き 起

こすかも 知れな い。し かし、 何もな いより は、は るかに 通過す ること は少

なくなる ことが 予想さ れる。  

こ の よ う に、「防 護」部分 を組織 的、シス テム的 に構築 するこ とで、多 く

の失敗は 阻止さ れるこ とにな るので ある。  

本 書 で 取 り上げ た事例 を元に 具体的 に言え ば、施 工計画 時のチ ェック 、

問題発見 時の組 織的対 応、手 順を省 かない ための 施工途 上のチ ェック など

が、この 防護に 当たる 。  

 

そ れ で は 、この 部分を 構築す るため には、 どのよ うな対 処が必 要であ ろ

うか。  

企 業 に よ っては 、すで に施工 計画時 のチェ ック、 問題発 見時の 組織的 対

応、手順 を省か ないた めの施 行途上 のチェ ックな どは行 ってい るとい うと

ころもあ るであ ろう。 現に、 そうし た事例 も確か に投稿 されて いる。  

問 題 は 、 そうし た事例 が、土 木技術 者（土 木に限 らず技 術者一 般も） 全

体に、建 設会社 全体に 、共通 認識と してあ るかど うかで ある。  

 

先 に（ 4.1  Ｐ Ｄ Ｃ Ａ に おける Ｄの優 越）述 べたよ うに、なかな か失敗 の

マネジメ ント導 入が進 まない 背景に は、お そらく 、行動 が大事 である と考

えたり、 外来物 は取捨 選択（ 和魂洋 才、古 くは律 令制と 宦官） して取 り入

れたりす るとい う国民 性や、 そうし た中で のグロ ーバル 化の遅 れてい る建

設業とい うある 意味で の特殊 性があ るので あろう 。  

し か し 、 いかに グロー バル化 とは言 っても 、ロー カルな ものは 必ず残 る

のであり 、その 意味で は、特 殊性な どはど の集団 、どの 業界の 中にも ある

のである 。特殊 性の名 のもと に、そ れを改 革しな い言い 訳とし てはな らな

いのであ る。  

 

失 敗 を 阻 止する ために 組織に 求めら れる条 件は、 その組 織の存 立基盤 や

ステーク ホルダ ー（利 害関係 者）な どによ ってお のおの 違い、 個別具 体的

にはたく さん考 えられ るが、 少なく とも、 組織構 成員に 対して 透明で ある

ことが最 も求め られる ことで あると 思われ る。  

建 設 業 で は、現 場には 現場代 理人が いて、 いわば 中小企 業の経 営者の よ



 

 103 

う な 役 割 を 持っ ている ため、 その現 場のマ ネジメ ントは 多くを 現場代 理人

の資質が 担うこ とにな る。（現場 代理人 には 、必ず しも技 術者が 必要と は限

らないが 、ここ ではお おかた の理解 する現 状を前 提にす る）  

そ う な る と、そ の現場 の業務 は現場 代理人 に属す るとい う「属 人化」 が

起きやす い。現 場はあ くまで も全社 の中の 一部分 なのだ から、 現場の バッ

クアップ 体制を とるに は、そ の現場 が少な くとも 経営層 には見 えなけ れば

ならない 。それ には、 全社的 情報共 有の仕 組みが 構築さ れなけ ればな らな

い（図 5.3）。  

 

 

 

図 5.3 業 務属人化から情報共有へ ※  

※  「 日 経 産 業 新 聞 フ ォ ー ラ ム 2 00 6」 に お け る 牧 野 二 郎 弁 護 士 説 明 図 を 改 変 。  

 

「経験と 勘」 は、技 術者に とっ て重要 な因子 であ るが、 それが 属人 化す

ると、だ れから も見え ない現 場がで きあが る。こ れをな くすこ とが、 失敗

（だけで なく、 事故も 、もっ と言え ば利益 管理も 品質確 保も） をマネ ジメ

ントする 第一歩 なので ある。  

よ く 、「 風通し のよ い組織 」を作 れと か、「ほ うれ んそう ＝報告 、連 絡、

相談」が 大事で あると 言われ るが、 それら はみな 情報共 有を求 めてい るの

である。（時 々勘違 いして 、情 報の下 から上 への一 方向の 流れだ けを意 味す

るような ことを 言われ るが、 それは 誤解で あろう ）  
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こ れ ら は み な 、組織 文化を 変え ていく ことに 通ず る。失 敗しや すい 人間

を変える のでは なく、 その防 御とな る組織 を、組 織文化 を変え て行く こと

が求めら れてき ている のであ る。（図 5. 4）  

 

 

 

図 5.4 組 織文化を変える  
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第 6章  リスクマネジメン ト  

 

前章まで で、貴 重な投 稿事例 から学 んだこ とを整 理出来 たと思 う。本 章

では、少 し先に 進んで 、予測 できた り、全 く予測 できな かった りする 、本

来目的に は有害 な事象 につい て述べ る。  

持 っ て 回 った言 い方を したが 、これ は「リ スク」 とされ るもの で、広 く

失敗や事 故など まで含 んでい る事象 である 。  

 

「 リ ス ク 」 にも また 適当 な日 本語が ない 。先 の国 語研 究所 の言 い換え に

もない（危 険とい う用語 も、リス クのあ る一部 分を表 す）。そ のため、リス

ク（ risk） と い う 英 語 をその まま用 いてい く。  

 

組 織 に と ってリ ス ク とは  

①  そ れ が 顕 在化 する と、組 織に好 まし くない 影響 が発生 する 。  

②  そ れ は 、 いつ 顕在 化する か明ら かで ない（ 発生 が不確 定）。  

と い う 性 質を持 つ。  

② か ら 、 リスク には次 図のよ うな特 性があ ること がわか る。  

 

図  6.1  リ ス ク の 考 え方  

 

リスクに は、そ れが顕 在化し ても対 応次第 で何ら 組織に 有害に ならな い

ものもあ る。発 生頻度 は高く ても、被 害の程 度は小 さいも のの場 合であ る。  

逆 に 、 発 生 頻度 は決 して 高く ないが 、一 度起 きて しま えば 、そ の対応 に
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多 大 の エ ネ ルギ ーを費 やさね ばなら ないも のもあ る。  

こ れ を  

 

リ ス ク ＝ 発生 確率×被害 規模  

 

の よ う に 表すこ とが一 般的で ある。（こ れは 、アメ リカ原 子力委 員会な ど

で使用さ れてい る定義 である ）  

 

土 木 現 場 と いう 組織 を考 えて みると 、い わば 日常 的に 起こ る（ 確率が 高

い）機械 の故障 などは 、対応 方法に も慣れ ている ので、 すぐに 修理な どが

行え、被 害規模 は小さ いと考 えてよ い。  

そ れ に 比 べ て、 人身 事故 など の重大 災害 は、 発生 確率 は小 さい が、一 度

起きると 、財政 的損害 のみな らず、（刑事 罰や、 社内の 処分な どによ って）

人的損害 も取り 返しの つかな い規模 で起こ る。  

こ の よ う に 、組 織に とっ ての 様々な リス クを 回避 した り、 コン トロー ル

したりし て、組 織が被 る損害 を最小 化使用 という 活動が 、リス クマネ ジメ

ントなの である 。  

し か し 、 これま ではリ スクを マネジ メント すると いう考 え方が とられ た

ことは少 なかっ た。現に 、い ろいろ な工事 現場で みる「施工 計画書 」に は、

事故対応 などは 「緊急 時連絡 表」が 作成さ れてい るのみ である 事が多 い。

リスクを 考え、 遭遇し た場合 にどの ような 対応を とるか は、ほ とんど 計画

されてい なかっ たので ある。  

そ れ を 表 すいく つかの 理由を あげて みると 次のよ うにな る。  

①  問 題 点 の 把握が 経験に 偏りす ぎてお り、潜在 的な問 題に注 目する こと

が少ない 。  

＝「 今 ま でそん なこと はなか った」と 、過去 がすべ てに優 先する 。起

きてしま ったと きの弁 解にも なって きた。  

前 章 ま で の失敗 事例で も、根 底にこ の考え 方があ ること は多い 。  

②  同 様 に 、 問題点 は明ら かにな ってか ら対応 を検討 する傾 向があ る。  

＝ 「 仮 定 の 問題 には 答え られ ない 」「 起き るか どう かわ から ない もの

には起き てから 対処す る」  

こ の 意 味 で、何か 事象が 発生し てから「 うまく」「 穏やか に」納め る、

いわゆる「 危機管 理＝ク ライシ スマネ ジメン ト」が 普及し ている こと
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は 象 徴 的 で ある。しかし ながら、ク ライシ スマネ ジメン トもま た、マ

ネジメン トであ るから、それを 含むも っと大 きな概 念であ るリス クマ

ネジメン トの考 え方が ないと、単に危 機管理 マニュ アル作 成だけ で終

わってし まう可 能性が ないわ けでは ない。  

③  被 害 甚 大 と予測 される 事態で も、発生 確率が 小さい 事象に 対して は対

応検討が 後回し にされ る傾向 がある 。  

＝ 富 士 山 噴火時 のハザ ードマ ップ（災 害危険 予測地 図）は ようや く最

近になっ て現実 の問題 となっ た例が ある。事 前に危 険を予 測し、それ

への対処 を検討 するこ とは、不 安感を 増加す ると言 う理由 になら ない

理由が、 作成そ のもの を遅ら せてい たので ある。  

あ る 事 象 が、安全 か危険 かの二 元論と なり、確率的 思考が 働かな かっ

たのであ る。（ トリア ージ（ 注）な どもこ の例に 入るか も知れ ない）  

④  組 織 に お いての 対応は 部署単 位、専門 単位の みで検 討され る傾向 があ

る。  

＝ 全 社 的 、全組織 的な優 先順位 や重要 性を検 討する システ ムがな かっ

た。  

 

こ う し た 組 織の 態度 は、 現在 では否 定さ れつ つあ る。 組織 は、 その規 模

と重要性 に適合 したリ スクマ ネジメ ントを 必要と されて いるの である 。  

今 ま で み て きた よう に、 リス クマ ネジ メン トと は、 組織 にと って 有害と

思われる 事象を 前もっ て予測 し、そ れをマ ネジメ ント（ ≒コン トロー ル）

すること で被害 を最小 限に押 さえ込 むこと である と理解 できる 。  

以 上 を 判 断すれ ば、合 理的な 危機回 避策と しての リスク マネジ メント の

重要性を 、どの ような 組織あ るいは プロジ ェクト にあっ ても、 考慮す べき

であるこ とは自 ずと明 らかで ある。  

 

 

 

(注 )  ト リ ア ー ジ （ T r i a g e） は 、 大 規 模 災 害 な ど 災 害 医 療 に お け る 多 く の 傷 病 者 を 、

重 症 度 と 緊 急 性 に よ っ て 救 命 の 順 序 を 決 め る た め に 、 直 接 救 命 に 関 与 し な い 医 師 が

分 別 す る 方 法 の こ と を 言 う 。 日 本 で は 、 搬 送 さ れ た 順 に 行 っ て い た た め 、 す ぐ 治 療

す れ ば 助 か る か も 知 れ な い 重 傷 者 で も 待 た さ れ る と い う ケ ー ス が あ っ た の で は な い

か と い う 反 省 で 、 阪 神 大 震 災 以 後 、 制 度 が 整 備 さ れ つ つ あ る 。  
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6 . 1 中小建設業の（現場）リスク  

 

リスクマ ネジメ ントの 方法に 入る前 に、前 後が逆 になる かも知 れない が、

中小規模 建設業 の現場 と企業 のリス クを概 観しよ う。  

 

工 事 現 場 に は、 無数 のリ スク が埋も れて いる 。運 が良 けれ ば、 あるい は

よくマネ ジメン トされ れば、 このリ スクは 竣工ま でどこ ろか竣 工後も 顕在

化しない であろ う。  

し か し 、 顕 在化 しな いこ とを 運に頼 るわ けに は行 かな い。 積極 的にコ ン

トロール して、 いわば 芽のう ちにつ み取っ ておく ことが 望まし い。  

 

表  6.1  は 、中 小 都 市 におけ るごく 小規模 の下水 道開削 工事を 想定し て

潜在的な リスク を取り 上げ作 成した もので ある。  

先 に み た 「 現場 の失 敗」 の事 例の中 にも 、こ こで 挙げ る潜 在的 リスク と

のつなが りを推 測でき るもの が、少 なから ずある だろう 。  

こ の よ う に 、事 前に リス トア ップし てお くこ とが 出来 れば 、お そらく ほ

とんどは 着工前 に解決 してい たであ ろうと 考えら れる。  

 

こ の う ち 「 設計 条件 」に あげ た項目 は、 本来 設計 者（ 発注 者） のリス ク

であるが 、施工 者はこ れらを よく検 討して 着工す べきだ という 契約と なっ

ているこ とが多 いから 、結果 として は自ら のリス クとな ること を考え るべ

きで、慎 重な検 討を要 する部 分であ る。  

こ れ は ま た 、工 事の 規模 が大 きくな った り、 周辺 環境 が異 なっ たりす れ

ば、より 一層多 くのリ スクの 存在が 予想さ れる。  

 

リ ス ク マ ネ ジメ ント とは 、予 測され る事 象が 発生 する 前に 予測 し、そ れ

による損 害をい かに軽 減する かとい うプロ セスで ある。 この意 味で、 何か

事象が発 生して から「うま く」「 穏やか に」納 める 、いわ ゆる「 危機管 理＝

クライシ スマネ ジメン ト」と は異な る考え 方であ る。  

ま た 、表  6.2 は 、少 し 範 囲 を大 きくし て、会 社（組織 ）その ものの リ

スクを取 り上げ てみた もので ある。 こちら は本書 では内 容に踏 み込ま ない

ので、参 考まで にごら んいた だきた い。  
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表  6. 1 小 規模下水道工事におけるリスクの例  

条

件 
分 類  細 目  予   想   具   体   例  

図 面   設 計 図 の 数 値 記 載 ミ ス  

基 準   適 用 基 準 が 違 う  

計 算   計 算 ミ ス に よ り 鉄 筋 量 が 違 う  

土 質   土 質 柱 状 図 が 現 地 と 合 わ な い （ 別 箇 所 の 流 用 ）  

地 形   現 地 が 改 変 さ れ て 設 計 図 と 合 わ な い  

用 地   未 買 収 地 が あ る 、 官 民 境 界 が 違 う  

設  

計  

条  

件  

変 更   軽 微 な 変 更 が 累 積 し コ ス ト ア ッ プ  

住 民  工 事 反 対 で 着 工 で き な い 、 昼 間 工 事 反 対 で コ ス ト ア ッ プ  

交 通  通勤通学時間帯に工事ができない、農繁期に農耕車優先となる 地 元  

生 活  祭 り 、 イ ベ ン ト 、 選 挙 期 間 で 路 上 工 事 の 制 約 を 受 け る  

騒 音  工 事 騒 音 に 対 す る ク レ ー ム が 出 る  

粉 塵  工 事 車 両 交 通 に よ る 粉 塵 に ク レ ー ム が 出 る  

排 水  処 理 排 水 が 田 畑 に 流 入 す る  

井 戸  地 下 水 汲 み 上 げ で 井 戸 が 濁 る 、 枯 れ る  

不 法投 棄 工 事 で 発 生 し た 廃 棄 物 が 不 正 投 棄 さ れ る  

社  

会  

環  

境  

条  

件  

環 境  

遺 跡  

文 化 財  
予 想 し な い 遺 跡 に よ り 工 事 が 中 断 す る  

暴 風  台 風 等 で 仮 設 が と ば さ れ る  

豪 雨  集 中 豪 雨 で 掘 削 箇 所 が 埋 ま る  

豪 雪  豪 雪 で 工 事 が 中 断 す る  

地 震  大 規 模 地 震 で 施 工 済 み 箇 所 が 破 壊 さ れ る  

雷  落 雷 に よ り 現 場 の コ ン ピ ュ ー タ が 破 壊 さ れ る  

雹  雹 に よ り 構 造 物 、 仮 設 物 が 破 壊 さ れ る  

気 温  熱 中 症 に よ り 作 業 員 の 健 康 被 害 が で る  

気 象  

渇 水  工 事 用 水 が 不 足 す る  

動 植 物  貴 重 種 存 在 に よ り 工 事 が 中 断 す る  

自  

然  

環  

境  

条  

件  

環 境  
地 形  貴 重 地 形 に よ り 工 事 が で き な い  

測 量   測 量 ミ ス に よ り 官 民 境 界 を 犯 す  

出 来 型   埋 戻 し 不 良 に よ り 官 勾 配 が 逆 に な る  

構 造   埋 戻 し 転 圧 不 良 に よ り 復 旧 舗 装 面 が 沈 下 す る  

見 栄 え   コ ン ク リ ー ト に じ ゃ ん か が 発 生 す る  

品  

質  

条  

件  
強 度 不 足  設 計 図 の 見 誤 り に よ り 強 度 不 適 合 二 次 製 品 等 を 使 う  

工 期 遅 れ  人 員 配 置 不 適 に よ り 工 期 が 遅 れ る  

作 業 員  人 員 手 配 不 適 に よ り 要 員 が 不 足 す る  
要 員 不 足 

職 員  職員が少なく施工管理が出来ない、現場代理人が病気で休む 

能 力  不 適 切 な 能 力 機 械 配 置 で 工 事 が 出 来 な い  

保 全  メ ン テ ナ ン ス 不 足 で 機 械 の 故 障 が 多 い  作 業 機 械 

配 置  不 適 切 配 置 で 作 業 能 率 が 落 ち る  

設 備  設 備 不 備 で 事 故 が 起 き る  
安 全  

行 動  教 育 不 足 で 不 安 全 行 動 を と る  

予 算  予 算 管 理 が 不 適 切 で 原 価 が 解 ら な い  

物 価変 動 予 想 以 上 の 物 価 の 変 動 が あ る  

管  

理  

条  

件  

 

他  

コ ス ト  

倒 産  下 請 け が 倒 産 し 、 労 務 費 の 二 重 払 い が 発 生 す る  
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表  6. 2 小 規模建設会社経営におけるリスクの例  

条

件  
分 類  細 目  予   想   具   体   例  

経 営 者  病気やけがをして判断できない、死亡する（後継者がいない） 

下 請 け  倒 産 す る 、 手 を 引 く  

資 金  資 金 繰 り が 出 来 ず 倒 産 す る  

従 業 員  従 業 員 が 辞 め る 、 有 資 格 者 が い な い  

取 引 先  倒 産 す る  

営 業  顧 客 が 固 定 化 す る 、 指 名 停 止 あ る い は 指 名 回 避 に あ う  

経 営  

技 術  新 技 術 に 対 応 で き な い 、 提 案 能 力 が な い  

事 故  火事にあう、盗難にあう、現場事故のため指名（営業）停止となる 

天 災  地 震 に あ い 機 能 が 麻 痺 す る  

会  

社  

条  

件  

そ の 他  

不 正  経営者または従業員の不正のため指名（営業）停止となる 

予 算  公 共 事 業 予 算 が 減 少 す る  

経 営審 査 経 営 審 査 が 厳 し く な り 点 数 が 下 が る  発 注 者  

技 術提 案 Ｖ Ｅ 提 案 が 出 来 ず 受 注 を 逸 す る  

労 働 力  少 子 高 齢 化 で 労 働 力 が 集 ま ら な い  

業 界  競 争 が 激 し く ダ ン ピ ン グ が 横 行 す る  

社  

会  

条  

件  そ の 他  

市 民  格 付 け な ど が 落 ち 信 用 力 が な く な る  

 

 

こ れ ら の 表 は、 建設業 で遭遇 するご く一部 をあげ ただけ であり 、実際 に

次項で述 べるア セスメ ントを 行えば 、これ だけで はまだ 足りな いかも 知れ

ない。し かし、 このよ うにリ スクを ざっと 数え上 げるだ けでも かなり の作

業が要求 される 。  

そ の 中 で 、真に 考えて おかな ければ ならな いリス クを選 択する 基準は あ

るだろう か。  

あ る 場 合 は企業 存続を 、また ある場 合は利 益を基 準とす ること がある で

あろう。 これは その組 織の目 的によ って千 差万別 となる 。  

そ れ こ そ が、組 織経営 層（企 業の経 営者か ら、現 場代理 人、施 工チー ム

の主任ま で、あ らゆる 組織の 主導者 ）が、 最初に 考えて おかな ければ なら

ないこと 、「リ スク対 応方針 」であ る。  
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6 . 2 リスクマネジメント  

 

簡単に、 組織に おいて リスク マネジ メント を実施 する基 本的な ステッ プ

を示せば 以下の 通りで ある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  6.2  リ ス ク マ ネ ジメン トの概 略  

 

 

①  リ ス ク 対 応方針 の策定  

組 織 が 考 える基 本的な 考え方 を決め る。人 命第一 や、災 害ゼロ や、い ろ

いろなこ とが考 えられ るが、 この段 階が明 確でな いと、 次のリ スク特 定の

段階で、 対象が 無限に 広がっ ていく ことに なる。  

組 織 で は 、その 階層に よって 対応方 針が異 なる。  

経 営 層 の 対応と 、土木 工事部 の対応 が同様 である ことは ない。 同様に 、

会社と現 場とで は対応 方針も 異なる 。  

し か し 、 トップ が対応 方針を 明らか にしな いと、 その下 部の組 織は対 応

方針を策 定でき ない。  

 

②  潜 在 す る リスク の特定  

組 織 に 重 大な結 果をも たらす 可能性 のある リスク や、結 果の重 大性の 判

断が困難 なリス クを把 握する 。  

リ ス ク 対 応 方 針 の 策 定  

潜 在 す る リ ス ク の 特 定  

リ ス ク 分 析  

リ ス ク 評 価  

リ ス ク 対 策  

リ ス ク ア セ ス メ ン ト  
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こ の 段 階 も 、組 織の 機能 によ って異 なる 。あ る部 門で は大 きな リスク で

あるが、 ある部 門では そのリ スクは とるに 足らな いもの とされ るかも しれ

ない。  

具 体 的 に は以下 のよう な進め 方をし て特定 するこ とがあ る。  

ⅰ ） 工 程 や施設 の範囲 から把 握する  

一 般 的 に 「危険 物の存 在」と 特定す るので はなく 「アセ チレン ガス

の爆発」 等具体 的な危 険ある いは損 失とし て特定 する。  

ⅱ ） 被 害 の大き さから 把握す る  

被 害 金 額 ○○円 以上の 損害と 特定す る。  

ⅲ ） 被 害 の種類 から把 握する  

火 災 爆 発 、床上 浸水な ど、被 害の種 類を特 定する 。  

ⅳ ） 事 故 の原因 から把 握する  

 

③  リ ス ク ア セスメ ント  

リ ス ク ア セスメ ントに は、リ スク分 析とリ スク評 価の段 階があ る。  

特 定 さ れ たリス クの顕 在化か ら終焉 までを 追い、その各 段階で の防護（ 回

避）策を 検討し 、同時 にその 被害規 模を算 定する 。その 結果、 特定し たリ

スクのう ちで、 事項の 対策が 必要で あるか どうか を決定 する。  

 

④  リ ス ク 対 策  

リ ス ク 対 策は通 常以下 の分類 に沿っ て行わ れる。  

ⅰ ） リ ス クの 保有  

そ の リ ス クが軽 微なも のと考 えられ る場合 、結果 的に生 じる損 失負

担（およ び利益 ）を受 容する 。  

た と え ば 、工期 が短期 間で、 大雨の 可能性 がほと んど無 い季節 の工

事で あ れば 、 大雨 に 対す る対 応 は行 な わな い 、等 で ある 。 いわ ば、

もし起き てしま った場 合は我 慢する のであ る。  

 

ⅱ ） リ ス クの 削減  

一 般 的 な リスク 対策で ある。 設備の 導入・ 更新、 組織改 革、多 重チ

ェック、 マニュ アル作 成など を行な って、 リスク そのも のをな くす

ように努 力する のであ る。  

ⅲ ） リ ス クの 回避  
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あ ま り に も 受容 できな い大き さだか ら、そ の分野 への参 入をや めよ

うと決定 するこ となど をいう 。  

工 事 受 注 などの 際、ど う考え ても赤 字だか ら受注 を止め ような どと

考える事 をいう 。  

ⅳ ） リ ス クの 移転  

保 険 を か けるな ど、リ スク顕 在化に よる負 担を他 に転化 する。  

工 事 の 請 負はリ スク負 担も含 むのだ が、そ うした 意味で 工事保 険に

加入 し てい る 意識 は 希薄 であ る 。ま た 、あ ま り有 効 な工 事 保険 は、

現段階で は少な いよう である 。  

 

こ の よ う にリス クマネ ジメン トを考 えてく ると、 これは まさし く本書 で

問題とし て取り 上げて いる「 調査・ 検討の 不足」 の「調 査・検 討」の 事で

あること がわか る。  

こ の よ う に手順 を踏ん でリス クの特 定、評 価、対 策を行 なう過 程が、 ま

さしく調 査・検 討を行 なう過 程であ るとい える。  

極 端 に 言 えば、 手順を 踏んで いない から、 つまり マネジ メント してい な

いから不 足が起 きるの である といえ るので ある。  

し か し 、 それは 、たと えば設 計変更 が必要 になっ た場合 の対処 の方針 な

ど、事前 にリス ク分担 まで請 負契約 条項に ある工 事が少 ないこ とでも わか

るように 、リス クマネ ジメン トの考 え方が 浸透し ていな いこと の結果 とい

えないこ ともな い。  

今 後 は 、 このよ うな考 え方を 基本と しての 契約や 、施工 計画の 立案な ど

が普及し ていく べきで あろう 。  
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6 . 3 危機管理  

 

以 上 の よ う なリ スクマ ネジメ ントに 対して 、通常 多く使 用され ている 概

念用語で ある危 機管理 とはど のよう な関連 にある のだろ うか。  

一 般 的 に 、 事故 や危 機が なる べく起 きな いよ う（ 事前 に周 到な 準備を し

て）対処 する活 動のこ とを、 リスク マネジ メント という 。他方 、対処 はし

ていたの だが、そ の事故 や危機 が起 き てし まって から、な るべ く被害 を軽

減 しようとして 行われ る活動 を、危 機管理 （クラ イシス マネジ メント ）と

呼んでい る。  

こ の 、「 起 きて しまっ てか ら」 とい う点 が、 日本人 にな じみ やす いの か、

「危機管 理」とい う用語 は普及 してい るが、「 リスク マネジ メント」は、な

かなか普 及して きてい ない。  

し か し 、以上 の簡単 な説明 でもわ かるよ うに、「危機 管理 マニュ アル」を

作成する ことは 、リス クマネ ジメン ト活動 の重要 な一部 分であ り、そ のマ

ニュアル に従っ て活動 するこ とは、 危機管 理活動 である といえ る。  

近 年 、 急 速 に、 主と して 大地 震を対 象と する 危機 管理 マニ ュア ルの整 備

が進んで きてい る。人 命を守 ること も重要 である が、建設 会社に とって も、

まずもっ て出動 しなけ ればな らない 社会的 使命を もって いるか ら、そ の整

備は急務 であろ う。  

と く に 、 現 場を あず かる 土木 技術者 にと って は、 緊急 事態 に対 処する た

めの機械 や人員 が日常 的に配 置され ている ことの 意味を 考えれ ば、危 機管

理マニュ アルの 整備を おろそ かには 出来な いであ ろう。  

こ の 場 合 、 今ま での よう に、 単に「 起き てし まっ てか ら」 のマ ニュア ル

であると 、不意 打ちに 面くら い、緊 急電源 の用意 がされ ていな かった り、

洪水が起 きてか ら避難 勧告を 出した りとい う、ち ぐはぐ なケー スも起 こり

える。  

や は り 、 リ スク マネ ジメ ント の一環 とし ての 危機 管理 とい う視 点に立 た

ねばなら ないで あろう 。  
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6 . 4 標準化と文書化  

 

標 準 化 と か 文書 化と いう と、 あまり 評判 はよ くな い。 ベテ ラン 土木技 術

者のなか には、 現場は 生き物 だから 臨機の 処置が 重要で 、それ が標準 化で

失われる とまで 言う人 がいる 。これ は、一 面真実 だが、 根本的 には標 準化

という意 味を取 り違え ている のだと 思われ る。  

標 準 化 と は 、あ るマ ニュ アル に沿っ て行 い、 そこ から 逸脱 して はいけ な

いことを さすの だが、 その前 提には 、現実 にあわ ない標 準化は すぐに 変更

しなけれ ばなら ないと いう考 え方が あり、 先の例 はそれ を考え に入れ てい

ないので ある。 なぜ、 今のマ ニュア ルから 逸脱し なけれ ば仕事 ができ ない

のか、そ こが問 題なの であっ て、本 当にそ うなら 、仕事 を変え るので はな

く標準＝ マニュ アルを 変えな ければ ならな い。そ の検討 をしな いでマ ニュ

アルを皮 相な理 解で変 えた例 が、某 原子力 事故な どで悲 劇の結 果を生 んで

いる。  

 

こ の 、 現 実 に即 して のマ ニュ アル改 善が 製造 業で いう 改善 であ る。不 断

の改善が 繰り返 される から、 無駄が なくな る。世 に「ト ヨタ方 式」と 言わ

れる生産 管理が あり、 それを 学ぼう として いる建 設会社 も出て きてい る。

しかし、な かなか 定着し ないの は、「カ ンバン」だけを 学んで、不断の 改善

を取り入 れない からで あろう 。  

標 準 化 さ れ たも のと は、 変え てはい けな いも のな ので はな くて 、それ 以

上後退し てはい けない ものな のであ る。  

則 ち 、 あ る 一定 の経 験則 の積 み上げ で、 ある 地点 に到 達し たと き、そ こ

から後戻 りしな いよう に歯止 めをか ける事 が標準 化なの である 。それ を忘

れないよ うに、 関係者 全員が 共有で きるよ うにす ること が文書 化なの であ

る。  

こ れ は 、 芸 術家 や技 能者 （職 人等） の世 界、 また は科 学者 の世 界には な

い技術者 の世界 の特徴 である 。  

芸 術 家 は 偶 然を 大切 にす る。 ある偶 然で 出来 た色 や音 や文 を活 かす。 科

学者の、 手順を 逸脱し た失敗 はノー ベル賞 に結び つくこ ともあ る。第 一、

科学者は この世 に知ら れてい ない事 を発見 するの が仕事 なので あるか ら、

それを知 るマニ ュアル は存在 しない 。人類 が経験 したこ とのな いこと は計

画できな いと、 先に述 べたと 同様で ある。  
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技 能 者 と な ると 、少 し技 術者 に近い 。し かし 、技 能者 の失 敗は 、標準 か

らの逸脱 ではな く自己 の感性 からの 逸脱を 言う。 だから 、技能 者の技 （感

性）を 文書で 学ぶこ とは出 来ない 。弟子入 り（ マンツ ーマン の教育 ）し て、

個人から 個人へ の伝承 が成功 したと きだけ 次の世 代に続 く。  

技 術 者 だ け では もの は作 れな い。優 秀な 技能 者が 、技 術者 の設 計図を 実

現化して くれる 。そう した技 能者が 次世代 に技能 を伝承 出来ず に引退 して

いく時代 がきて いる。  

土 木 の 世 界でも 同様で ある。多能工 といわ れる人 たちが 減って きてい る。

大きな問 題であ るが、 本書の テーマ からは ずれる ので残 念だが 割愛す る。  

 

技 術 は 、 標 準化 によ って 継承 される 。到 達し た地 点か ら後 戻り しない よ

うに、文 書に固 定する から、時 と場所 が遠く 離れた 人にも わかる のであ る。  

芸 術 家 や 科 学者 や技 能者 は設 計図（ 計画 書と はち がう ）を 書く 必要が な

い。自己 の感性 が自由 奔放な 世界を 作り出 す。  

設 計 図 を 書 くの は、 書け なけ ればな らな いの は技 術者 であ る。 その技 術

者が、標 準化を いやが るのは 、どこ かで道 を間違 えてし まった からな のか

も知れな い。  

技 術 者 は 、 標準 化に よっ て仕 事を確 立し 、文 書化 によ って 後退 しない よ

うに歯止 めをか け、不 断の改 善によ って技 術を向 上させ ていく 道に戻 らな

ければな らない 。  

 

（ も ち ろ ん 、こ れら の中 間的 な場合 は、 無数 に存 在す る。 小説 家でも 綿

密な「設 計図」 に基づ いて執 筆する 人もい れば、 大部分 の科学 者は、 過去

の論文等 から最 後の瞬 間まで を学ぶ 。技能 者も図 面を書 いて自 分で作 り上

げたり、 過去の 図面か ら現代 の技能 者が復 元した りする 場合も ある。 この

ことは十 分承知 で単純 化して いる）  
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おわりに  

 

【 あ っ て は なら ない 「現 場の 失敗」 とそ の反 省】 を読 んで いる うちに 、

建設技術 者のマ ネジメ ント意 識、就 中、リ スクマ ネジメ ント意 識の問 題ま

で論が進 んで行 った。  

事 例 は ど れ も優 れて 個人 の問 題とし て取 り上 げら れて いる のだ が、そ の

背景には こうし た組織 とマネ ジメン トの問 題が隠 れてい るのだ と気が つい

ていただ ければ 、今後 少しで も「失敗 」をな くす効 果があ るかと 思われ る。  

し か し な が ら、 個人 の性 格を 変える のも 難し いが 、組 織の 性格 を変え て

いくこと もまた 非常に 困難で あるこ とは筆 者も十 分に承 知して いる。  

そ う し た 中 で、 現場 の技 術者 にも、 少し だけ 自分 の属 する 組織 のマネ ジ

メントに 顔を向 けてい ただけ たなら 、この 少し長 い文章 も役割 を果た せた

と言うこ とが出 来ると 思うの である 。  

 

折 し も 、 2 005 年 に 施 行 さ れ た「公 共工事 品確法」 の本格 的な適 用がさ れ

ようとし ている 。この 法律は 、もし 厳格に 適用さ れたな ら（法 律であ るか

ら適用さ れるで あろう が）、建 設業に とって は個 別工事 の「品質 確保」にと

どまらず 、企業 組織の 品質に まで踏 み込ま ざるを 得ない 性格を 持って いる

と思われ る。そ の法の 制定意 図がど のよう であれ 、成文 化すれ ば、そ うし

た方向性 が固定 される ことは 間違い ないで あろう 。  

マ ネ ジ メ ン トの 行わ れて いな いとこ ろで は、 品質 確保 は実 現で きない 。

まして、 安全確 保や技 術力確 保の問 題は、 全社的 なリス クマネ ジメン トが

行われて 始めて 実現す るので ある。  

 

終 わ り に あ たっ て、 いろ いろ 考えを 巡ら す元 にな った 「現 場の 失敗」 を

投稿され た私と 同じ土 木技術 者の皆 さんと 、それ を利用 するこ とを快 諾し

ていただ いた社 団法人 全国土 木施工 管理技 士会連 合会に 、心か らの感 謝の

念を表す もので ある。  

特 に 、 投 稿 者の 方に は、 勉強 させて いた だき なが ら、 時に は批 判めい た

記述をし なけれ ばなら なかっ た意図 をくみ 取って いただ き、受 け入れ てい

ただける ことを 願うの みであ る。あ りがと うござ いまし た。  

 

2006 年 6 月   
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